
 

 

 

博士論文 

 

し やか 社会 実現 向け 情報通信基盤と 

ICT 利活用技術 研究 

 

公立 こ て未来大学大学院 システム情報科学研究科 

システム情報科学専攻 

前田裕二 

年 月 

 

 

Doctoral Thesis 

 

A Study of Information Network Infrastructure and 

Utilization of ICT to Realize Resilient Society 

 

by 

Yuji Maeda 

 

Graduate School of Systems Information Science 

Future University Hakodate 

 

March 2013 

  



 
 

 

AbstractAbstractAbstractAbstract---- In recent years, huge disasters and extreme weather events such as massive earthquakes, 

tsunamis, typhoons, tornadoes, heavy rain, and heavy snow have occurred not only in Japan but all 

over the world and have caused serious damage. In addition, under the risk of diverse scenarios 

including large-scale accidents, pandemics, and terrorism, governments, municipalities, and private 

companies have to manage a variety of emergencies and disaster prevention strategies. We define a 

society that is resistant to and resilient during disasters and crises as a resilient society. It is of 

paramount importance that societies increase their resilience in order to become resilient societies 

that are able to face hazards as effectively as possible in the future. 

We describe in this paper our goal to create a resilient society consisting of a distributed cooperative 

autonomous society, which means that it is based on self help, public help, and community help, by 

increasing the ability to utilize accurate information by using information and communication 

technology (ICT). First, we clarify a vision of a resilient society and the various issues to be addressed 

in order to realize it. Because there are many challenges in a wide range of fields that need to be solved 

in order to achieve a resilient society, we have narrowed the scope of our study. We investigated ways of 

solving problems concerning the information network infrastructure and utilizing ICT via this 

network infrastructure to realize a resilient society. 

There are several problems associated with the information network infrastructure that arise 

during disasters and subsequent crisis responses and that make it difficult to provide accurate 

information. These problems include providing cloud computing services, achieving a strong network 

infrastructure able to withstand disasters, and securing a long-term, high-output backup power supply. 

As a basic technology towards the use of accurate information during a disaster and crisis response, we 

first examine here a technique to solve the problems from the viewpoint of electromagnetic 

compatibility (EMC) and describe the technology to control and design an indoor electromagnetic 

environment for 2.4-GHz-band wireless LAN using computer simulation. 

Next, as a study on increasing resilience by utilizing ICT, we investigate how to revitalize and 

computerize local communities and municipalities in order to prevent their collapse and to strengthen 

local disaster management capabilities for offering public help and community help.  

In addition, in order to increase resilience in a super-aging society by achieving self help, public help, 

and community help, we study a system to implement efficient remote monitoring and nursing care of 

elderly people by utilizing ICT and developing a community general care system. Moreover, we 

describe the growing trend in the use of electronic health records (EHR) and personal health records 

(PHR) as a social infrastructure to support a community general care system, and describe the 

technical elements of EHR and PHR and remaining problems to realize a community general care 

system. 

In summary, we describe the approach in this paper and summarize what has been achieved. In 

addition, as the future prospects to achieve a resilient society, we summarize trends of national policies 

and social systems, and how to deploy our technologies and ICT systems. 

 

Keywords:Keywords:Keywords:Keywords: Resilience, Emergency management, Local revitalization, Community general care system, 

Remote watching and nursing care  



 

 

 

概要：概要：概要：概要：    

近年 巨大地震 津波 巨大台風 豪雨 竜巻 豪雪 日本国内 世

界中 い 巨大災害 異常気象 相次い 発生 甚大 被害 報告 い た

大規模事故 パン ミックや ロ ク 多様化 中 国 自治体や企業

危機管理 防災対策を行う必要 あ 災害 危機 被害を抑止 た 防災力 被

害 回復を支え 減災力を両立 た防災を 総合的 防災力＝ エン (Resilience)

呼び 今 社会 い エン を高 甚大 被害を た ハザ 立ち向

う や 社会 を実現 こ 求 い  

や 社会を実現 た ンセプ 自助 共助 び公助 互助 基本

自 分散協調型 社会 あ 自 分散協調型 社会 仕組 を支え エン を高

た ICT 情報通信技術 的確 情報 活用 重要 情報を有効 つ効率的 活

用 い 迅 災害 危機対応 復旧 復興を行うこ こ 防災 新た

課題 あ  

本論文 T 用い 的確 情報 活用 こ エン 高 自助 共助 び公助

基本 自 分散協調型 社会 構成 や 社会 構築 こ 目的 や

社会 実現 い 的確 情報 活用 必須 あ そ 巨大災害や危機 発

生 際 的確 情報 活用 支え 情報通信基盤 実現 T 利活用 自助

共助 公助 実現 必要 あ 情報通信基盤 関 通信ネッ ワ や電力

フ ン 関 課題や 行政 テ 社会基盤 関 課題 課題 存在

T 利活用 関 自助 実現 学習 備蓄 健康維持 課題 共助 実

現 地域コ ュニテ 活性化 関 課題 公助 実現 社会福祉サ ビ

社会 テ 関 課題 存在 こ う や 社会 実現 多岐

わ 分野 い 多 課題 解決 必要 あ  

や 社会 実現 向 必要 こ う 全 課題 い 検討 困難

あ 本論文 範囲 絞 込 上 検討 行うこ 情報通信基盤 課題解決

び情報通信基盤 利用 T 利活用 課題解決 い 検討  

具体的 や 社会 ビ ョン そ 実現 向 問題点 整理 取 組 べ

課題 全体像 明確化 明確化 課題 う 的確 情報 活用 支え 情報通信基盤

課題解決 次世代 情報通信 テ い 検討 情報通信 テ 現状

展望 国 新 T 戦略 踏 え 上 T 利活用 国 自治体 び市民生

活 う変化 い 考察 や 社会 実現 向 将来展望 い 述べ

 

次 情報通信基盤 課題解決 一 事例 常時 通信 集中 災

害 危機対応時 的確 情報 活用 実現 E 電磁環境両立性 E  

y 観点 課題解決 い 検討 具体的 無線 や

無線通信 テ 関 電磁 渉 発生 い理想的 屋内電磁環境 設計



 

 

 

ン 開発 目的 屋内電磁環境 コン 技術 電磁界 ュ ョン 用い 無線基地

局 配置設計技術 い 検討  

情報通信基盤 利用 T 利活用 エン 向上 い 中山間地

エ い 地域情報化 地域コ ュニテ 崩壊 防 地域コ ュニテ 活性

化 地域防災力向上 共助 び公助 中心 エン 向上 い 検討 具体

的 自治体光フ バ網 活用 TV 電話 テ 自治体広報 テ 自治体 住民間

見守 技術や 小学校 高齢者 地域 自然学習 テ - コ ュニテ

T 用い 地域活性化 実現 要件等 い 検討  

超高齢化社会 い 自助 共助 公助 実現 エン 高 T 活用 高

齢者 遠隔見守 護 実現 仕組 地域包括 テ 実現 向 検討 行う 具体

的 医療 ヘ 分野 社会基盤 E R E   R P R 

P   R 動向 実際 具現化 仕組 技術要素 い 述べ ほ 病院

退院 要 護患者 在宅療養 フ 活用 遠隔見守 護 効率良 実現 技術

い 検討  

最 本論文 取 組 総括 実現 内容 い や

社会 実現 向 展望 国や社会 テ 動向 び技術や T テ 展

開方法 い 総括  

 

ワ ：ワ ：ワ ：ワ ： エン 危機管理 地域活性化 地域包括 テ 遠隔見守 護 
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1 序論序論序論序論

 

 巨大災害 見舞わ巨大災害 見舞わ巨大災害 見舞わ巨大災害 見舞わ 世紀世紀世紀世紀    

近 巨大地震 津波 巨大 風 豪雨 竜巻 豪雪 日 国

世界中 い 巨大災害 異常気象 相 い 生 甚大 被害 報告

い 大規模 故 ン や 多様 中 国

自治体や企業 危機管理 防災対策 行う必要 あ 特 2011 3 11 日

生 東日 大震災 曾 大災害 あ 多 津波 含

災害 形 伝え 東日 大震災 い 々 状況

像 世 残  

東日 大震災 少 戦 日 人 経験 い超広域災害 3

11 日 14 時 46 生 東 地方 洋沖地震 日 観測史 最大規模

M 9.0 震源 深 約 24km 断層 大 長 約 450km 幅約

200km 断層 最大 20〜30m 程度 震源直 底 移動 東 東 約 24m

約 3m 隆起 推定 い 各地 震度 宮城県 部 震度 7 記録

宮城県 部 中部 福島県中通 浜通 茨城県 栃木県 震度 6 強 岩手県沿岸 部

陸 部 陸 部 福島県会津 群馬県 部 埼玉県 部 千葉県 西部 震度 6 弱

揺 観測 余震 規模 大 い 回数 多 震度 6 強 2 回 震

度 6 弱 2 回 震度 5 強 10 回 震度 5 弱 30 回 震度 4 175 回 あ [1]  

生 津波 気象庁 表 波 高 岩手県宮 8.5m 岩手県

大船渡 8.0ｍ 宮城県石巻 鮎 8.6m 福島県相馬 9.3m い

実 岩手県宮 老地 高 10m 防潮堤 優 乗 越え

10ｍ あ あ 推定 い 津波 東日 洋沿岸部

四国 九 押 寄 い 国土交通省港湾局 高知県 須崎港

地震 生 6 時間 あ 20 時 59 278cm 高 波 観測 宮崎県 宮

崎港 翌日 3 時 33 高 164cm 波 押 寄 い [2]  

死亡者数 1 万 5850 人 行方 明者 3281 人 2012 2 15 日現在 死者行

方 明者 計 2 万人 迫 建物被害 全壊建物 12 万 8558 棟 半壊建物 24 万

3486 棟 計約 37 万棟 い 岩手県 宮城県 福島県 洋沿岸部

津波 地 流出 多い 災害救 法 適用

10 都県 241 長 県 部 震源 地震 適用 2 県 4 含

い [1]  

大都 懸念 い 宅困 者 問 東日 大震災 現実 首都

圏 鉄 路 交通網 麻痺 約 515 万人 宅困 者 出 超

広域災害 加え 東京電力福島第一原子力 電所 生 原 故 社会

影響 被災者 避 問 あ 震災 生 9 経 2012 2 1 日現
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在 避 生活 仮設 宅 含 送 い 人 数 34 万人 超え 避

全国 広 元 生活 戻 目処 立 い 避 生活 長期 い 府

震災 被害 16 兆 9000 億 試算 実 東京電力福島第一原子

力 電所 故 被害金 補償 含 全体 被害 計 い 実情

あ  

 東日 大震災 生前 2011 1 地震調査研究推進 部 表 溝型地震 首

都圏直 型地震 長期評価 30 概要 1-1 示 宮城県沖 99％

東日 大震災 長期評価 地震 生

東 3 連動地震 いう形 指摘 い わ 予想 い 規

模 M7.5〜8.0 東日 大震災 規模 M9.0 あ 東

地震 幕 大地震 降 生 い 大地震 いう意味 1946

昭和 地震 M8.0 2012 66 経 東 大地震

大地震 来 生 い い 仮 東 連動 大地震 生

被害規模 東日 大震災 比 い 甚大 間 い い[3]  

 

 

 

1-1 溝型地震 首都直 地震 長期評価 概要 

Fig. 1-1 Summary of long-term evaluation of subduction earthquake and earthquake in Tokyo Metropolitan Area. 
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府中央防災会議 表 巨大地震 被害想 第

報告 最 被害 大 い東 地方 大 被災 い 死者数最大約

人 全壊 焼失棟数 千棟 報告 経 被害 い 24 度中 報告

予定 あ 東 新 線 東 高 津波被害 遭え 東京 大阪

通 交通 大動脈 寸断 経 的 被害 日 社会全体 え ン

計 知 い  

 

 心 全 実現 や 社会心 全 実現 や 社会心 全 実現 や 社会心 全 実現 や 社会     

現在 災害 危機 被害 抑 防災技術 被害 回復 復旧

復興 支え 減災技術 い 研究 行わ い 側面 両立

防災 総 的 防災力＝ ン (Resilience) 社会 い

ン 高 要 あ [3],[4],[5]  

総 的 防災力 地震 津波 風 対 建物 崩壊 津

波 水 河 氾濫 被害 抑 仮 被害 生

生 寸断 ン 迅 回復 生活 社会 経 活動 被

災者 生活 ベ 前 戻 引 復旧 復興

組 あ  

ン 弾力性 復元力 回復力 訳語 あ や

いう意味 い 持 い 当 地域 抵 力 超え 被害

生 影響 柳 う や 立 直 社会 意味 い

ン ＝ や 高 あ 程度 頑健 災害 影響

回復 力 併 持 あ  

21 世紀 入 日 世界中 い 人類 甚大 被害

直面 う う 抵 力 頼 防災 在 方 社

会 深刻 災害 影響 長時間 う ン

高 甚大 被害 立 向 う や 社会

求 い  

総 的 防災力＝ ン 向 1-2 示

対 社会 脆弱性 角形 表 い 脆弱性 被害 抑 防災

機能 災害 影響 軽減 減災 機能 社会 十 備わ い い

あ 防災 減災 実現 対 社会 脆弱性 把握

克服 い 必要 あ  
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1-2 総 的 防災力＝ ン 向  

Fig. 1-2 Image of improvement of comprehensive disaster prevention ability: resilience. 

 

 

社会 脆弱性 被害 大 復旧時間 長 側面 表

縦軸 災害 影響 社会機能 度 い 表 限

100％ 全快 状況 あ い 甚大 被害 状況 あ 横軸 時間

表 被害 全快 状態 時間 復旧時間 あ 被害 大

復旧時間 当 辺 角形 面積 脆弱性 意味 面積 い社会

災害 負 い社会 ン 実現 や 社会 あ  

起 前 抵 力 高 被害抑 縦軸 あ 被害 値

被害 復旧時間 長 社会 対 影響 大

逆 生 回復力 高 早期復旧 体制 整え 生直

影響 大 脆弱性 あ 程度 抑 力 回復力 両方

高 総 的 防災力 持 ン 実現 現 社会 求 い

 

災害 負 い や 社会 実現 ン 自 散協調

あ 自 散協調型 社会 組 1-3 示 網 目状 形 説明 網

目 一 節点 社会 構 要素 あ 節点 個人

自治体 組織 地域 置 換え  

 

脆弱性 克服脆弱性 克服脆弱性 克服脆弱性 克服

ン 向ン 向ン 向ン 向

%%%%

%%%%

%%%%

%%%%

脆弱性脆弱性脆弱性脆弱性

や 社会や 社会や 社会や 社会
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A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

5 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

 

1-3 自 散協調  

Fig. 1-3 Image of autonomous and decentralized cooperative society. 

 

要 社会 構 要素 個人 自治体 組織 い 網 目 節点 一

一人 制約 自己 責任 い 独立 存在

い あ 時 互い 足 い あ 補完 い 良い社会

作 営 業 互い 協調 あ 言

い方 変え 自 散協調 自 共 互

あ  

節点 一 自治体 考え 自治体相互支援 進 日 社会

東日 大震災 対応 関西広域連 属 各自治体 支援 被災自治体

担 職員 派遣や物資 供給 組 自治体相互支援 進 動

制度 方向 あ 例え 洋側 日 側 沿岸部 山間部 あ い 都

地方 地域性 補完 形 自治体 相互支援関係 考え い  

節点 民間企業 置 換え 東日 大震災 一 姿 浮 彫

東日 大震災 ン 売店 役割 再 識 既存 物流網

途絶 商品供給 多店舗展開 ン ン 企業

被災 店舗 対 従業員 派遣 商品 店舗間 融通 被災地

店舗 支援  

自 散協調型 社会 組 支え ICT 情報通信技術 要

常時 い 時間 場所 端 依存 情報 能

情報 加 信 あ 災害 危機時 い 広域

災害 被害状況 視 遠方 支援 能

あ う ICT 進展 物理的 距 あ 情報 共 協調 う

自

散

協調

個人

自治体

組織

地域

分野

社会 構成要素

自助

共助、公助
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い 特 東日 大震災 降 注目

情報 利活用 方法や扱い方 形態 大 変え い ン

ン Cloud computing あ  

ン 高 必要 的確 情報 活用 あ

情報 効 効率的 活用 い 迅 災害 危機対応 復旧 復興 行う

防災 新 課 あ 的確 情報 活用

ICT 効活用 要 ICT

支え 情報通信基盤 最 要 東日 大震災 い 情報通信

基盤 甚大 被害 危機 災害 強い情報通信基盤 実現 急務 い

 

特 自治体 い 現状 い ICT 使 情報 効

効率的 活用 い 言い い状況 あ 例え 電 や Fax 現場 報告

情報 ワ 書 出 部組織 電 や Fax 報告 い

う 現在 行 い う 旧態依然 状況 打開 ICT 使

情報活用 実現 問 存在 自治体 実証 業 始

い 個人情報保護 関 制度面や 面 問 入

用面 問 あ い 情報 活用 組織や体制 整備 問 あ

特徴 活 共 利用 業務 や 構造 標準 問 等 解決

い限 ICT 活用 や 社会 実現 困 あ  

2011 11 危機管理 関 新 国 標準 ISO22320 社会 ：危機対

応 関 要求 行 日 国 い JIS 決定 い

日 語版 2012 4 行 ISO22320 効 的 危機対応 実現

必要最 限 要求 規定 危機対応 わ 一 組織 指

揮 調整 活動情報 協力 連携 関 要求 規定 い

危機対応 ベ 規定 情報規格 統一 情報 信頼性 情報源 信

う性 各情報 記載 規定 い 国 標準 国 ベ 国家 ベ

地域 ベ 地元 ベ 起 危機 案 備え あ い 実 対応 関

あ 組織 民間 共 府 NPO 適用 能

多 危機管理組織 危機管理 ISO22320 準 必要 考え

や 社会 実現 向 的確 情報 活用 情報 活用

組織 体制整備 い ISO22320 準 要 全国 標準 準

危機管理 共 利用や自治体相互支援 行え

う  

 

 や 社会 前提 社会 問や 社会 前提 社会 問や 社会 前提 社会 問や 社会 前提 社会 問     

や 社会 実現 い 機 災害時 う 対応 い いう
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常時 社会 高 必要 あ 社会 世界

超高齢 社会 迎え 個人や自治体 いう観 自 散 調 概念

自 共 公 支え 社会 足元 崩壊 始 い

少子高齢 過疎 都 部 い 問

い

体的 自身 身 自 困 高齢者 増え い 共

地域 衰 高齢 共 困 い 病院や

護施設 数 足 宅 護 得 い人 増 避

や施設 避 人数 限界 あ 自治体 援 公 困 状態

あ

 超高齢 社会 実態超高齢 社会 実態超高齢 社会 実態超高齢 社会 実態    

現 高齢者 人 総人 割 超え 超高齢 社会

越え 少子高齢 展 予測 い ] ]

人 人 予測 高齢者人 増 要

護 高齢者 数 々増 い ] 示 う

高齢者 世 徐々 増 既 全世 数 約 割 い

居高齢者世 割 約 約 増 予想

い ]

 

1-4 日 人 推移 

Fig. 1-4 Trends in the Japanese population. 
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1-5 要 護者数 推移 

Fig. 1-5 Changes in the number of person in need of nursing care. 

 

1-6 日 世 数 将来推計 

Fig. 1-6 Projections of the number of households in Japan. 
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超高齢 社会 展 並行 国民 療 々増大

推計 い ] 国民 療 過去 昇傾

あ 近 診療報酬改 や自己 担率引 要因 前 昇

経 長 回 率 昇 い 国民 療 増 要因 少子高齢 老人

療 増 や 療 術 歩 高 治療 増 議論 い 療

機 複治療 療 提供側 要因 あ 考え

う 状況 中 病院 破綻 相 い 約 割 公立病院 赤 ] い

健康保険組 保険者 赤 破綻 増大 健康保険組 割 赤 う

割 赤 あ 程 破綻 い 病院経営 診療報酬改 施策

々回 傾 あ 病院 健康保険組 赤 破綻 国民 療 増大 いう悪

環 的 解決 い い

師 足 地域偏 いう問 師 足 人 人あ

師数 人 あ 経 力開 機構 盟 国中 均 人 あ

国民 人あ 間 診回数 回 国中最多 い 状況 ] あ 地域

偏 過疎地や中山間地域 師数 足 い 周知 実 あ

齢 罹患率 ] 示 罹患率 高齢 高 比較

倍 比較 倍 急 数値 昇 い わ

示 地域 高齢 展 い ] 将来的 首都圏 含 東

高齢 率 急増 わ 師 足 地方 将来 急

高齢 迎え 膨大 数 高齢者 抱え 都 部 い 高齢者 療機

や 護施設 供給 追い 予測

 

 

齢 罹患率 病気 割 全疾患対象 縦軸 人 人あ 人数
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1-8 地域 高齢 展 い

Fig. 1-8 Degree o

 

高齢者 要 護 施設 入 困 宅 護

得 自治体 要 護者 自 困 人 災害時要援護者 自

治体 録 推 災害 機対応時 優 対応 い 多

い 実 病院や施設 自治体 防災課 個人情報 扱い 異 簿 共

災害時要援護者 把握 人 防災課 録 必要 あ 十 状況把

握や 軟 対応 困 い 多い

要援護者 避 や施設 容 困 ば 膨大 宅 護 支援

い状況 予想 や 社会 前提 自 散

調 概念 あ 自 共 公

対策 急 打 い限 困

 

 過疎 地域 崩壊過疎 地域 崩壊過疎 地域 崩壊過疎 地域 崩壊
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域 行 わ

地域 人々 希薄 い

共 地域防災力 弱 い

え少子高齢 や過疎 地域 崩壊

消防団や青 団 中心 地域防災力 的 維持 い 近

構 員 高齢 等 困 地域防災力 弱 い
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地域 高齢 展 い ：1000

gree of aging by regional block. (Unit: 1000 popula

高齢者 要 護 施設 入 困 宅 護

得 自治体 要 護者 自 困 人 災害時要援護者 自

治体 録 推 災害 機対応時 優 対応 い 多

い 実 病院や施設 自治体 防災課 個人情報 扱い 異 簿 共

災害時要援護者 把握 人 防災課 録 必要 あ 十 状況把

握や 軟 対応 困 い 多い 災害 機対応時 容能力

要援護者 避 や施設 容 困 ば 膨大 宅 護 支援

い状況 予想 や 社会 前提 自 散

調 概念 あ 自 共 公 実現 超高齢者社会 展 共

困 状況 い

過疎 地域 崩壊過疎 地域 崩壊過疎 地域 崩壊過疎 地域 崩壊    

や 社会 支え 共 面 近 地域 振 返

域 行 わ 社会活動 購入 いう形態

地域 人々 希薄 い

弱 い 特 中山間地 い う 問

え少子高齢 や過疎 地域 崩壊 展 い

消防団や青 団 中心 地域防災力 的 維持 い 近

構 員 高齢 等 困 地域防災力 弱 い

東

関

東

南関

東

陸 中部 近畿 中国 四国

1,599 877 3,208 396 1,867 2,195 1,012 573 

2,141 1,401 5,991 549 2,931 3,534 1,378 741 

34% 60% 87% 39% 57% 61% 36% 29%

Resilient Society 

 

1000 人  

opulation) 

高齢者 要 護 施設 入 困 宅 護

得 自治体 要 護者 自 困 人 災害時要援護者 自

治体 録 推 災害 機対応時 優 対応 い 多

い 実 病院や施設 自治体 防災課 個人情報 扱い 異 簿 共

災害時要援護者 把握 人 防災課 録 必要 あ 十 状況把

災害 機対応時 容能力

要援護者 避 や施設 容 困 ば 膨大 宅 護 支援

い状況 予想 や 社会 前提 自 散

高齢者社会 展 共 何

面 近 地域 振 返 来地

購入 いう形態 置 換わ

] 伴い

特 中山間地 い う 問

展 い 来 地域

消防団や青 団 中心 地域防災力 的 維持 い 近

構 員 高齢 等 困 地域防災力 弱 い
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農業 主産業 中山間地 多 農家 兼業農家 あ 大人 地域

働 出 中 高齢者 子供 いう地域 多い 中 巨大

災害 災害 機 生 高齢者 子供 対応 得 い状況

公 地域防災力 少子高齢 や過疎 問 地域活性 等

解決 地域 再生 活性 行う必要 あ

方 都 部 い 賃 やワ 急増 地域

いう概念 無 い 地域 多 い 都 部 い 近隣 必

要 立 便利 生活 能 あ 来 い 民 地域

や 会 中 い 地域 属 立 状態

い あ う 都 部 い 東 大震災 周辺

共 求 変わ い 東 大震災 あ 巨大 災害 あ

地域 わ 煩わ い 立 求 い 人々

震災時 生 能 考え 来 地域 活動 求 あ

う 都 部 い 地域 活性 公 や

地域防災力 必要 い 状況 あ 般的 地域活性 自治体 主体

推 い 多い 多 利用 方 的 行 情報

あ 地域 情報 行 わ い い 地域活動

主体 い 部 地域 い 地域 活性 ] ] ]

民参 型 活性 ] 必要 い

地域 活性 や 社会 実現 的確 情報 活

用 常時 自治体 地域 や個人 生活 必要 情報 共

災害 機 確実 自治体 民 確 情報 伝え 必要 あ 行

情報 来 防災行 無線 方 情報 流 多

近 自治体 通 情報 信や 電子 や携 用い 情報配

信 行わ い い 自治体 各家庭 整備

電 配 電 端 方 型 情報伝 い

多 自治体 防災行 無線 視 い 状況 あ 約 割 自治体

い 災害 危機 民 避 勧告 指示情報 提供 常時 広報用 外

用い 報系 防災行 無線 使用 い 防災行 無線 総務省

方針 従来 方式 60MHz 方式 260MHz 更改

進 い 防災行 無線 更改 多 投資 必要 あ 理

更改 自治体 約 2 割 留 耐用 数 過

使わ い 多い  

東日 大震災 自治体 情報配信 あ 方 い 方面 見直

入 防災行 無線 携 地 波 送
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通信網や 活用 確実 民 情報 う 施策 総務

省や消防庁 中心 組 う う 利用

増加 自治体 担当者 対 操作 必要 緊

急時 稼動 増え 民 配信 時間 要 う い

一網 構 い 多い ワ 害

生 場 民 情報伝 能 い 課 あ

通信網や 使 情報通信 組 や 確実 簡

情報配信 伝 能 組 常時 活用 能 情報配信 組

実現 必要 い ] ]  

 

 高齢者 見高齢者 見高齢者 見高齢者 見 護 対護 対護 対護 対 動 課動 課動 課動 課     

超高齢 社会 展 高齢者 増 将来 い 自宅や施設 い 診療や

護 必要 患者 増 背 前述 う 療機 足 問 え 病

床利用率 高 空 数 少 維持 患者 均入院 数 短 回転

率 高 いう病院経営効率 問 あ 患者 自宅 診療や 護施設

移 傾 あ 来 終 期 病院 院 宅や施設 生活

多 現 急性期 入院 性期 降 宅や施設 生活 増

い 宅や施設 治療 護 師 足 い 状況 え 往診 師

や患者 移動 荷や時間 荷 生 遠隔地 診断 指示 療行

行い い いう 増 遠隔 療 護 見 必要性 益々大 い

や 社会 実現 い う 遠隔 療 護 見 超高齢 社会

い 自治体 地域 療 護機 高齢者 密 連携 常時

情報連携 災害 機時 混乱 起 い う 準備 必要 あ

高齢者 人 い 病気 い う 健康 維持 や 病気

あ 入院 展 い う健康 維持 例え入院 あ 院

護 含 健康 維持 改善 要 あ う 健康 維持 管

理 用い 病気 心 生活 社会 実現 や

社会 実現 大 寄

前述 う 居高齢者 激増 状況 あ 中 居高齢者 心 生活 社

会 組 提供 必要 あ 体的 用い 遠隔地や地域 見

立死防 あ い 緊急時 迅 必要 い 居高齢者 心 生活

社会 実現 用い 遠隔見 手法 主 緊急通報 や

携 電 用い 通報系 転倒や急病 自動検知 異常検知系 高齢者

主体 見 支援系 健康管理系 遠隔 護 診療含 いう

類 類 全体 瞰 示
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遠隔見 護 類 全体 瞰

い 軸 自宅 施設 診療 病院 いう 縦軸 遠隔見 護 類

あ 各枠 中 使用 主 記載 通報系 い 緊急通報

用い 組 自宅 病院 幅 使用 い 自宅 い 通報系

異常検知系 健康管理系 幅 用い 検討 行わ い 方

施設 健康管理や 護支援 い 主体 異常検知や 支援 あ

検討 い い 診療 や病院 い 遠隔診断や治療 主体 い

通報系 高齢者 緊急通報 付 携 自宅 や

緊急通報 付 や電 回線 通 高

齢者 能動的 緊急通報 付 実用 防犯

組 わ 形 い 現状 あ 高齢者自 断 い 通報

対応 い い 突然 意識 明や就寝時 異常 異常 前 見

異常 然 防 展開 能性 い 知症 患者

緊急通報 付 携 嫌 操作

知症患者 適用 困 多い  

異常検知系 赤 線 あ い 使 高齢者 行動 視

析 転倒や突然 意識 明 異常検知 や 家電 使用状況 視

自宅 施設

公民館 介護施設 自治体等

診療 病院

異常検知

系

健康相談

介護

診療

治療

健康管理 保健指

遠隔 宅診断 治療

歩数計 体重計 血 計

血糖値計 T別電話

健康管理

コ

ン

支援系

コ ン支援

見

赤外線セン 加 度セン

家電 視 R＋I）

緊急通報

赤外線セン ン ン 端

T別電話

歩数計 血 計 体重計 SPO「 体温計 脈拍計

糖計 睡 系 血糖値計 心電計 T別電話 医療 像

健

康

管

理

系

通報系

通報 ン 携帯電話

緊急通報

支援

介護支援

歩数計 血 計 体重計 体温計

SPO「計 血糖計 睡 計

T別電話

歩数計 血 計 体重計 SPO「計

T別電話

遠隔検査

ン コ

脳波計 医療 像

心電計 T別電話
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析 生活 異常検知 家庭 物品 配置 用い 行動 視

析 生活 異常検知や 知症 見 主 行わ い や

使 行動 視 析 い 各家庭 各 設置 人感 や 高齢者

持 用い 常時 行動 析 転倒 瞬間

的 異常 検知 検討 行わ い ] ] 家電 使用状況 異常検知

冷蔵庫 常的 使用 家電 利用状況 電力使用

や開閉 利用 析 通常 生活 異 異常検知 目的 や

検知 検討 行わ い ]

異常検知系 検討 高齢者 意識 突 的 異常 検知

実用 期 大 い 高齢者 情報 視者 通知

方 通信 あ 高齢者 視 捉え 面 多い 使用

多 必要 あ 的 問 あ 短期 実 終了 い 例 多 実

い 例 少 い

支援系 異常検知系 う 視 要素 高い 方 通信 例

えば 暮 家族 高齢者 方 結 常的 支援 高

齢者 見 検討 行わ い 感通信 ] い 高齢者宅 居間

暮 家族 例えば息子 婦 設置 人感 付 端 接

方 人感 検知 情報 や 動 変換 高齢者 家族 常

居間 出入 背 情報 気 知 う検討 行わ い 効果

高齢者側 見 心感 醸 共 家族 対 見 感 醸

無意識無拘束 や 見 能 報告 い

] 感通信 用い 動 環境

像 変 変え 電 や手書 交換 主体 地域 高齢者

自治体 福祉課職員 間 や 見 検証 い 効果

各手段 心感 醸 利用意 高い地域 う い地

域 高齢者 社交性や 術 対 開 性 高齢者 健康 示唆

い 各要因相互間 い 明 い い

う 支援系 方 情報や 簡 使え 電

主体 遠隔見 検討 高齢者 電 使う 粧 必要 第

電 前や 前 通 結果 報告 徐々 高齢者 拘束感

感 う 傾 あ 考え 例 報告 い

う 支援系 組 高齢者 入

い い わ 端 価格 高価 あ や 見 用途 絞

高 投資 家庭 少 い 実 い 例 い状況

あ

健康管理系 歩数 血 体 録 自 健康管理 行う
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遠隔健康管理 健康管理 え 期的 師や保健師 面談 行う遠隔健康相談 いう

領域 検討 師 遠隔 患者 指 遠隔 護 師 遠

隔 診断 治療 遠隔診療 治療 わ 遠隔健康管理や遠隔健康

相談 現状 療保険や 護保険 対象 あ 療行 異 般的

あ 方 遠隔 護 護保険 適用対象 遠隔診療 治療 療保険 適用対象

あ 療行 行わ い 遠隔 療 護 類

遠隔健康管理 相談 高齢者 々 歩数 血 体

民間 業者や自治体 運用 録 閲覧

健康管理や健康増 遠隔健康管理

多 行わ い ] ] 師 足 い 遠隔健

康管理 え 自宅や公民館 電 使い 遠方 師

共 健康相談 遠隔健康相談 行わ い ] ] 岩手 遠

行わ い 遠隔健康相談 高齢者 約 割 体 減少 効果 得

歩行 主体 高齢者 運動 や 回高齢者 公民館 集

行わ 測 録 遠隔健康相談 高齢者 士 談笑

活性 効果 報告 高齢者 健康増 地域 活性

大 献 い 例 あ

遠 比較的健康 高齢者 士 や 見 展 い

例 考え 高血 や糖 病 性疾患 持 高齢者 遠

例 う 自身 健康状態 師 面談 閉 空間 面談

行わ 多い 高齢者 士 活性 や や 見 展

少 い 考え 録や面談 自宅 行わ い 疾病

管理や保健指 的 要素 強 見 繋 う 例 報告 い い

実 面 高齢者 各家庭 段良 使用 い 体 計や血 計

価 歩数計 利用 回線 携 電 利用 程

価 提供 ] 療 削減 自治体あ い 健康保険

組 施策 見込

遠隔 療 護 遠隔診療 治療 診察や治療時 ワ 接

あ 見 繋 う 例 報告 い い 遠隔 護 病院

入院中 護 使う 計や血糖計 機器 使い方 人や家族 習得

い 院 自宅 々 録 行い 期的 電 遠隔 診察 行う

例 報告 い あ 護保険や 療保険 範疇 行わ い 療行

あ 見 繋 う 例 報告 い い 遠隔 護 実 面

療 削減 病院側 経営効率 施策 各種機 病院 期

見込

活用 遠隔見 護 いう観 健康管理系 手法 主体
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や 見 実現 共 転倒や突然 意識 明 突 的 異常検知 能

組 ] 実現 出来 ば 持 的 遠隔見 護 実現 能 考え

う 効率 良い遠隔見 護 全国 実現 う 常時

災害 機対応時 自治体 地域 療 護機 高齢者 密 情報

連携 や 社会 実現 大 近 考え

う 超高齢 社会 背 療 健康 巻 社会情勢 問

山積 現行 国民皆保険 破綻 機的状況 あ

国 改革 施策 い 体的解決策 示 い い状況

あ 府 戦略 部 高 情報通信 ワ 社会推 戦略 部

新 情報通信 術戦略 情報通信 術戦略 程表 示 策 含 実現性

高い 検討 国家 推 い 程表 中 病院

構想 地域連携 療 実現 い

病院 構想 個人 自 療 健康情報 療機

自 電子的 管理 活用 能 出張 旅行 全国 い

薬 準 う 地域連

携 療 実現 い 情報 共 留 入効果

踏 込 情報連携 対象 生活習 病 疾病悪 抑 病院―

診療 間 連携 検査 行う 質 高い 宅 療 護 実現

多職種間 情報共 行う 都 府 効率的 情報連

携 行え 環境 整備 遠隔 療 推 遠隔 療実証 業 実施

大 集 実証 検証 行う 示 い

施策 般的 複数 療機 い 連携 情報流通 療効率

目指 療機 護施設や民間

業者 い 連携 情報流通 行い 個人 療 健康情報 個人 生涯 わ

管理 ば 世界中 い 構築 始

い 例えば 諸国 い 国主 実現 国 あ い

実現 解決 ばい い問 あ

厚生労働省 社会保 税 体改革 目指 将来像 ] 中 地域

包括 実現 明確 打 出 い 地域包括 示 う

病気 地域 連携病院 経 急性期病院 手術

病院 院 院 自宅 生活 自 中心 護施設 通

や訪問 護や地域 病院 通院や 宅 療 公 地域 自治会や老人

見 共 社会 実現 あ 療 護 や 社会 理

想像 い い 側 地域 療連携 述 側 護連携

形態 い 地域包括 実現

全国 間 連携 必要 あ 宅 含 遠隔 療 護
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見 効率良 連携 要 地域包括 実現 超高齢 社会

い 自 共 公 現 や 社会 あ 災害 機対応時

や 機能 望

地域包括 実現 ]

]

 的確 情報活用 妨的確 情報活用 妨的確 情報活用 妨的確 情報活用 妨 問問問問     

や 社会 実現 的確 情報 活用 要 近 無線 LAN や Bluetooth

2.4GHz ISM 電波 利用 PCや 等 情報機器 的 増

無線通信 大規模 複雑 場 EMC (Electromagnetic 

Compatibility)問 一 あ 電磁 生 的確 情報 活用 困 象

生 能性 あ ] ] 特 病院や 護施設 あ い 宅 護 現 電磁

機器 誤動作 通信 害 生 影響範 大 懸念 い

] 災害 機対応時 常時 多 無線機器 時 使用 電磁

使用困 使 的確 情報 活用 困  

電磁 い 検討 行わ 電子 ン 要電波

無線 及 影響 検討 い ] 電磁 改善

ン 改善や信号処理 改善 検討 い 射 抑

制 適 建築 料 選択 適 置 設置方法 検討 い ]

一般的 大 公共施設や い 電磁 生 少 う無線 地
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配置設計 ] 行わ あ 家庭や 規模 施設 い 的 観

電磁 問 前 検討 皆無 あ 無線 地 配置設計

門家 設置環境 電磁 無 含 電磁環境 測 調査 実機 使 電

波伝搬特性調査 多 稼働 あ

病院や 護施設 あ い 災害 機対応 自治体 い 電磁

生 い う 無線 地 配置設計 行 い 災害 機対応時 使用困

いう い 能性 あ 稼働や 簡 無線 地 配

置設計 う 必要 あ 実現 環境 無線 性能 十 理解

環境 無線 設計 術 ] 開 必要 あ

や 社会 実現 課 全体像 研究

 研究 目的 構研究 目的 構研究 目的 構研究 目的 構     

研究 前述 う 課 解決 用い 的確 情報 活用

高 自 共 公 自 散 調型社会 構 や

社会 構築 目的

や 社会 実現 課 全体像 研究 示 や

社会 実現 い 的確 情報 活用 必須 あ 巨大災害や 機 生

的確 情報 活用 支え 情報通信 実現 利活用 自 共

公 実現 必要 あ 情報通信 通信 ワ や電力

課 や 行 社会 課 課

ICT利活用

的確 情報 活用 支え

情報通信基

自助

自身 備え

ン 向

や 社会 ン 課題 明確 第 章 第 章ン 課題 明確 第 章 第 章ン 課題 明確 第 章 第 章ン 課題 明確 第 章 第 章

共助

地域コ 活

性 等

ン 向

公助

社会福祉

強 ン

向

地域コ 活性 自治体地域コ 活性 自治体地域コ 活性 自治体地域コ 活性 自治体

民 高度 第 章民 高度 第 章民 高度 第 章民 高度 第 章

地域包括 実現 第 章地域包括 実現 第 章地域包括 実現 第 章地域包括 実現 第 章

学習 健康管理

地域 ン

地域活性

医療 介護連携

要援護者対策

ン 社会基 動向 第 章ン 社会基 動向 第 章ン 社会基 動向 第 章ン 社会基 動向 第 章

課題解決 一事例 Ｅ Ｃ対策技術 第 章課題解決 一事例 Ｅ Ｃ対策技術 第 章課題解決 一事例 Ｅ Ｃ対策技術 第 章課題解決 一事例 Ｅ Ｃ対策技術 第 章
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利活用 自 実現 学習や健康管理 課 共 実現

地域活性 課 公 実現 社会福祉 社会

課 う や 社会 実現 多岐 わ

い 多 課 解決 必要 あ

研究 や 社会 実現 必要 全 課 い 検討 困

あ い 斜体文 示 部 研究 対象範 絞込 う

手 検討

や 社会 実現 問 整理 組 課 全体像

明確 章 第 章

明確 課 う 的確 情報 活用 支え 情報通信 課 解決

世 情報通信 や社会 現状 展望 い 検討

第 章 但 情報通信 術確立 論文 対象

術 動 析や 実現 課 い

情報通信 課 解決 例 観 課 解決 い

検討 第 章

利活用 共 公 実現 地域 活性 自治体 民

高 課 解決 い 検討 第 章

利活用 自 共 公 実現 地域包括 課

解決 い 検討 第 章

第 章 い 研究 前提 や 社会 体的 い 述

災害 機 対 抵 力 回 力 方 両立 や 社会 実現 い 必

要 情報 活用 支え 情報通信 世 情報通信 い 述

情報通信 現状 展望 い 検討 国 新 戦略 踏 え

利活用 国 自治体 民生活 う変 い 考察

や 社会 実現 将来 ] ] い 述 想 巨大災

害 最新 被害想 対策 社会動 巨大災害 対 情報通信 対応状況

社会 動 将来展望 い 述

第 章 情報通信 課 解決 例 常時 通信 集

中 災害 機対応時 的確 情報 活用 実現 観 課 解決

い 検討 無線 や 無線通信 電磁 生

い理想的 電磁環境 設計 開 目的 電磁環境

術 ] ] 電磁界 用い 無線 地 配置設計 術

] ] い 述 第 節 電磁環境評価 井 床 壁 変

え 用い 電磁環境 い 無線 通信特性 評

価 電磁界 用い 通信特性 推 術 い 検討 結果 述

第 節 無線 電磁 最適 通信 実現 う 電界強 遅
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延 散 用い 御 要件 解析的 実 的 検討 結果

い 述 第 節 建物用 建物構造入力 電磁界

用い 無線 通信特性 用い 無

線 通信 能 計 種類 情報 表示 電波伝搬特性 通信特性

評価 最適 地 配置や効率的 無線通信 能 環境 設計

電磁環境設計 い 述

第 章 地域 崩壊 防 地域 活性 地域防災力

共 公 中心 目的 活用 自治体

地域 情報 活性 組 い 検討 第 節 冬 豪

雪 民 立 険性 あ 山間地 い 活用 電

自治体 報 自治体 民間 見 術 効果 い 検討

第 節 過疎 展 中山間地 い 学校 地域 高齢者 掲示板

地域 自然学習 用い 地域活性 実現 要件

い 検討 ] 第 節 防災行 無線 表 自治体 民間 情報伝

手段 自治体職員 稼働 増 活用

い 検討

第 章 超高齢 社会 い 自 共 公 実現 高

活用 高齢者 遠隔見 護 効率良 実施 組 い 検討 効率 良い

遠隔見 護 高齢者自身 自 支援 病院や施設

共 公 支援 研究 療 護

や 社会 理想像 あ 地域包括 現 目指 組

いう 第 節 い や 社会 現 社会 動

例 い 療 動 現 組

術要素 い 述 第 節 病院 院 要 護患者 宅療養

活用 遠隔見 護 効率良 実現 術 い 検討 要 護者

護士や 師 回 評価 行わ 々 見

や管理 行わ い 歩数計や体 計 血 計 々

異変 急 感知 師や 者 自動的 あ 要 護

者 心感や見 感 醸 う 等 い 検討 ] 第 節 地

域包括 実現 術面や 面 課 将来展望 い 述

最 第 章 結論 研究 実現 容 い 総括 や

社会 実現 展望 い
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2 や 社会や 社会や 社会や 社会 実現実現実現実現 情報通信情報通信情報通信情報通信 検討検討検討検討 

 

災害 機 対 抵 力 回 力 方 両立 や 社会 実現 い

必要 情報 活用 支え 世 情報通信 ] い 述 情報通信

現状 展望 い 検討 国 新 戦略 踏 え 情報通

信 活用 国 自治体 民生活 う変 い 考察

や 社会 実現 将来 ] ] ] 生 予測 巨大災害 対

国策や情報通信 動 い 考察 や 社会 実現 将来展

望 い 述

2.1  

現 災害 機 被害 抑 防災 術 被害 回 興 支

え 減災 術 い 研究 行わ い 側面 両立 防災

総 的 防災力＝ 社会 い 高

要 あ 高 必要 的確 情報 活用 あ 情報

効 効率的 活用 い 迅 災害 機対応 興 行う

防災 新 課 あ

近 情報通信 主流

集中 御型 情報通信 散 調型 移行 始 い う 散 調型

災害 機時 効 機能 情報通信 側 高 組 確

立 あ 効果的 防災 推 自 公 共 求

自 個々人 散 地域 調 自 散 調型 社会 必要

い う 自 散 調型 社会 散 調型 情報通信 活用 災害 機

対 高い 実現 社会 や 社会 ] ] ]

や 社会 実現 支え 情報通信 い 情報通信 術 展

展望 新 情報通信 術 使う 国 自治体 民生活 う変 い

実現 将来 い 述

2.2 情報通信 術情報通信 術情報通信 術情報通信 術 動動動動  

節 近 急 展 遂 い 情報通信 術 い や 社会 支え 情

報通信 活用 能 通信 ワ 通信設備 い 述

2.2.1 NGN 

来 固 電 品質 信 性 ワ 軟性 経 性

備え 世 情報通信 ワ あ 世界 駆 商用 開

始 特徴 持
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信 性 通信回線 通信装置 冗長 や処理性能 高い装置 入 高信 ワ

実現 特 通信 集中 や災害時等

要通信 確保 機能 い

品質確保 電 や 像配信 う 性 要求 通信

ワ 品質確保型 提供 い

回線 信者 防

機能 備 い

携 電 標準 い

固 携 連携 融 実現 い 考え

種類 全体像

2.2.2  

情報 影響 々複雑 増 運用管理 超

運用 管理 削減 課 い 方 ワ

価格 仮想 術 展等 莫大 ワ 通

提供 利用 形態 注

目 い や 等 個人や企業 い

形態 必要 応 ワ 利用 形態 あ

的 特徴 持 ]

ン 利用

ｅｒ ン 要望 満足させ う 各種 ン

組 合わせソ ン 提供

ン

等

地図 各種 等

ン

テ

ム

運

用

サ

ー

ビ

運

用

ン 側

用意

ン 側

用意

利用
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提供者 調整 手間 要 自動的 利

用 能 あ

ワ 携 電 等 端 ワ

利用 能 あ

共用 多数 利用者

動的 割 付 提供

迅 伸縮性 迅 性 軟性 あ 必要 時 必要 利用

能 あ

計測 能 使用 提供者 利用者 方 能

能 あ

示 う 般的 用意 種類 応

種類 類 目 あ

や 等 機能 提供

提供 提供 形態 あ 提供

出 主流 表

あ 側 や 自 用意 必要 あ

目 あ え

や地 連携

提供 開 提供 形態 あ

例えばあ 企業 新 い 開始 う

開 用 開 ば

利用 ば う 省

目 提供 含

提供 形態 あ 最 般

あ 形態 あ 用意 利用

いう 種類 え 提供 運用形

態 わ 示 い 自治体職員 利用者 あ

要望 満足 う 各種 組

わ 最適 形態 提供や保 提供 役割 担う

的 利用 あ 構わ い

要 提供 あ 要望 込 現

方法 提案 教育や研 含 保 運用

巻 間 調整 行う必要 あ 来 あ ば 個

構築 い 行う 役割 あ



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

26 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

時 迎え 現 役割 複雑 連携 含 既

士 連携 通 い高 提供 必要

出 い

提唱 い 利用

軽減 高信 高 用 利便性 高い

提供 創造 構想 あ

や 活用 機管理 構築 常時 荷対応

運用 災害 機時 高 荷対応 替え いう う 軟 高信 構築

機管理 期

情報 集 視 像 橋梁 路等施設 維持管理 情報や 民 通報 集 時

系列 管理 能 あ

情報提供 集 中央省庁 地方自治体 療機 学校 消防 警察

情報 連携 公開 い 地 組

い災害情報 提供 能 来 情報提供

や携 電 や ワ 等 通 い

や 伝え 能 あ

情報活用 過去 災害情報 比較 統計 対応 活

構築 能 あ

ンンンン

セ や品質確保

心 全 ワ

高信頼 高 用 セ

ン や利便性 高い

提供

コン や

提供

電子申請 Ｅ

ａａ 事業者

公共公共公共公共 コンコンコンコン

［病院］［学校］［自治体］

大 企 業大 企 業大 企 業大 企 業中 企業中 企業中 企業中 企業

［ ］ ［店舗］［工場］
［銀行］［一般企業］［製造］

ン

セ ン

ａａ 事業者

ＵＵＵＵ
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迅 伸縮性 災害 機時 割当

減 機 備え 能 あ 想 過 荷や災害 故 等 生

困 考え う 複数

連携 融通 肩 う 組

検討 始 い ] 実現 ば あ 被災

困 遠隔地 利用

行う 期

2.2.3 支え 設備 信 性支え 設備 信 性支え 設備 信 性支え 設備 信 性  

心 利用 う ワ 信 性 あ

急 展 併 情報通信 ワ 現 社会 置付

う 物理的 地 地 張 巡 い 情報通信設備 新 構

築 維持管理 要性 増 考え ]

い 大 情報通信設備 保 表 例えば 地

宅 配線 い 電柱 地 埋設 容管 う 通信用

等い 膨大 例 地 埋設管 い 建設 経過

設備 全体 超え 老朽 対策 延 研究開 共 鋭意実施 い ]

自治体

自治体

自治体

自治体

災害

利用者

自治体Ａ 毎

越え 提供

他

調整 決定

セ

こ 自治体Ａ 利用 能

自治体Ａ

戻

予め

複製 期

用

遠隔起動

一部品質要件

用

遠隔起動

品質要件 保証

自治体間

連携

自治体

間 連携
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]

情報通信設備 銅線

通信媒体 移行 伴い 能 考え

い 現段 用 混 い 前述 膨大 設備

擁 当面逼迫 状況 あ 引 推 既 設備 効 効率的 運

用 求 ] 全 心 提供 永 対応 必要 あ

] 体的 例 耐震 い 述

表 主 設備

地震 設備被害 前 把握 効率的 計 的 設備整備 実施

通信設備 地震時機能性評価 術 開 い ] 耐震性評価 術 過去 設備被

災 析 地震 大 や地 性 設備種 組 わ 想 地

震時 設備 被災状況 統計的 予測 計 的 設備整備 役立 手法 あ

う 精 効率 能 い 地震情報や液状 等

府や自治体 公開 提供 あ 標軸 用い 各種情報 結

能 術 着目 術 展 併 各方面 情報 活用

うい 環境 整え い 要 考え 将来人 予測 ] 応

将来 設備計 効率的 行う 能 考え

2.3 や 社会 実現や 社会 実現や 社会 実現や 社会 実現 情報通信情報通信情報通信情報通信 課 整理課 整理課 整理課 整理 

や 社会 実現 前節 情報通信 術 活用 い 解決

課 整理 将来的 提供 能 情報通信 像 い 述

設備種 設備 比較例

電柱 1,200万 日 国民 10人 1

200万km 地球 距 約5倍

ン 70万個 指定都 移行目 人 70万人

地 埋設管路 63万km 地球 約16周

う 650km 東京—姫路 戸 間 直線距
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2.3.1  

2.3.1.1 運用業務 標準運用業務 標準運用業務 標準運用業務 標準  

時 移 変わ 自治体 運用形態 構 変 示

型 各自治体 異 運用 行 い 各自治体 個

い 型 現 最 形態 あ 個

運用 連携 非常 い い

自治体 運用形態 構 変

型 型 あ あ 自治体 個

周辺自治体 共 利用 形態 あ 型 自治体

運用形態 自治体 運用形態 利用 い 形態 域

的 共 利用 実現 的 型 個 運用 大 あ

運用形態 態依然 あ 組 全国 困 あ

型 形態 型 あ 表 自治体 あ い 民間

業者 あ い 国 各自治体 共 利用 形態 あ

型 型 移 運用形態 掘 標準

込 必要 あ 体的 運用 や 連携

や 標準 必要 あ 初

共 利用 う
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般的 型 延長 う 考え い 面 あ う

あ 運用 観 運用業務 標準 い限 共 利用 困 あ

特徴 生 う

体的構 例 示 運用部

あ 部 共通 記載 い 共

依 共通利用 部 指 共通

運用管理 あ い 帳票 提供

異 集約 部 あ 提供 各

接 連携 実現 機能 提供

包含 各種

利用 う 連携 実現 要

体的構 例

2.3.1.2  

端 利用 あ い 特 組織 端 利用

類 前者 言い 者

言う 例えば あ 自治
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体 置 換え や会議室管理 庁 情報系

民 帳や課税 帳 系 給 管理や経理

部 務系 あ

い 常 運用 い 災害 機 生 非 常業務

生 機管理系 運用

機管理系

府 役 始 給付金 支給 い

提供 開 入 開

運用 府 社 理 や 購

入 要 初期投資 少 い 見 開 感 個

人情報 扱う 十 実装 挙 い

型 府 給付金支給業務 う 突

的 生 限 期間 利用 形態

型 特長 生 災害 機対応 い

言え 機管理系 緊急 短時間 構築 必要

利用期間 限 意味 機管理系 型 あ

機管理系 あ 決 や 決

構 提供 災害 機対応時 必要 や 時組

わ 新 構築 提供 軟 開 求 う 型 業務

対応 親和性 高い

災害 機対応 既 統 機管理

系 構 い 検討 常業務

危

機

管

理

系

テ

ム

庁内情報系

等

基幹系 内部事務系

基 税金 保険等

イベ

ウ

内

ッ

ウ

外

日常業務 基 業務

業務

非日常業務

内→内

外→内

外→外

LGWAN

NGN

Internet

危

機

管

理

系

テ

ム
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納税や 業務 系 部 務系 使わ

例えば 総 行 ワ 地方自治体 ン ワ 相互接

広域 ワ 自治体 言わ 業務 利用 い

庁 情報系 使わ 例えば民間 提供 い 電

子 情報共 利用 い や

常時 接 個 提供 い

機対応時 活用 機管理系 常業務 利用

立 種類 置付 示 う → →

→ 種類 あ → 運用 機管理

系 あ 例えば 被災情報や 情報 地理空間 空間情

報や 被災自治体 各部 生活再建支援 運用 扱い 注意

情報 扱う 主体 連携 例えば 民

帳 被災者 銀行 連携 必要

→ 機管理系 特徴的 あ 例えば 被災者 帳 構築

好例 あ 災証明書 給 当 人 家 被害 結 付 必要 あ

最初 最大 機会 被災者 帳 作 行わ 人や家 民

帳や課税 帳 いう 系 災時 参照 大幅 省力

作業 系 変 い

時 入手 建物被害 突 被災者 帳 構築

時 被災者 帳 常業務 用い 情報 立 あ 確

被災者 帳 → 参照 →

運用 機管理系 あ 例えば民間 個人 証 電 電気 公

共 窓 情報 被災地 避 人 知 情報

→ → 相互 連携 あ ば

連携 や 渡 あ 得 →

扱わ 情報 流 い

連携 御 前述 標準 整備 必須

あ 機管理系 い 最 要 機能 運用業務 標準 機

管理系 能力 揮 例えば被災経 い地域 災害 生

被災経 あ 自治体 塊 あ 運用業務や 標準 様

使え 対応業務 効率 う

2.3.1.3 行 当 課行 当 課行 当 課行 当 課  

行 展 う 個人情報 扱い

慎 寧 ば い 節 明 番号 東 大震災 契機 産

新 い 前 府 検討 前 いわゆ 国民総背番号
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国民 言葉 国家 国民 元管理 国民

似 応 あ 実 あ

現行 社会保 限界 明 行 多岐 わ 国民

公 や 組 必要性 指摘 う 方

壁 常 挙 個人情報保護法 あ 前 増 国民 意識 高

民 帳情報 扱う被災者 帳 入 最初 解決 ば

い課 あ

番号 個人情報保護法 問 社会保 税番号大 案 ] 方針 示

い 番号 構築 当 わ 最高裁 憲 決

趣 十 踏 え 必要 あ 体的 挙 い

個人 情報 第 者 開示 公表 い自

個人情報 元的 管理 機 主体 い

当 行 目的 範 行わ あ

情報 容 漏えい 体的 険 い

目的 利用 秘密 漏えい 懲 処 刑罰 禁 い

第 者機 設置 個人情報 適 扱い 担保 的措置 講

い

い 自治体業務 情報 扱い 要 特 元管理

う 組 作 必要 あ い

情報保 機 い 個人情報 元的 管理 い 現 元管理 い 情報

保 機 い い前提

情報提供 ワ 各情報保 機 利用者 個 払い出 符号

情報保 機 間 連携

情報提供 ワ 利用者 あ 情報保 機 異 符号

払い出 ＝ 情報保 機 情報漏洩 起 被害 当 範

限

情報提供 ワ 個人 属性情報 保持 い ＝情報提供 ワ

個人情報 元管理 い

2.3.1.4 機管理系 や情報機管理系 や情報機管理系 や情報機管理系 や情報 門家 育門家 育門家 育門家 育  

人 育 や 社会 実現 必要 あ 情報 連携や 機管理系 構築

自治体職員 自 行う 高い 東 大震災 多 作業

行わ 起 得 災害 機 対応 部 活動 支え

い 期 来 業 方 い

療 世界 災害派遣 療 あ う 機管理や災害対応 世界

機管理系 や情報 門知識 持 門家 資格 え 必
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要 う う 府 整備 災害 機 生 迅 構築や

伴う 問 自治体 担 軽減 能

自治体 う 資格 得 職員 い 望 い 災害 機 生 ば

自治体職員 被災 あ 規模 自治体 う 対応

い 資格者 ワ 育 機管理系 や情報

門 組織 設立 社会 あ

2.3.1.5 機管理系 入 課機管理系 入 課機管理系 入 課機管理系 入 課  

機管理系 運用 視 課 解

課 時 自治体 運用 共通 構築

初期 あ 被災者 支援 自治体 業務 置付 い 被災者

支援 自治体 整備 必要 あ 共 利用

削減 最初 構築 型

う 多い 初期構築時 用 複数 自治体 担

業者 投資 初期構築 自治体 利用 あ い 国 用 初期構築 自治

体 利用 う 形態 い限 乏 い自治体

入 い 業者 投資 構築 損益 岐 断

い面 多 増え 損失 被 緊急時 荷増 耐え

考え

被災者 保護 極 要 あ 被災者支援 個人

産 居 健康 機微 個人情報 必要 漏洩 影響 大 い 機管理

系 災害 機 起 急激 利用 高 や 域災害 起

対応 術 活用 自治体 相互 融通 望

自治体 共 利用 う 個人情報保護 観 自治体 意形

条例 整備や 個人情報保護委員会 必要 範 共

利用 限界 あ

結果的 あ い 少数 自治体共用 機管理系 整備 必要 あ

部 的 余裕 あ 自治体 限 う 現 意識 高い自治

体 入 検討 段 入 い 自治体 府 整備

術 活用 緊急時 必要 融通 大 処理 対応 作

求 い

保管 い 自治体 あ ば通常 国

保管 い 思わ 民間 保管

い い あ 保管 い 国 あ 保管

い 国 や法 扱わ 方 う 例えば米国

保 い 米国 連邦捜査 あ い 府当 調査
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限 あ 留意 ば い

問 常 う 自

完全 い 対 自 保護

い 対策 行わ い 求 異 間

連携 行わ わ いう問 あ 機管理

系 いう 異

連携 行わ あ あ 通常 わ

必須 整 生 能性 あ 無理 連携 い 個 作業

処理 必要 あ 特 わ 法改 い限 連携

い 能性 高い 自治体 利用 課 あ

自動あ い 簡 作業 新規 構築 困 あ 自

動的 提供 述 機管理系 や情報 資

格 門 設 資格者 構築や運用 管理 う

望 い

品質 性能 担保 課 あ 品

質や性能 初期投資 用 運用 用 無限 あ いう

理想論 実 限界 あ 企業 提供 う

い 異 提供企業 間 相互接 現状 い 理解 あ

既 や 販 提供 う

現状 整備 い い 労力 構築 必要 府

実証 業 機管理 必要 整備や 番号 実証 業 整備 行

う 必要 あ

2.3.2 変わ 自治体変わ 自治体変わ 自治体変わ 自治体  

2.3.2.1 番号 情報提供 ワ番号 情報提供 ワ番号 情報提供 ワ番号 情報提供 ワ  

現 生産 齢人 減少 急激 超高齢 社会 い 時

将来 対 格差 大 高 得 い 適 得 再 配 社会保

給付 適 要視 う 特 社会保 や税 対 国民

納得 得 給付や 担 公 性 実感 う 大 あ 観 給

付や 担 準 得 的確 把握 い 設計 行う 求 い

府 新 国民 人 番号 付番 国民 得 情

報把握 社会保 や課税 効率的 実施 目的 議決 踏

え 通常国会 法案提出 予 い

現 考え い 利用範 社会保 税 防災 あ



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

36 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

番号 情報提供 ワ 構築 各機

や 番号 付 管理 い 人 情報 紐付 符号連携 紐付 情

報 活用 構想 あ う 組 構築 自 個

人情報 確 設置 予 あ

番号 符号連携

方 個人情報保護法 観 扱い 課 残 い 番号

構築 個人情報 元的 管理 機 主体 い

い 第 者機 設置 個人情報 適 扱い 担保 的措置

講 い 要件 必要 あ

災害時 災害時要援護者 作 新 災害時 人確 療

情報 活用 生活再建 効果的 支援 利用 考え い わ 生活者

共通番号 推 議会 表 恭 稲 大学大学院教授 務 公益 団法

人 生産性 部 被災者 構築 能

あ 提言 い 例えば被災者 各避 う 物資

供給 ば い 迅 断 や 避 避 者 性 や

齢 水や食料 必要 男性用 女性用物資 数 大人用 乳幼児用

数 乳児用粉 数 的確 把握 う あ 番号
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時 い や 社会 構築 端 担う 期 い 災害 機

時 軟 活用方法 検討 考え

表 機管理系 例

2.3.2.2 機管理系 例機管理系 例機管理系 例機管理系 例 

機管理系 機対応 様 初動期型 応急対応期型

興期型 表 例えば初動期型 被災状況把握や

宅支援 あ 被災状況把握 被災 人 津波 火

倒壊 状況把握や 視 像 挙 各種

気象情報 民間 像 民 周知 挙

置 避 物資 管理情報 災害時

常 利用 い 各種 経路案 交通機 運行状

況 宅推奨 検索や避 案 能

組 わ 官民 連携

被災状況把握や 宅支援 実現

応急対応期 支援物資 あ 職員
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報告や支援物資 避 情報 あ 方 被災者

入力 う 提供 考え う

融 支援物資

解消 う 自治体 把握 避 情報 民間 支援

構築 望

興期 被災者生活再建支援 あ

民 帳 税務 義援金 支給 仮設 宅 情報 運用

銀行 や や各種会員 照 各種

被災者 提供

災害 機管理 う 繁 経 い 象 い 過去 経 蓄積

自治体間 共 要 あ 初動期 興期 全

い 必要 支援 災害 機管理

や対応 例 被災自治体 閉 被災地 自治体 実 担当

者 聞 報告会 体的 容 知 各自治体

共通 利用 う 共 対応業務 支援 組 ば

過去 経 い 的確 情報共 断 実行 能

自治体 業務 業務 伴い 開 管理 運用 用

大 い いう問 あ 入 利用 全国 自治体

共 利用 大幅 用 削減 期 特 法改 や

変 伴う 新 用 担 う 多大 用 必要 国

自治体 情報 共 大 利 あ

2.3.3 変わ 民生活変わ 民生活変わ 民生活変わ 民生活 

述 う 組 実現 民生活 う 変わ

あ う 民 生活者 挙

携 電 や 端 通 自宅や 時間電子 府 電子

自治体 簡 参 う

い生活者 対 行 窓 や 証 理人

質 高いワ 提供 う

活用 公共 鍵 行 通 高 高

個人情報保護 行 ワ 実現

あ

体的 引越 手 税金処理 金処理 健康保険情報閲覧 療 診療記録 電

子 情報 健康診断情報 や社会保 手 簡

う

多 国 通 情報 連携 個人情報
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国 民間 い 自 開示設 個人情報 開示 自 設

組 ] 行う 元的 自 う

現 自治体 災害時要援護者 避 援 録 い 録

民生委員 仲 必要 煩雑 伴 い 要因 個人情報保護

簡 人 録 い 挙 う 手 例えば

通 簡 ワ 録 う 自 録情報 開示範 指

心 簡 録 う 例えば 会 自主防災組織や消防団 対 個

人情報 開示 許 ば 災害 機時 優 自主防災組織や消防団 避 援

や 否確 え う

いう人間 行 記録 研究開 い ] 非常

時 活用 う 能

例えば 避 家 残 い 人 逃 遅 閉 込 あ い 避 意思 い

人 災害対策 部 い 前 確 効率的 救 活動 実施

能 時 家 部 人 残 い 能性 把握 う

避 活用 行 連携 否確

用意 効率的 否 録 前 否情報 開示 家族や親類 会

社等 設 自動的 者 否 通知 能

携 電 歩数計や 用 やＧ 全地球測 多

埋 込 い 将来的 多 埋 込 携 電 種

活用 う 考え

現 携 電 情報 個人 使用 限 い 例えば 置情報や移動 情

報 非常時 限 消防署 自動開示 う設 ば 震災時 生 埋

災害対策 部 い 人 埋 い 国民 検索

把握 う 効率的 救 活動 う 例えば 電車 乗降情報

組 わ 検索 ば 電車 故 車両 い 人 い

誰 い いう情報 う

但 将来 術面 見 側面 あ 実現 い 社会

的 運用面 課 等 多



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

40 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

用い や 社会 実現

2.4 や 社会 実現 将来や 社会 実現 将来や 社会 実現 将来や 社会 実現 将来  

2.4.1 実現実現実現実現  

情報通信 面 見 や 社会 実現 示 活用

構 電子行 自治体 民間 型

提供 証 連携 確 証

元管理

自治体 民間 個 提供 い 例えば

全国地域情報 推 会 ] 活用 標準

民間 標準 連携 う

行 自治体 業務 機管理 提供

機管理 や 療情報連携 国や自治体

提供 民間 地理情報

民間 提供 示 い

セン 情報

危機管理

業務

税金

金 電子

気象情報

民

基 帳

民間保険 銀行

活動情報

農業 畜産

業

個人活動

情報

主題図

国

自治体

企業

個人

イ

ー

タ

ル

自

治

体

ー

タ

ル

電子 府基

情報確認

私書箱

コン

趣味 保険

自治体通常

業務

民

間

Ｉ

Ｆ
ン

電気
電話

機能

申請

公

共

Ｉ

Ｆ

地

域

情

報

Ｐ

Ｆ

危機管理

路 河

情報

国民健康保

険

民間各種

セン 情報

水

行 事務

納税

就学 成人

出生 育児

健康

引越

農業

危機管理

出 証明

福祉

結婚

暮 環境

認証連携 セ 制御 連携 査証跡



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

41 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

活用 仮想的 多 既 簡 接

連携 う 各 必要 必要

価格 利用 う 例えば 常時 業務 必要 最 限

利用 例えば非常時 災者証明書 行時 必要 組 わ

連携 自 利用 う

来 新 構築 機能

証 組 個 構築 必要 あ 構築 多 投資 必要 あ ば

個 あ 元的 情報 集約 閲覧 管理 困 あ

う 側 必要 証連携 用意

い 機能 え 業者 作 ば 提供者

気軽 情報 録 閲覧 い利用料 能 全国 情報 元的 管理

能

う 実現 前述 う 法改 高い

ば い 個 企業 実現 国主 産官学 連

携 必要 あ 民間主 国主

や 社会 実現 いう大 国 民間 体 実現 組

必要 あ

や 社会 実現 い 利用者 意識 自 散

調型 変え い 必要 あ い 楽観視 い 必要 必要

価格 利用 いう 組 実現 ば 心 ゆ

あ 利用 例 増え ば 自然 や 社会 近 い い

あ 様 組 展開 国 調 展 あ

2.4.2 や 社会 震災時 報 例や 社会 震災時 報 例や 社会 震災時 報 例や 社会 震災時 報 例 

最 や 社会 実現 将来 西 大震災 生 架空 報

記 記載

庁舎 設置 災害対策 部 運用庁舎 設置 災害対策 部 運用庁舎 設置 災害対策 部 運用庁舎 設置 災害対策 部 運用

西 大震災 全壊 宅 全体 割 当 棟 半壊 家 棟

約半 被災 いう壊滅的 被害 震災 経 現 仮設

宅 人 全人 約 割 当 約 人 被災 人 震災

直 迅 対応 当面 生活 確保 見 人 多い 現 仮設

宅 暮 震災 う 仮設 宅 設置 義援

金 交付 対応 情報 い 提供 被災者

語 い

特 被災者 対応 威力 揮 運用 い 情報
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庁舎 壊滅的 被害 災害対策 部 公民館 設置 得

ワ 環境 整え 机 用意 的 災害対策業務

災害対策 部 民 否確 避 被害状況 把握

効 主 前 準備 い 災証明 給

民 帳や課税 帳 参照 運用 震災前 個人情報保

護法 法的 問 審議会 解決 震災 生 直 運用 準備

い 災証明 給 被災者 対 公 感 持 う 目

的 確 被災状況 確 情報 民 帳や課税 帳 照 漏 被災者

支援体 整え

業務 容 緊急対応時 業務 う 準備 い 私 使

人 残 公 支援策 提供 防災担当 氏 語 い

災証明 給 被災者 帳 活用 被災者 生活再建支援

生 い

付 携 端 信 情報 自動的 災害情報付 携 端 信 情報 自動的 災害情報付 携 端 信 情報 自動的 災害情報付 携 端 信 情報 自動的 災害情報

閲覧閲覧閲覧閲覧

西 大震災 沿い 巨大地震 わ 間 間 生 いう

超 域 超巨大 災害 被害 最 限 抑え

大 い

熊 灘 東側 最初 巨大地震 東 東 地震 生 西 洋側

民 災害情報 自治体 信 い 最初 地震 生 震源 異

常 的確 感知 被災地 揺 感 前 緊急地震 報 民 持

信 調 被災地 最初 地震 緊急地震 報

確 人 全体 割 信 津波警報

知 割 時間 生 地震 緊急地震 報 被災地

知 割 全員 地震波到 前 生 知 い

災害情報 時 信 い 例えば 自 い 周辺 鉄 主要 路 開通

情報や渋 情報 容

携 電 会社 機能 民 移動状況 把握 う

い 路 渋 情報 機能

業会社 常 把握 う い 各通信 業会社 業会社

災害 生時 い 析 路通行実績情報 通

信 組 い あ

得 情報 警察 得 路 開通情報 鉄 運行状

況 味 混雑予想 渋 予想 い 最適 避 情報 地

個々人 閲覧 いう情報 流 確立 い
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首都圏 宅困 者 人 災害情報 的 提供

西 間 わ 大地震 起 わ 大 混乱 起

配 車 被災地 需要 応え配 車 被災地 需要 応え配 車 被災地 需要 応え配 車 被災地 需要 応え

西 大震災 生直 社 被災地 い物支援

積極的 組 注目 い 社 震災 生直 災害対策 部 立

注 機管理系 移行 特徴 通常 店舗 注

部 集約 引 情報 組 被災 店舗 限

注 部主 置 換え 過去 知見 被災地 必要 物資 型 配

被災 店舗 前 用意 い い 注 業務 省 震災需

要 店舗 来店 顧客 接客 注力 う 部 需要予想 い 被

災地 必要 商品 込 商品 店舗 販売 いう 純 組

仮設 宅 生活 被災者 型携 端 無料

利用 組 東 大震災 実証 当時 仮設 宅

整備 無線 環境 各戸 無償 型携 端 利用 提供

東 大震災 既 い 西 大震災

災害特 門業者 主体 薬品 用品 震災需要 満

載 用意 あ 被災地 配備 巡回

配 車 言え 型携 端 注情報 最寄 伝

都 配 巡路 最適 注 時間 配 実現 い 時 路開

通情報 災害情報 常 確 最短 配 う い

社 報担当者 当然 役割 果 い 被災者

応え 組 被災者 高い支持 得 い

2.5 考察考察考察考察 

や 社会 実現 情報通信 実現 各種課 将来

い 述 現 府 予測 巨大地震 対 新 被災想

表 い 等 社会 新 動 生

い 東 大震災 教訓 元 情報通信基盤 関 各通信会社

対策 打 出 い 動 い や 社会

実現 影響 考察

府中央防災会議 防災対策推 検討会議 巨大地震対策検討ワ

巨大地震 被害想 第 報告 ] 表
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容 衝撃的 あ 東 地方 大 被災 死者数 最大約

人 報告 報告 い 想 死者数約 千人 遥 回 数 あ

翌 新聞 大い

被害想 用い 地震 学的知見 い 最大

地震 津波 あ あ 中央防災会議 検討 い 地震

被害想 大 い 報告書 記載 あ う う 甚大 被

害想 結果 目 当 ば 感 募 防災対策 無意味 あ

う 風潮 出 能性 あ 対策 講 ば想 被害 大

減少 い

報告書 主査 西大学 河 教授 東 大震災 い

想 いう言葉 流行 想 実 任 逃 う いう風潮 あ

国 最大 数 提示 想 いう考え 無 目的 あ あ

回報告 被害想 最大 地震 津波 対 的 的 推計 能

い 結果 第 報告 公表 被害想 目 い

推計作業 公表 予 あ

体的 被害想 結果

東 地方 大 被災

全壊 焼失棟数 千棟～ 千棟 死者 千人～ 千人

近畿地方 大 被災

全壊 焼失棟数 千棟～ 千棟 死者 千人～ 千人

四国地方 大 被災

全壊 焼失棟数 千棟～ 千棟 死者 千人～ 千人

九 地方 大 被災

全壊 焼失棟数 千棟～ 千棟 死者 千人～ 千人

注 数値 地震動 対 堤防 水門 常 機能 記載

い

方 防災対策 被害軽減 建物 耐震性強 現時 死者数約 人

想 約 減 約 人 大 減少 報告 い 家 等 転

倒 落 防 対策 強 現時 死者数約 人 想 約 減 約

人 大 減少 い

津波 対 防災対策 避 意識 啓 期避 率 い 高い

津波 死者数 約 倍～約 倍 差 想 期避 率 い 全員

災 避 開始 比較 津波 死者数 約 倍～約 倍

差 想 民等 自主的 迅 避 意識啓 避 計 策 や防災

教育 推 急務 あ 報告 い 津波避 津波避 効果的 活用

う 死者数 約 倍～約 倍 差 想 堤防 水門 地震動
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部 機能 う 建物全壊棟数 死者数 約 倍 差 想

報告 い

現 的 被害想 各地方公共団体 個 地域 防災対策 検

討 地域 状況 踏 え 被害想 行 報告 企業

側 経 被害 想 中 予 あ 中央防災会議

巨大地震対策 特 法 体的 検討 地震対策大 地

震防災戦略 応急対策活動要領等 新 策 全国防災対策 緊急防災

減災 業 組 い う 源 確保 対策 支援措置等 検

討 報告書 い

府中央防災会議防災対策推 検討会議 防災対策推 検

討会議最終報告 ] 中 府 災害対策 組 姿勢 災害

強 や 社会 構築 いう言葉 用い 論文 述 い や 社会

概念 社会 構築 課 防災 策 原則 的 組

い 情報活用 要性 い 言 角

国 組指針 記載 い 防災対策推 検討会議配 防災情報

活用 筆者 属

う 東 大震災 国 災害 対 組 大 変 や 社会

実現 総 的 防災力 組 い

自治体 源 防災 防災 え対策 実施

い 多 あ 社会 整備 併 国 施策 対策 行

い 必要 あ

や 社会 実現 い 最 要 情報 活用 情報通信基盤

東日 大震災 い 甚大 被害 前述 巨大地震 限

い 災害 危機 い 情報 活用 妨 い 東日 大震災 教訓 元

NTT 等 通信会社 う 対策 行 い  

通信 ワ 対 広域災害 強い通信 ワ 作 早期復

旧手段 整備 交換局 要機能 地域 散や多 推進 い 例え

NTT ン 従来東京 間 基 網 西側 中央 東

側 3 あ 東日 大震災時 う 2 断絶 残 1 対応

遅 輻輳 大 故 あ 現在 3 4

増設 行 い 冗長 実現 い NTT 災害 危機時

人 密集地 通信 確保 通常 基地局 大 ン基地局 全国 104 箇

所設置 一般 基地局 半 数 100m 数 km 範 大 ン

基地局 半 7km 能 あ NTT 新 被害想定 対応

見直 全国 ワ 信頼性 再確 作業 行 い

あ NTT 設備情報 被災 復旧情報 共
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開 情報活用 中心 NTT 連携 強 行 い  

広域 長期間 停電 対 例え NTT 携 電 基地局

電源 従来 数時間 24 時間対応 設備 増強 2013 3 燃料電

池 用い 40 時間 運用 能 予定 あ NTT 各支店

大型電源車 増設 実施 従来 電 網 停電 電 局

給電 電 利用 網 停電 例え

電 局側 電源 動作 い 宅 側 停電 動作

宅 用 ONU や 持 数時間 動作

能 組 始 い  

 学校や 民館 地域救 点 早期通信確保 衛 無線通信 活

用 推進 NTT 無料貸出 用衛 携 電 増設 計 3000 配備

予定 あ NTT 機動性 優 衛 回線 利用 衛

ン 基地局 車載型 搬型 増設 非常用 ン ン

設備 100 間配備  

災害 情報流通手段 確保 通信 集中 輻輳対策 否情報

扱い 焦点 置 NTT KDDI 沖縄 電 ン

NTT 東日 NTT 西日 8 社 携 各社 災

害用伝言板 NTT 東西 災害用伝言板 web171 い 一括 否確

検索 全社一括検索 提供 2012 8 開始 携

会社間 一括検索 能 あ NTT 東西 連携 形 実現 あ

災直 社員や家族 否確 用 通信 輻輳 大 原因 あ

う 共 否確 う 機能 輻輳 抑え 期  

実 伝 十 行 い 存在や利用方

法 知 い人 現在 大多数 占 広報 伝活用 要 あ

NTT 災害用伝言板 Google ン ン

録 否情報 確 機能 実現 い 利用者 音声

ン 多様 い 対応 音声

災害用音声 NTT 2012 3 開始 通信各社

復旧 情報 開 迅 わ や い情報配信 言 い  

 災害時や復興時 役立 や ン 提供 通信各社 自治体

療機関 学校等 支援強 前 協定 結 連携 対応 実現

う い 例え NTT 従来 料 あ 2011 7

自治体 利用 無料 携 3 社 統一 様

利用 能 う検討 い 情報配

信 携 会社 対 操作 必要 い 1 回 操作 携 各

社 携 電 や ン 防災情報 報 う  
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 う 情報通信基盤 い 方面 災害 危機対応 検討

い 前 対策 100%通信 いう保証 い

実 あ 利用者側 通信断 前提 BCP 前 検討 や 対応

う日頃 訓練 あ  

第 節 い 述 番号 情報提供 ワ い

予 通常国会 い 法案 審議 あ

問 や領土問 問 噴出 最終的 廃案

税 社会保 いう国民 生活 国家 維持 国 わ 部 使

わ 共通 番号 あ や 社会 実現 維持 必要 あ 第 章

い 明 う 超高齢 社会 い 増え 療 や 護 用 増え 給付

対 無 国債 行 ば国家 破綻 活用

人 的確 情報 税や社会保 行い 公 公

社会 再構築 持 能 や 社会 実現 必要 あ

現状 法案 立 い 府 検討会議 足

来 長い時間 議論 あ 総務省 個人番号交

付 利用開始 施策実現 い 法案 整備 い 行 整備

追い い 能性 あ 個人番号 体的 あ 方や 行 設計方

針 様 明確 い い課 国 将

来 支え 要 社会 あ 入 延ば 許 い 利用

開始 法案 立 急 確 望

2.6  

章 や 社会 実現 支え 情報通信 情報通信 展

や 社会 実現 課 い 展望 い 述

新 情報通信 使う 国 自治体 民生活 う変 い

実現 将来 い 述 最 現 府 動 や 東

大震災 教訓 元 通信会社 対策等 い 考察

章 課 解決 目指 い 産官学連携 組

将来 述 や 社会 期実現 献 い

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]  

] 大 Ｎ 共 研究 や 社会 創造 経 企

] 大 Ｎ 共 研究 や 社会 試練 経

]

]
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]例えば Ｎ 東 術 力 現 役立 通信設備 電気通信 会

]

]山崎 管路設備 効活用 容管再生 術 Ｎ 術

]

]

]山崎 通信設備 地震時機能性評価 術 開 Ｎ 術

]

] 官 社会保 税番号大 概要

]

]阿部 活用 術 動 研究 組 術

]

] 府中央防災会議 巨大地震 被害想 い 第 報告

] 府中央防災会議 防災対策推 検討会議最終報告
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3 や 社会 支えや 社会 支えや 社会 支えや 社会 支え EMC対策 術対策 術対策 術対策 術 検討検討検討検討 

 

 章 情報通信 課 解決 例 常時 通信 集中

災害 機対応時 的確 情報 活用 実現 無線 や 無線

通信 電磁 生 い理想的 電磁環境 設計

開 目的 電磁環境 術 電磁界 用い 無線

地 配置設計 術 い 述

第 節 部 質 変え 電磁環境評価 用い

電磁環境 無線 通信特性 評価 電磁界 用い

無線 通信特性推 術 ] い 述

第 節 無線 電磁 無 最適 通信 実現 う 電界強 遅延

散 用い 御 要件 解析的 実 的 検討 結果 ] ]

い 述

第 節 建物用 建物構造入力 電磁界

用い 無線 通信特性 用い 無線

通信 能 計 種類 情報 表示 電波伝搬特性 通信特性 評価

電磁環境設計 ] い 述 最適 地 配置や

効率的 無線通信 能 環境 設計  

 

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]

]

]

]前 裕 高谷和宏 構 無線通信 対応 電磁環境設計 開 信学 報
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3.1 環境 無線環境 無線環境 無線環境 無線 LAN電波伝搬特性 通信性能 実 的検討電波伝搬特性 通信性能 実 的検討電波伝搬特性 通信性能 実 的検討電波伝搬特性 通信性能 実 的検討 

無線通信 環境 要因 影響 環境

複雑 影響 析方法 確立 い い 節 環境

2.4GHz-ISM 無線 LAN 電波伝搬特性 通信性能 関係 検討結 報告

々 目的 無線 LAN 理想的 環境 設計 ン 開

あ 検討 井 床 壁 変え 活用 4

環境 い 電波伝搬損失 遅延 散 測定 推定手法 確立

ン 手法 用い 計算 実施 誤 率

特性 様 環境 い 測定 結 明確 (1)

ン 手法 電波伝搬損失 実測値 5dB 遅延 散 実測値 10ns

精度 推定 能 あ (2)壁面 射波 大 混信 引 起 例え 壁

高 射率 料 構 場 中心線 30% 0.0

あ (3) 誤 率 遅延 散 密接 関係 あ

置 数 ン 手法 計算 遅延 散 基 方法

推定 能 あ 実測値 差 10% あ 結 2.4GHz-ISM 無線

LAN 対 理想的 環境 設計 利用 明確  

 

3.1.1  

 現在 無線 LAN や 電 多 無線通信 多 使用

い 無線通信 大規模 複雑 場 電磁 生

能性 あ [1] [2]  

電磁 検討 中 電子 ン

要電波 無線 及 影響 検討 含 い [3] [4] 電磁 改善

ン 改善[5]や信号処理 改善[6] 検討 い

方法 電磁 減 適 建築 料 選択 適 置

設置 方法 存在 電波伝搬特性 無線 性能 検討結

報告 い [7] 特 2.4GHz ISM 無線 LAN[8] [9] 無線 LAN 略

対 建築 料 適 置 設置 効 報告 い 無線 LAN 扱い

簡 普及 加 い 環境 無線 LAN 性能 十 理解

環境 無線 LAN 設計 必要 あ 現状 関係 十

明確 い い  

特定 環境 電波伝搬特性 無線 LAN 性能 関係 検討 検討

行 い 効 あ 一般的 電子機器

要電波 無線通信 電波 電波 存在 細 検討

困 あ 実 い 建築 料 使 電波伝搬

特性 関係 検討 困 あ 構造 複雑 傾向 あ
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測定結 推定値 比較 い 電波暗 様 性能

持 典型的 環境 模擬 簡素 構造 電波伝搬特性 計算

能 実験環境 必要 あ  

環境 電波伝搬特性 無線 LAN 性能 い 評価

結 述 目的 無線 LAN 対 理想的 環境 設計

ン 開 あ 検討 建築 料 変え 外

要電波 侵入 い 活用 壁 床 変え 4 環境

電波伝搬損失 遅延 散 測定 電波伝搬特性 ン

手法 用い 計算 行い 推定手法 効性 検証 無線 LAN 性能 環

境 関係 明確 無線 LAN 特性 誤 率 BER 特性

測定 遅延 散特性 計算結 無線 LAN 特性 推定

方法 い 明確  

 

3.1.2 構造構造構造構造 

 検討 建築 料 簡 変え 3-1-1 構築 活用

電波伝搬特性 計算 能 う 簡 構造体 実験

使用 周波数 様 要電磁波 外部 侵入 防 外部 電

波吸 体 完全 覆 電波吸 体 1.5GHz 周波数 い 20dB 電

波吸 特性 持 使用 縦 5.3m 横 10m 高 2.8m あ

金属 備え い 床 井 壁 質 簡 変え 床 変更

約 時間 壁 井 質変更 約４時間  

 

 

3-1-1 構造 

Fig. 3-1-1 Structure of booth used for measurement. 
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 検討 置い 表 3-1- 示 う 質 変 ４ 環境 構築

井 0.9m 四方 厚 2cm 岩綿製 吸音板 構 固定 床

0.5m 四方 金属 非金属板 構 壁 日 典型的 様

あ 0.5m 間隔 鋼鉄製 梁 石膏 両側 使用

う一 日 典型的 様 あ 金属壁 模擬 石膏

表面 金属板 壁 使用  

 

表 3-1-1 使用 4 環境 

Table 3-1-1 Building materials for indoor environment 1 through 4. 

 
 

 

3.1.3 電波伝搬特性電波伝搬特性電波伝搬特性電波伝搬特性 

3.1.3.1 測 方法測 方法測 方法測 方法 

3-1-2 ４ 環境 無線 LAN 電波伝搬特性 測定系 示 送 信

ン 実 無線 LAN 使用 い ン 使用

送信 ン 中心線 y=2.605m 壁 1m x=1m 置 設置

信 ン 中心線 2cm 間隔 移動 能 ン ワ 設置 x=2m

8m 間 移動 送 信 ン 中心線 設置 理 中心線

射波 最 強 あ ン ワ 用い ン

接 PC 制御 送 信 ン 高 1m 電波伝搬損失

遅延 時 測定 測定器 ワ 使用
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3-1-2 無線 LAN 電波伝搬特性 測定系 

Fig. 3-1-2 Setup for measuring propagation characteristics. 

 

 

3.1.3.2 計算計算計算計算方法方法方法方法 

 電波伝搬特性 計算 幾何 学 基 ン 効 あ

ン ン 手法 用い ン 使用 電波伝搬特

性 計算 [10] [11] 手法 実 環境 電磁環境

ン う 複雑 環境 計算 行う  

 手法 線 信源 送信間隔α 全方向 送信 α 計算精度 計算時

間 関係 通常α ≤ 1°
設定 [11] 検討 α = 0.2°

設定 検討

信球[11] 信 ン 置 用い 信球 通過 線 信 線

扱う あ 信球 半 α�/√3 設定 [11] l 送 信点間

距 計算 い 送 信 ン ン ン 利得 測定

値 使用  

 建築 料 屈 率� 電波暗 い ワ ン機

能 用い 実測 2.484GHz 値 使用 [12] 屈 率 線 料 自

空間 入射 対 � = √μ�ε� 定義 μ� 比透磁率 あ ε� 比誘

電率 あ 屈 率 実数部 射波 透過波 振幅 影響 虚数部

相 影響 使用 全 建築 料 均一 屈 率 持 坦 表面 持

仮定 入射角度 屈 率 変 考慮 井 用い 岩綿

製 吸音板 屈 率 1.7-j0.2 壁面 石膏 屈 率 1.9-j0.2

非金属 床 砂 軽石 繊維 屈 率 2.8-j0.2 金

属 床 金属壁 完全 体 扱  
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3.1.3.3 電波伝搬損失電波伝搬損失電波伝搬損失電波伝搬損失 

 4 環境 電波伝搬損失 測定値 計算値 3-1-3 3-1-6 示 電波伝

搬損失 環境 1 x=2m 置 値 規 い

送 信 ン 間 距 逆比例 線 x=2m 測定値 わ 無線

LAN 基地局 ン 一般的 垂直偏波 使用 多い

垂直偏波 評価 無線 LAN 使用 い 直接 散方式(DSSS)

使用周波数 (2.471 2.497GHz) 均電力 要 [13] [14] 電

波伝搬損失 変 使用周波数 中 一周波数 対 電波伝搬損失

環境 関係 評価 困 あ 均電力 評価 あ

使用周波数 401 周波数 割 均電波伝搬損失 使用  

  

3-1-3 環境 1 対 電波伝搬特性    3-1-4 環境 2 対 電波伝搬特性 

Fig.3-1-3 Transmission loss for env. 1.      Fig. 3-1-4 Transmission loss for env. 2. 

 

 

  

3-1-5 環境 3 対 電波伝搬特性    3-1-6 環境 4 対 電波伝搬特性 

Fig.3-1-5 Transmission loss for env. 3.      Fig. 3-1-6 Transmission loss for env. 4. 
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 3-1-3, 3-1-4 示 環境 1 2 非金属壁 場 電波伝搬損失 距 比

例 減少 い 一方 3-1-5, 3-1-6 示 環境 3 4 金属壁 場 x=6.5m

付近 電波伝搬損失 概 距 比例 減少 降 減少

い 結 壁 高 射係数 質 い 場 壁面

射波 強い 中心線 x>6.5m 置 電界強度

あ いう 環境 1 2 非金属壁 場 電界強度 x=2 8m

置 あ 環境 3 4 金属壁 場 電界強度 非金属壁 場

全体的 強 い 特 環境 4 x=2m 置 電界強度 環境 1

比較 約 4dB 強 い x=8m 約 8dB 強 い  

 環境 い 計算結 測定結 5dB 一致 い

ン 手法 伝搬伝搬損失 推定 能 あ いう わ

 

 

3.1.3.4 遅延遅延遅延遅延  

 外 電波伝搬特性 関 研究 い 電力遅延 無線

性能 密接 関係 い 示 い [15] 環境 1 3 対

ン 手法 用い 計算 電力遅延 3-1-7 3-1-8 示 環境

1 3 い 壁 質 い あ 遅延 中心

x=5m y=2.605m z=1m 置 計算 い 縦軸 相対電力

横軸 遅延時間 示 τ=0 線 直接波 到 時間 あ  

 

 
3-1-7 環境 1 対 電力遅延  3-1-8 環境 3 対 電力遅延  

Fig.3-1-7 Calculated rms delay profile for env.1 at x=5m. Fig. 3-1-8 Calculated rms delay profile for env. 3 at x=5m. 

 

 

 3-1-7 3-1-8 示 う 床 井あ い 壁 1 回 射 線 直接波 到

着 10ns 到 い 直接波 1 回床 射波 伝搬距 差 0.47m

一回 井 射波 距 差 1.38m x=0m 壁 1 回 射波 距 差 2m y=0m
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5.3m 壁 1 回 射波 距 差 2.64m あ 対応

遅延時間τ 1.6 4.6 6.7 8.8ns 直接波 省い 最 高

い 信電力 ベ 壁 射波 あ わ 遅延

比 環境 1 う い 射係数 壁 使用 い 場 強

い 射波 強度 急 弱 対 環境 3 う 高い 射係数 壁 使用

場 射波 強度 弱 い 明確 示 垂直偏波

対 高い 射係数 壁 射波 減衰 い あ

3-1-7 環境 1 均遅延 4.9ns あ RMS RootMean Square： 乗 均

遅延 散 10.3ns あ 対 3-1-8 環境 3 均遅延 24.6ns RMS

遅延 散 39.6ns あ 値 壁 射波 影響 い 明確 表

い  

 rms 遅延 散 電力遅延 評価 い 要 あ [15]

3-1-9 4 環境 対 RMS 遅延 散 測定値 計算値 示 測定 い 遅延

500ns 測定 遅延 散 測定系 -40dB 評価

い 縦軸 RMS 遅延 散 あ 横軸 信 ン 置 あ

遅延 散 壁 い 大 変 い わ 種類 壁

対 x=2～8m 間 遅延 散 均差 環境 1 3 環境 2 4 比較

約 40ns あ 一方 床 い 対 遅延 散 均差 環境 1 2 環境 3

4 比較 10ns あ 環境 3 遅延 散 最 高い値 あ

結 4 環境 対 伝搬損失 差 約 8dB あ 対

遅延 散 差 約 40ns あ 遅延 散 伝搬損失 電波伝搬特性 環境

関係 示 効 指標 あ いう  

 計算値 測定値 差 全 い 約 10ns あ 前節 い

述 う 伝搬損失 計算値 測定値 差 5dB 一致 伝

搬損失や遅延 散 表現 伝搬伝搬特性 ン 手法 推定 能

あ いう  
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3-1-9 4 環境 対 RMS 遅延 散 

Fig. 3-1-9 RMS delay spread for env. 1 through 4. 

 

 

3.1.4 無線無線無線無線 LAN性能性能性能性能 

3.1.4.1 測 方法測 方法測 方法測 方法 

」-1-10 「.4，－川-IS２ 無線 １AN 性能 関 測定系 示 」-1-10医ぐ)

特性 測定系 示 」-1-10医継) B道R 特性 測定系 示 特性

測定 置い 実 商用無線 １AN 使用 測定系 標準的 ）SSS

直接 散方式 変調 用い 日 使用周波数 お里が お重が 「.471

～「.4重7，－川 あ 中心周波数 「.4里4，－川 散 域幅 「6２－川 あ 使用

転送 度 「２継た囲 あ 測定 5２B

＋TP 用い 親機医（S) 子機医PS) 送信 測定 B道R 特性 測定

い 商用 無線 １AN 測定 困 あ 々 開 ）SSS

使用 及 B道R 特性 測定 方 い 実 無線 １AN

使用 い 垂直偏波 ン 送 信 ン 利用

ン 」-1-「 示 電波伝搬特性 測定系 様 置 設置  
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」-1-10 無線 １AN 性能 測定系 

＋じざ. 」-1-10 Sご図つた さぞ三 mごぐ囲つ三じそざ たご三さぞ三mぐそ続ご ぞさ 与じ三ごせご囲囲 １AN. 

 

 

 

」-1-11 特性 測定値   

＋じざ. 」-1-11 Tし三ぞつざしたつ図 続しぐ三ぐ続図ご三じ囲図じ続囲 ぞさ 与じ三ごせご囲囲 １AN さぞ三 ごそ不. 1 図し三ぞつざし 4. 

 

 

    

」-1-1「 環境 」 特性 信 置 関係 

＋じざ 」-1-1「 Tし三ぞつざしたつ図 続しぐ三ぐ続図ご三じ囲図じ続囲 ぐ図 ごぐ続し 三ご続ごじ不じそざ たぞ囲じ図じぞそ さぞ三 ごそ不. 」. 
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3.1.4.2 特性特性特性特性 

 3-1-11 特性 測定値 示 CS PS ン

え 軸 直接接 場 値 規 い 縦軸 x=2～8m

間 い 横軸 示 値 信 置 割 示 い 環

境 1,2 い 値 あ 信 置 約 95% 1.0

い 環境 3,4 い 通信 良好 あ 置 明確 差 出 い

環境 3 約 35% 置 い 1.0 あ 約 60% 置

0.0 あ 環境 4 約 60% 置 1.0 あ

約 30% 置 0.0 あ  

 最 特性 悪い環境 3 特性 信 置 関係

3-1-12 示 縦軸 規 あ 横軸 信 置 示

x=2.4m 置 1.0 あ 中央 x=5m 付近 い

0.0 置 数 cm 間隔 0.0 1.0 い 結

極端 特性 持 壁面 金属板 う 射係数 高い 料 構 場

数 cm 間隔 値 変 わ  

 結 部 質 適 選択 無線 LAN 置

い 良好 効率的 動作 能 いう 石膏

う 射係数 質 壁 場 良い 特性 金属

う 高 射係数 質 壁 場 大

0.0 置 割 非金属 床 場 金属床 場 少 想

定 結 壁 射波 最 強 中心線 沿

信 ン 設置 金属床 強い 射波 幾 弱 考

え  

 

3.1.4.3 BER特性特性特性特性 

 BER 特性 測定値 3-1-13 示 い 縦軸 x=2～8m 間 い 横

軸 示 BER 値 信 置 割 示 い 環境 1,2 BER 概

10-5
～10-3

間 環境 3,4 BER 概 10-3
～10-2

間 い

環境 3 い BER 10-2
周辺 い 結

環境 1 結 環境 2 場 様 あ 環境 3 結 環境 4

結 一緒 あ BER 変動 変動 様 傾向

あ いう  

 3-1-14 全 環境 対 BER 関係 示 BER

一 置 測定 値 い BER 対

均値 わ 示 い BER 値 10-4
～10-2

間 変

BER 10-4
時 1.0 い 均値 BER
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10-3
減少 わ  

 

 

3-1-13  BER 特性 測定値 

Fig. 3-1-13 BER characteristics of DSSS system for env. 1 through 4. 

 

3-1-14  BER 関係 

Fig. 3-1-14 Throughput and BER characteristics for env. 1 through 4. 

 

 

 

3.1.5 無線無線無線無線 LAN 性能性能性能性能評価評価評価評価 

 遅延 散 BER 計算値 測定値 用い 推定

測定値 比較 結 い 述  

 四 相偏移変調(QPSK)方式 信号変調 対 均既約 BER �� 遅延 散��
関係 周期�� 対 う 書 [15]  
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�� = 10��.�� � !�"#"$%&'.(�%
        (3-1-1) 

 

 測定 使用 無線 ベ ン 変調 差動 QPSK(DQPSK)方式

使用 Mbps 転送 度 周期 500ns あ 遅延

散 計算値 測定値 得 QPSK DQPSK 間 い い あ

無線 LAN 均既約 BER 式(3-1-1) 推定 �� 推定

3-1-14 示 測定値 用い 計算  

 3-1-14 示 う 均 BER 10-3
減少

3-1-12 示 う 0.0 1.0 いう極端 特性 持 い

) BER 測定値 均既約 BER 等 い う 仮

定  

 

) = *1,   �� ≤ 10&�
0,   �� > 10&� .   (3-1-2) 

 

 3-1-15 式(3-1-1) (3-1-2) 用い 推定 測定値

共 示 3-1-9 示 遅延 散 測定値 計算値 用い 推定

い 縦軸 3-1-11 様 x=2～8m 間 い 横軸 示

値 信 置 割 示 い 推定値 全

い 10% 置数 誤差 測定値 一致 い 結 遅延 散 用い

手法 無線LAN 特性 推定 能 あ いう  

 無線 LAN BER 壁 高 射係数 料 構 い 場

数 cm 間隔 大 変 個 置 い 特性 確 推

定 困 あ 手法 用い あ 満

足 置 割 推定 能  
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3-1-15 推定値 測定値 

Fig. 3-1-15 Meadured and estimated throughput characteristics of wireless LAN for env. 1 through 4. 

 

 

3.1.6 結論結論結論結論 

 論文 一般的 日 環境 い 動作 2.4GHz-ISM 無線

電波伝搬特性 性能 い 検討 結 報告 検討 い 井

床 壁 質 変え 利用 測定結 ン 手法

用い 計算値 比較 結 目 明確  

(1) 環境 い 電波伝搬損失 計算値 測定値 約 5dB 一致 遅延

散 計算値 測定値 10ns 一致 電波伝搬特性 ン

手法 推定 能 あ  

(2)壁 高 射係数 質 構 場 BER 特性 悪

中心線 30% 置 い 0.0  

(3)部 構 料 依存 BER 10-4
～10-2

間 大 変

BER 10-4
場 1.0 特 BER 10-3

始  

(4)あ 到 置 割 ン 手法 用い 計算 遅

延 散 値 用い 10% 誤差 推定 能 あ  

 計算結 測定結 一致 論文 述 手法 用い 無線 LAN

効率的 使用 環境 ン 能 いう

実 環境 無線 LAN 設計 手法 適用 手法

効性 明確 い 予定 あ  
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3.2 電波吸 付 利用 無線電波吸 付 利用 無線電波吸 付 利用 無線電波吸 付 利用 無線 LAN 御御御御

要件要件要件要件検討検討検討検討 

無線通信 士 効率的 機能 電磁環境 御 必

要 あ 々 無線 電磁 最適 通信 実現 う

電界強 遅延 用い 御 要件 解析的 実 的

検討 検討 い 種類 壁 料 種類 高 用い 室

環境 使用 机 周 配置 側 電磁波吸 体 机 部 設置

解析的手法 法 使用 伝搬損失 遅延 計算

実測 効性 確 御 要件 明確

特性 環境 測 結果 電波吸 体付

御 検証 い 遅延 信

信号 あ 必要 あ わ 手法 遅延

実測値 信信号 精 計算 確

手法 用い 無線 電磁 機能

室 環境 置 設計 わ

3.2.1  

近 波 使用 無線通信 多 使用 い

域無線 ] ] 電 あ

環境 大規模 複雑 電磁 生 あ ] ]

えば 無線 足 間衝突 能性 あ 強い 射波

生 能性 あ 無線通信 効 機能 室

電磁環境 御 必要 あ

改善 ]や信号処理 ] 無線 御

方法 あ う 方法 適 建築 料 使用 適 置 設置 あ ]

] 無線 簡 利用 う

無指 性 使用 い 改善 効果的 言い

適 建築 料 使用 設置 置 調整 う 良い 言う

環境 い 無線 電波伝搬特性

検討 い ] 複雑 環境 検討

御方法 い 検討 い い い 種類 電磁波吸 体

電磁環境 御方法 い 検討 い ] 適 建築 料 使

用 設置 置 調整 御 要件等 い 明確

い い

々 直接 散方式 使用 無

線 御 要件 い 解析的 実 的 検討
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御 電波吸 体 使用 無線 機器

付 机 周 設置 電波吸 体 机 部 種類 壁 料

種類 高 組 わ 種類 環境 い 伝搬損失 遅延

測 評価 手法 用い 伝搬損失 遅延 計算 行い

環境 計算手法 効性 確 般的 無線

誤 率 測 御 幾 要件 明確 最

々 要件 い 実測値 比較

3.2.2 室 環境 構室 環境 構室 環境 構室 環境 構  

検討 用い 室 環境 構 示 検討 使用 周波数 周波数

電波 部 侵入 防 部 ] 部 完全 電磁吸 体 い

電波吸 体 部 部 電波 漏洩 防 部 大 長 幅

高 あ 床 い 般的 大

金属板 × × 構 井 最 般的

製 吸音 × × 構 壁 般的 厚

金属板 電磁吸 体 表面 並 金属板 電波吸 体 部 側 あ

部 井 蛍 灯 金属製 扉 備え い

室 環境 構

部 中 個 机 椅子 設置 机 周 設置 机 厚

構 椅子 部品 構 い 示

う 型的 模擬 部 中 個 机 対照的
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配置

電磁波吸 ] 示 う 表面

異 構造 使用 般的 机 周 設

置 中 最 い あ

最 高い あ 厚 木製

部品 作 い 電波吸 机 周 側 表面

設置 机 端 設置 電波吸 酸

粉 作 電波吸 性能 約 あ 電波吸

厚 あ 背面 厚 あ

無線 子 机 床

置 対称 配置 無線 親機 床 高 い 部

中心線 壁 縦壁 置 参照 配置

実 無線 様 垂直偏波 長

あ 般的 利用例 井 置

う直接波 電波吸 出来 い 電波吸 付

電波吸 性能 大幅 減少 検討 高 棚

配置 模擬 高

電波吸 構

検討

電波吸 壁

電波吸 壁

金属壁

金属壁

環境 設 示 う 予

置 影 入 置 設
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直接波 信

直接波 信 あ 検討

環境 前 想 最適 通信 実現 要件検証 使用

3.2.3 伝搬伝搬特性伝搬伝搬特性伝搬伝搬特性伝搬伝搬特性 

伝搬損失 信信号 評価 要 あ 乗 均 方 遅

延 無線通信 直接 連 い 要 あ ] ]

電波伝搬特性 伝搬損失 遅延 評価

3.2.3.1 測 法測 法測 法測 法 

線 示 う ワ 部 設置

床 敷設 軸 用い 接 各 間

伝搬損失 遅延 測 規 い 無線 ] 周波数

範 周波数 い 均伝搬損失 評価 直接

散方式 無線 周波数 域 均 信信号 要 あ

あ ] ] 均伝搬損失 L dB 式 義

2 = 20 log 5∑ �'789 :;⁄ =>9?@ A
B        

En dB ワ 測 あ n あ

遅延 限 測 遅延

評価 遅延 う 義

) =  EF 7G&H=:�7G=�G"@";
F �7G=�G"@";

E
�/I

        

p t 電力遅延 あ t0 p t 超え 最 い時間 あ

t1 p t 最 時間 あ 均遅延時間 D ns
義



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

68 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

N =
F �O5�AP��1�0
F O5�AP��1�0

       

3.2.3.2 計算方法計算方法計算方法計算方法 

伝搬損失 遅延 幾何 学 手法 用い 計

算 ] ] ] 計算 い 角 間隔 設 α 信球 半 αl √
l 信 信 距 あ ] 信

利得 い 実測値 使用 計算 遅延 束 確 回

射 計算

計算 い 井 屈 率 n j ] 屈 率 n 自 空

間 線 料 比 過率μ 比誘電率ε 入射 対 � = √μ�ε� 義

射 数 実測値 使用 床 壁 机 使用 金属板 い

あ 付 電波吸 射 数 い 壁面

電波吸 体 い あ

3.2.3.3 伝搬損失伝搬損失伝搬損失伝搬損失 

環境 い 測 伝搬損失 示 い 軸

置 参照 示 縦軸 環境 置 伝搬損失

規 伝搬損失 示 い

電波伝搬損失 測 値 電波伝搬損失 計算値
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対 対称 置 設

置 い わ 伝搬損失 数 異 い

机 完全 対称 置 設置 困 あ

電波吸 壁 使用 環境 い 壁 射波 い 伝搬損失

約 あ 約 あ 伝搬

損失 少 減衰特性 持 い 推 環境 間

差 い 特 明確 伝搬損失 直接波

到 環境 い 約 影領域 環境 い 約

伝搬損失

伝搬損失 大 い わ

金属壁 使用 環境 伝搬損失 い 大

影領域 あ わ 金属壁 強い 射波 影響 伝搬損失

あ

結果 壁 電波吸 壁 う 射 数 料 作 い 電波吸

付 効果的 伝搬損失 御 壁 射波

強い 効果的 い いう わ

環境 値 規 伝搬損失 計算結果 示 計算

結果 全 い 測 結果 環境 伝搬損失

差 傾 実測値 い 対 伝搬損失 実測値 差

環境 い 大 い 置 信球 半

実 長 長い 環境 計算値

超え 直接波 信 あ 伝搬損失 差 環境

い 非常 い 計算 信球 半 約 あ

多 壁 井 回 射波 信 考え

遅延 測 値 遅延 計算値
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3.2.3.4 遅延遅延遅延遅延  

環境 い 測 遅延 示 い 軸

置 あ 縦軸 遅延 あ 遅延 壁 種類

大 変 わ 環境 遅延 置

い 環境 遅延 い

わ 環境 い い 遅延 差

い 遅延 遅延 大

い わ

遅延 計算結果 示 環境 対 遅延 差 測

結果 い わ 計算値 測 値 差 最大 あ い

両者 差 概 あ 結果 般的 環境 電波伝搬特

性 あ 伝搬損失 遅延 手法 用い 十 精 計算 能 あ

いう

3.2.4 無線無線無線無線 LAN  

3.2.4.1 測 方法測 方法測 方法測 方法 

特性 測 系 示 測 直接 散方式

販 無線 使用 各 用い 接

机 設置 ワ 接

部 部 設置 軸 用い 体 接

軸 用い 各 体 接 共 垂直偏波

使用 電波伝搬特性 測 置 設置

転 用い 測

信

特性 測 系
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特性 測 系

特性 測 系 示 販 無線 使 測 困 あ

再現 ワ

測 測 周波数 設 測 信号 生

器 使用 使用

あ 特性 測 置 設置 伝

使用 測

3.2.4.2 特性特性特性特性 

表 測 特性 示 無線

～ ～ 時 通信 い 各 測 結果 あ
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表 特性 測 結果

測 間 直接 軸 接

値 規 あ 測 い 各

あ

理想的

表 示 結果 各 置 理想的 偏差 算出

測 い 前 挿入 信電力 調整

測 環境 御 いう目的 対 無線 射電界 距 近

あ 強い 環境 置 信信号 う設

表 示 う 環境 い 高い領域

約 あ

あ 無線 信信号 般的

必要 い ] 示 う 間

伝搬損失 偏差 約 あ 信信号

無線 信限界 あ あ 環境

～ い 高い領域 明確

あ い あ

時 信信号 あ

環境 い 高い領域

あ 置 あ
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明 信信号 あ

環境 高 強い 射波 数 減少 考え

対照的 環境 金属壁 置 対 統 性 い結

果 射波 非常 強い 遅延 大 あ あ 置

置 全

置 信信号 い 結果

え 信信号 あ 遅延 超え い 環境

い 無線 時通信 困 あ わ 壁面 高 射

数 料 作 い 御 困 あ

特性 測 値

3.2.4.3 BER特性特性特性特性 

測 測 様 条件 測 比較 必要 あ

測 様 信電力 調整 環境 信信号

環境 ～ 各 置 い 測 特性 示

測 時間 い 生

∞

い

簡素 表示 い

壁面 射率 料 構 い 環境

あ

あ 特 環境 環境

時 あ 結果 電波伝搬特性

結果 信信号 時 遅延 あ
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わ

壁面 高 射率 料 構 い 環境 置

特性 電波伝搬特性 結果 比較 遅延

時 信信号 あ 無線

時通信 困 あ わ

推 結果 測 結果

3.2.5 推推推推  

結果 無線 特性 主 信信号 遅

延 規 わ 手法 使用

信信号 遅延 精 推 無

線 手法 推 あ

環境 条件 推 示 信

信号 遅延 領域 推 使用

信電力 特性 特性 測 使用 信信号 遅

延 推 高 い 間隔 実施

示 う 明確 前述 う

明確 い わ 領域

周辺 机 や 置 机 壁 間

混 い わ

測 示 測 推 様 条件

測 領域 設

領域 周辺 い い い

周辺 い 幾 穴 開い い

明確 い わ 比較 推 結果 測 結果

い わ
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結果 電波吸 付 使用 無線

効果的 御出来 わ 手法

推 能 あ いう 環境 対 無線 最適

設置 置設計 能

3.2.6 結論結論結論結論 

論文 無線 択 い 十 性能 通信

う 電界強 遅延 御 要件 い 実 的 解析的 検討

検討 机 周 電波吸 付 配置 環境 使用

検討 結果 電波吸 付

信電界強 あ 遅延 あ 必要

あ わ 手法 計算 伝搬損失 遅延

精 実測値 手法 推

能 あ わ 環境 い ｚ 無線 十 性

能 通信 う 手法 用い 無線 親 子 最適

設置 置 設計 能 あ

検討 ～ 間 遅延 対 無線 性能 調

体的 程 大 遅延 御 影響

検討 実 大規模 程 電波吸 特性

御 必要 いう い 検討 予 あ

参考参考参考参考文献文献文献文献        
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]

]

]

]

]

]
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3.3 構 無線 対応 電磁環境設計 開構 無線 対応 電磁環境設計 開構 無線 対応 電磁環境設計 開構 無線 対応 電磁環境設計 開  

3.3.1 ええええ  

近 無線 ] ]や 業 ] 構 無線 い

い う 周波数 域 使用 無線機器 接近

配置 う 無線電波 転 効率 悪 電

いう通信故 懸念 無線 設置 必要

応 最適 数 地 最適 置 配置 削減 通信故 回避

望 い 近 設計 使用 設計段 考慮 必

須 あ 高 伴い十 確保 困

傾 あ 電気配管 時 配管 行う 建設 経 性 観

要 い

構 無線 対 地 配置 設計方法 建築 面 地 中心

任意半 書 幾 う 配置 配置 置 決 いう方法 最

多 使用 い 複雑 構造 持 地 最適 数 配置 決

現状 方法 困 あ 現状 設計方法 電波実測 組 わ 人力 設計 行う

方法 多 行わ い 地 配置や通信 要望 多い

あ 軟 対応 困 多い 用い 最

適 地 配置 設計 方法 必要 設計 稼働 時間 削減

要 い 近 無線 高周波数 わ 電波 建 過

傾 あ 用い 厳密 設計 益々 要

い 構 や宅 対象 無線 や 業 公衆 対象

や携 電 等 通信 異 通信 販売 運用 各利用者

行 い 近隣 電磁環境 含 総 的 通信品質 管理 い い 多

い う 無線 快適 動作 問 種 電磁環境問

考え

う 背 検討 無線 業

対応 電磁環境設計 い 述 無線電波 等 電磁

環境や建 電波伝搬 対 影響等 総 的 評価

あ 電波伝搬特性 通信特性 評価 最適 地 配置

や効率的 無線通信 能 構 環境 提供 構 い

明 実 設計 例 い 紹

    

3.3.2 電磁環境設計 構電磁環境設計 構電磁環境設計 構電磁環境設計 構  

電磁環境設計 構 示 入力部 解析部 出力部

構 入力部 無線 設置 建物 無線

地 端 配置 無線 種類 各種計算条件 設 解析部
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用い 電波伝搬 ] ]

用い 無線 通信特性 ] ] 行う 出力部

結果 用い 通信 能 等 計 種類 情報 表示 入力部 解析部

い 概

電磁環境設計 構

3.3.2.1 入力部入力部入力部入力部 

入力部 建物 地 端 配置 無線 種類 各種計算条件 設

建物 壁 井 床 建 元 標 厚 質 情報 入力

必要 あ 建築 面 建築

社 利用 入力 用 い

建築 面 ] 電子 い

直接 込 使用 但 現状 元 面 あ
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絵 元 必要 あ 元 壁 作製

壁 対 任意 高 情報 予 設 簡 元 作製 出

来 う い あ 各壁 対 個 質 厚 設 高 再設 等 行う 床

井 途設 電子 面 物 い

電子 絵 様 方法 元建物 作製

良 使用 い 鉄筋 岩綿吸音板 金属

等 種類 建 電気的特性 い

各建 比複素屈 率等 構 偏波 入斜角 対 各建 射 数 過

数 計算 出来 比複素屈 率 電波暗室 法 ] 使用 実測

出 あ

種類 建 中 電波吸 体や 含 い

法 使用 実測 角 特性 伴う 射減衰 過損失 い

電波吸 体や 用い 設計 能 あ 簡

設計や 要 射波 削減 無線通信品質 改善 行う 電磁環境設計 利用 能

あ 電波吸 体や 電気的特性 変

設計 能 無線 無線 業

あ 但 無線 現状 伝 対応 い

委員会 標準 伝

対応 予 あ 種類 各種無線 使用 い

設 能 あ 実測 実 射 使用

設 能 あ

対 射 販品 値 用 い

無線 全 周波数 使用 複数

無線 近接 使用 生 通信特性 劣 多い ]

無線 組 わ 設計 能 方 対象無線

方 無線 設 設計 出来 う い 但 無線

各機種 特性等 異 う 設計 各機種間 特性 実測値 利用

節 解析部 い 明

3.3.2.2 解析部解析部解析部解析部 

解析部 入力部 入力 電波伝搬特性 無線

通信特性 行う

    

3.3.2.2.1 電波伝搬特性電波伝搬特性電波伝搬特性電波伝搬特性  

電波伝搬特性 法 用い 電波

伝搬状態 元的 各 信 電界強 計算 入力
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建物 質 対 射 過 繰 返 電波 自動的 計算 い

電波伝搬特性 各 信 端子 時間軸 信電 計

算 主 電界強 遅延 散 評価 計算精 電磁環境評価

] 用い 確 実 い 確 結果

信球半 や 射角 等 計算 ] 最適 い

計算精 確 例 示 縦 高

い 示 置 井裏 業 地 配置 床 高

面 電界強 計算 実測 建物 面 示 い

建 鉄筋 あ 部 中 等 金属 構 い

信 使用 業 御 あ

評価 い 地 対 計算値 実測値

あ 建物 中央付近 地 設置 廊 電界強 距 特性 計算

値 実測値 あ 実測 用い 行 特性 電

波 統 う 実測値 示 い

傾 距 特性 計算値 実測値 良

程 差 出 い 概 範 両者 電界強 推

能 あ わ
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廊 電界強 距 特性

電界強 計算値 測 値

3.3.2.2.2 通信特性通信特性通信特性通信特性  

通信特性 入力部 設 無線 情報 電波伝搬特性

得 情報 無線 通信特性 評価 評価 当

無線 対応 用い 実 無線

作製 各種通信特性 解析 行う

対象 い 業 無線

作製 機種 異 択 ば解析 能 い
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計算用 例 示 中 無線

信機 あ 構 機種 変え

通信特性

既 業 種類 直接 散 方式無線 種類

周波数 方式 方式無線 い 解析 得 通信特性

実機 用い 精 確 計算 高 う 利用

各種通信特性 式 い 式 結果 い 明

通信特性 示 通信特性 電波伝搬

特性 得 信電 V7x,y,z= 遅延 散 D7x,y,z= い

誤 率 通信品質 要通信品質 対 通信 能

行う
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通信特性

通信特性 設計 指針 要通信品質 決 必要 あ 要通

信品質 評価尺 電界強 あ い 伝 等 あ 適用

方式無線 対象 い 明

無線 い 誤 生 原因 信電界強 足

遅延波 影響 波 影響等 考え 信強 信電 遅延波 影

響 遅延 散 波 周波数 域 周波数 方式無線 通信信

号 波 影響 希望波対 波電力比 比 評価 方法 い 明

値遅延検波 相変調 変調 用い 方式無線 誤 率 Pb 式

表 ]

�� = �TU
5�&�/√IAVT�TU  WXO � &5�&�/√IAVU

5�&�/√IAVT�TU%        

γ 比 Ｋ 常波 信電力 遅延波 均電力 比 あ

電界強 対 γ 通常 あ 信号電力 対 雑音電力密 Eb/N0 表

式 求
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Z[
B; = \]$

U^_∙Ba                  

V 信電 KBT 熱雑音電力 NF 信機 指数 Gp 処理利得 散率 表

式 Eb/N0 γ 式 入 信電 対 求

無線 半固 使用 多い 域 坦 変動 遅い

想 実効遅延 散 ] 対 等価的 比 γd 直接 散

処理利得 Gp 考慮 式 表 ]

f� = ]$
7ghij/_j=: ∑ 5_jk’7m_j=An9?on    7� ≠ 0=

σ 実効遅延 散 Ts 周期 h7t= 応答

表 式 等価 比γd 式 入 遅延 散 対

求

方 方式無線 波 波 対 比γi 式

表

fs = �
�/7Z[ B;⁄ =T �/7H/t=]$                    

式 式 入 波 求

う ～ 式 用い 各 信 各種 Pv Pd Pi 計算

解析 Pa7x,y,z= 波 い Pv Pd 和

波 Pi Pd 和 表 S7x,y,z= Pa い

求 文献 ] 示 い 方法 用い 計算 通信 能

A7x,y,z= あ 要通信品質 満足 求 推

例えば 要通信品質 ば Pa 満足 求 ば い

特 い 明 実 対象無線 数

式 異 無線方式 遅延 散 影響 考慮 必要 電界

強 評価 能 あ 方式 異 通信 能 電界強

値 要通信品質 用 ば い

3.3.3 設計例設計例設計例設計例 

用い 行 実 設計例 示 い 業

地 配置 設計 例 示 部 い 無線

地 配置 設計 例 示
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3.3.3.1 業 地 配置設計例業 地 配置設計例業 地 配置設計例業 地 配置設計例 

作製 建物 元 示 但 見 ワ

表示 い 建物 縦 高 あ 大 部 い

使用 い 建 鉄筋 あ 建物 面 最終的

決 地 配置 示 壁 厚 省略 表示 い 多少見辛い 面

い

地 配置 井裏 電気配管 近 必要 あ 約 多い

設計 手 配置 能 置 設計条件 考慮 地 配置

用い 各 地 電波 電界強 全 地 電波 電界強 信 能 地

数 全 地 対象 通信 能 等 確 電界強 弱い 等 あ ば

無 う 地 再配置 設計条件 全 満足 繰 返 え

条件 満足 う 評価 結果 最終的 示 地 配置 決

建物 元ワ
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建物 面 地 配置

設計 い 電界強 評価尺 用 業 要

遅延 散値 程 通常 遅延 影響 無い あ

各 地 電波 電界強 計算例 示 地 対 電界強

あ 評価周波数 い 立 い 状態

使用 考慮 床 高 電界強 評価 電界強 廊 沿 強

地 近傍 廊 沿い 部 中 比較的強い電界強 い 部

奥 強い電波 到 い わ う 建物 電波伝搬 複雑 あ 例

えば 地 中心 直 う 建 影響 考慮 い設計

大 問 あ わ

全 地 電波 対象 電界強 示 各 信 置 い

最大 電界強 値 表示 あ わ う 地 近傍 廊

強い電界強 部 部 比較的弱い電界強 い わ

部 い 程 電界強 十 通信 能

い

使用 能 数 評価 結果 示 文献 ] 規 い

業 第 電界強 評価 準 地 あ

信 能 数 評価 あ う 数 評価 要

対 設計等 能 わ う 最高 使用 能 あ

廊 置 使用 能 あ 部 中 使

用 能 い
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地 対 電界強

全 地 対象 電界強



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

88 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

使用 能 数

3.3.3.2 2.4GHｚ 無線ｚ 無線ｚ 無線ｚ 無線 LAN 地 配置設計例地 配置設計例地 配置設計例地 配置設計例 

方式 無線 地 配置設計例 示 建物 元ワ

示 建物 縦 高 あ 壁 鉄筋

あ 建物 部 壁 金属 構 い 建物 面 地 配置

示 い 目標 示 い 無線

使用 能 設計 行

建物 元ワ
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設計 手 前節 業 あ 但 評価尺

電界強 遅延 散

各 地 電波 電界強 計算例 示 地

示 評価 周波数 域 中心周波数

高 電界強 評価

い範 強い電波 い わ

地 対 遅延 散 示 濃淡 わ い い

電界強 様 形状 電界強 強い 置 遅延 散 い

値 い わ 地 遅延 散 大 値 い 電

波 全 到 い 置 遅延 散
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建物 面 地 配置

設計 手 前節 業 あ 但 評価尺

用 設計 行

各 地 電波 電界強 計算例 示 地

示 評価 周波数 域 中心周波数 あ 机 使用 考慮 床

高 電界強 評価 構造 大部 あ

い範 強い電波 い わ

対 遅延 散 示 濃淡 わ い い

電界強 様 形状 電界強 強い 置 遅延 散 い

わ 地 遅延 散 大 値 い 電

波 全 到 い 置 遅延 散 い

Resilient Society 

設計 手 前節 業 あ 但 評価尺

各 地 電波 電界強 計算例 示 地 電界強

あ 机 使用 考慮 床

構造 大部 あ

対 遅延 散 示 濃淡 わ い い

電界強 様 形状 電界強 強い 置 遅延 散 い

わ 地 遅延 散 大 値 い 電
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地 対 電界強

地 対 遅延 散

全 地 対象 電界強 示 大部 中

置 電界強 部 中

い 目標 い 置 十 電界強 い わ

最 電界強 遅延 散 評価尺 十 通信品質 通信 能

評価 結果 示 使用 無線 特 値 あ 電界
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強 遅延 散 評価

目標 全域 い 十 通信品質 通信 能 い わ

黒色 × 示 全域 通信 完全 能 わ 通信

遅 等何 影響 通信品質 現 恐 あ いう程 あ

全 地 対象 電界強

十 品質 持 通信 能 評価結果
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3.3.4  

報告 業 無線 対応 電磁環境設計 い

明 設計例 示 設計

組 わ 設計 建物 考慮 設計 設計 使用 能 あ

う 使用 要望 応 通信 効率的 実現

通信故 原因解析や対応策 検討等 容 電磁 や電波吸

体 用い 最大限 通信特性 無線 使用 設計 使用

能 あ

現状 業 無線 対応 い

作製 実機 使用 特性 等 行う 例えば 方式 無線

等 適用 能 適用範 大 行 い 予 あ

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]

] 電力 通信 無線 無線設備標準規格 団法人電波 開

] 第 世 電 団法人電波産業会

]

]

] 高谷和宏 前 裕 桑原伸 中 無線 異機種間 対 特性 実 的検

討 信学論

] 高谷和宏 前 裕 通信環境 散通信 対 保護

検討 信学 法

] 新 落 紀 経

] 波 波 測 術 橋 社

]
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4 地域地域地域地域 検討検討検討検討 

 

章 地域 崩壊 防 地域 活性 地域防災力

共 公 中心 組 い 述

第 節 冬 豪雪 民 立 経 あ 険性 残 山間

地 新潟 津 い 活用 自治体 民間 方 行 情報

地域情報 い 検討 結果 述

第 節 過疎 展 中山間地 島 比婆郡東城 い 学校 地域

高齢者 掲示板 地域 自然学習 用い 地域

活性 実現 要件 い 検討 結果 ] ] い 述

活性 地域活性 目指 検討 行

第 節 防災行 無線 表 自治体 民間 情報伝 手段 自治体職員

稼働 増 活用 い 明

自治体 岩見沢 い 評価 結果 ] ] い 述

 

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]

]前 裕 渡 琢美 島健治 伊東昌子 中山間地域 地域活性 目指 学校 地域 学習

構築 学会論文

]

] 前 防災情報通信 現状 情報活用 将来構想
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4.1 方 行 情報 用い方 行 情報 用い方 行 情報 用い方 行 情報 用い 地域情報地域情報地域情報地域情報 検討検討検討検討 

4.1.1  

新潟 津 新潟 最 端 置 面積 170.「里ずm

「

人 約 11,570 人医「007 4

) 65 歳 高齢 率 」5.7% 高齢 進 い あ 冬 期間 長

数 豪雪地 あ 方 夏 西 涼風 穏や 気候 い 津

集落 あ 秋山郷 豪雪 国 号線 間通行

集落 世 立 影響 生活物資 流通 食料や燃料 足 懸念

病院 通 い 高齢者 薬 足 心配 大 陸 自衛隊

救援活動 各世 薬や燃料 配 主 路 雪 人 集落

出 い状態 い 暮 高齢者 自宅 雪 十 電

部 連絡 立 状態

う 状況 え 冬 間 高齢者 人暮 等 立感 解消や 集落

い 病院 診療 津 役

活用 自治体 民間 方 情報 実証実 ]

] 行

体的

保健 療 福祉 情報

教育 文 情報

産業活動 情報

民生活 防災情報 情報

行 情報

情報 地域 利便性 全 心 快適 生活 産業 展

目的

4.1.2 前調査前調査前調査前調査 

実 対象 2 地 20 世 対 前 民 い物や通院 い

常生活 状況 自治体 行 情報入手状況 い 豪雪

立 対 民 考え方 対応等 い  

 

4.1.2.1 常生活常生活常生活常生活: い物 状況い物 状況い物 状況い物 状況 

高齢者 世 世 著 い 見 高齢者 世 い

習 着 い物 遠方 出 煩わ 感

間 程 津 出 い 人 殆 あ 自家用車 持 い高齢者 病院 診

療 い い物 い 朝集落 出 乗 津 出 津

時 乗 必要 あ 間 病院 診療 い物 必要 あ い

物 必然的 津 病院付近 店 農 う
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方 比較的 い家族 い 世 自家用車 積極的 い い

出 傾 見 千谷 十 飯山 主 出 あ い人

い 文 あ 繁 い物 出 い

移動販売 行わ い う あ あ 利用 い 人 最近 業者 あ 来 い

あ 生 注文宅配 車 中 回 被 者 中

利用 い 方 い

実 対象地 新聞 い い 店 特売情報 入手 機会

い 店 特売 情報 必要 聞い 情報 あ ば嬉 い わ わ 時間

燃料 特売品 い 出 い う あ

現状 い物 い 店舗 興味 あ 限 時間 中 い

新規 店 情報や店舗 欲 い いう意見 挙 い 必

交通機 や駐車 情報 必須 あ

4.1.2.2 常生活常生活常生活常生活: 通院通院通院通院 状況状況状況状況 

水曜 診療 称 わ 無料 運行 い 始

奥 地域 結東地域 民 奥 席 酔い う

わ わ 金 払 民営 利用 い 方 い 家族暮 高齢者

病院 家族 車 迎え い 家 多

津 病院 時半 付 い 診療 い い 積雪

路状況 悪 遅 い 時 付時間 間 う 感 乗車

い う あ

津 病院 休診情報 報無線 流 い 個人病院 い 情報 い 病

院 出 必 電 前確 い う あ

津 病院 利用 い 人 多 病院 情報 知 い いう要

望 目立 例えば 病院 診療 目 あ 生 い 門

情報 希望 多

病院 限 い 周辺地域 病院や 店 あ わ い

情報 い いう要望 あ 高齢者 検索 知

病院情報 提供 要望 あ

4.1.2.3 行 情報 入手行 情報 入手行 情報 入手行 情報 入手 

防災行 無線 報 利用 い い家 半数程 あ 機器自体 老朽

雑音 聞 状況 い う あ 結東地 用 無線機 設置 居

配信 聞 い や 作業中 人 聞 出来 大赤沢地 用

無線機 設置 い い 報無線 聞 い人 多 多 人 報無線 情

報 耳 傾 報無線 聞 い 宅 報無線情報 全 知
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配信 欲 い いう要望 多 挙 い 対 報無線 聞 え い 宅

報無線 情報 必要無い いう意見 挙 い

報無線 い 確 い 情報 付 通 あ

病院 担当 休診情報

路 路規 情報 運休情報 飯山線 運行 運休情報

積雪 行

高齢者や高齢者 い 宅 病院 休診情報 確 い 報 掲載

情報 確 い 路や交通機 情報 確 い 聞 あ 記

録 残 い 要望 あ 積雪情報 朝 時 聞 習

方 何人 中 記録 い 人 い 行 高齢者 確 い

い世 行 情報 身近 情報 あ 必要 感 い い人 い

4.1.2.4 豪雪時 立 い豪雪時 立 い豪雪時 立 い豪雪時 立 い  

秋 燃料や食料 備蓄 習 あ 間程 立 生活 うえ 問

い う あ 雪 家 労 う 近 手伝う余裕 い

玄 路 出 労 状況 あ 近 士 あ わ

出来 い あ 回 尋 集落 う 大

多 高齢者 方 答え 集落 強い心 あ 豪雪時 う

人 会え い 番 う あ

秋山郷 人 路規 突然 困 う あ 路規

前 何時間 規 いう 知 い 実 要望 あ い

規 何時間 規 解 いう見込 情報 伝わ 知

い 状態 い 路 状態 災害対策 部 活動 規 情報 検討 理 知

い 要望 あ

4.1.3 方 行 情報 実証実方 行 情報 実証実方 行 情報 実証実方 行 情報 実証実  

4.1.3.1 方 行 情報 概要方 行 情報 概要方 行 情報 概要方 行 情報 概要 

] 接 式 簡 操作性 電 端

] 対 型 情報 斉配信 告知 配信 情報

配信 簡 実現 ] 組 わ あ

来 見 う 情報掲載 情報配信 地域や

等 情報 信者 属性 配慮 型 情報 や 提供

あ 提供 示
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方 行 情報 提供

機能 用い 方 能 あ

自治体 知

津 役 被 者 民宅 端 対 告知 利用 告知

配信 行う 来 自治体 情報 掲示 い あ 知

情報 各家庭 個 斉 報配信 配信 知 例えば講演会開催

案 等 情報配信 対 参 参 等 返信 や 地震 災害時 緊急情

報 対 否確 等 設 自治体 民 方

能 あ

手書

端 利用 手書 ] 被 者 民 津 役 や津 病院等

公共施設

電

津 役 津 病院等 公共施設 秋山地 被 者 民間 い

端 使用 電 能 あ 信 面 電 帳 ワ

能 あ
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方 行 情報 機能

実 示 構 告知 津 役

室 設置 津 役 設置 秋山郷 対

国土交通省 整備 活用 ワ 環境 整備

被 者 民 秋山郷 地 大赤沢 結東地 津 役 近 提供

公共機 役 学校 病院 克雪管理

情報端 設置

端 面 い 配慮 示 う 簡 操作性 実現

様 面 う 大 知

配信時 着信音 う 自動表示 押 信確

自動返信 面 戻 う 等 う 簡 配信

様 手書 電 体

操作 利用
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実 全体構

面 知 情報 例 例

配信 例

4.1.3.2 実証実 目的実証実 目的実証実 目的実証実 目的 

実 方 行 情報 自治体職員 高齢者 常生活

中 使用 い 型 情報配信 自治体や地域 情報

確 目 検証 目的

型 情報配信 対 容性 評価

 

津 役場庁 LAN 

国土交通省  

津  
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災害時 緊急連絡 否確 緊急時訪問 効率 評価

電 機能 用い 高齢者健康相談 適用 能性 検討

4.1.3.3 実施 容実施 容実施 容実施 容 

実 前述 目 検証 行う 表

配信情報 配信 期配信情報

救急 情報 利用者 使用 う 習 身 う 置

般配信情報 報無線 配信 い 情報や 各課 持 い 情報

期 配信

被 者 表 示 う 秋山郷 大赤沢地

世 含 世 実 開始 実 途中

世 追

示 う

実施 実 途中 実施

twork Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Res
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災害時 緊急連絡 否確 緊急時訪問 効率 評価

電 機能 用い 高齢者健康相談 適用 能性 検討

目 検証 行う 表 示 う 情報 期配信情報 般

配信情報 配信 期配信情報 回 配信 節 情報や休

救急 情報 利用者 使用 う 習 身 う 置

般配信情報 報無線 配信 い 情報や 各課 持 い 情報

示 う 秋山郷 大赤沢地 結東地 居高齢者

世 実 開始 実 途中 津 中心部

示 う 実 開始

実施 実 途中 実施

表 配信 種類

Resilient Society 

災害時 緊急連絡 否確 緊急時訪問 効率 評価

示 う 情報 期配信情報 般

回 配信 節 情報や休

救急 情報 利用者 使用 う 習 身 う 置

般配信情報 報無線 配信 い 情報や 各課 持 い 情報

結東地 居高齢者

実 開始
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表 被 者 種

実証実
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4.1.4 結果結果結果結果 

4.1.4.1 容性容性容性容性 

被 者 対 方 行 情報 利用状況 使用感

調査 結果 示

知 い 方 利用 過去 配信 覧

知 確 行 い 知 配信 時間 方 夜 時 時 降

希望 結果 得 欲 い い 病院 情報 健康 気

身近 生活情報 心 高い わ 特 緊急情報 得 方法

知 利用 い 回答 多 高齢者世 い い津 中心部 被 者

い 主 端 操作 人 父 いう回答 半数 高齢者 操作

回答 無 知 機能 端 操作 い 特 問 利用 う あ

電 居高齢者 含 数回利用 い 繁 利用 い 人

い い状況 あ

特 報無線 流 時間 や無線 聞 え い い 被 者 聞

情報 家 確 心感 増 あ

文 付 何 い 確 無線機 聞 い や聞 間

え あ う 心配 良い 声 挙 い 方 高齢者

知 信時 確 立 辛い う あ 知 い い

う意見 挙 い 対 や 信時 知 音 閲覧時 快 あ い

う意見 出 実施 利用者 希望 応 実施 必要 あ

被 者属性 利用状況 い う 人暮 高齢者 自

使い う 意識 高 積極的 利用 い 人 多 近 連絡 電

使 い 高齢者 い 方 自 わ い 思 あ 操作 い人 い

家族 暮 い 高齢者 い 家族 わ 対応 いう余裕 あ あ

操作 い い人 多 目 自 高齢者 面 文 い

い いう意見 多 情報配信時 全文 自動 機能 必要 あ 耳 自

高齢者 報無線 い情報 目 確 わ や い いう意見 多

情報配信側 あ 自治体職員 結果 対象

教育委員会 地域振興課 福祉保健課 税務 民課 津 病院 あ 知

付 指 公開 良 告知 相手 特

的 使え 便利 あ 等 意見 得 方 路 規 や混雑情報 出

規 解 うや 知 ば良い い 回答 対応方法等い 返答

い世 教育 緊急情報 対 否確 救 求 要 回答 見落

う 懸念 あ 等 実 問 指摘

端 数 現状 端 数 民 対 公 全世 配 民全
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員 知 う 必要 あ 意見 得

配信情報 種類 病院 休診 師 変 情報 わ 運行情報 効

情報 あ いう意見 企 前調査や 開催 感想 使

用 便利 あ 意見 得

電 津 病院 電 再診 料 行 い 電 行う

効 思う いう意見 得 保健福祉課 自席 電 端 民や

民生委員 電 あ 対応 見え 対応 や い面 あ 意見 得

全般 対 高齢者 中 設置 消極的 人 使 壊

感 う あ 飯 前 必 見 習 ば い

い 意見 得

う 容性 い 被 者 自治体職員 比較的良好 意見

多 実 入 能性 高い わ 来 報無線

自治体 情報 確実 簡 何 確 民 心感 わ

但 民宅全戸 対 提供 必要性や緊急時 否確 や 方 運用面

含 検討 必要性 あ 明確

4.1.4.2 災害時 緊急連絡 否確災害時 緊急連絡 否確災害時 緊急連絡 否確災害時 緊急連絡 否確 緊急時訪問 効率緊急時訪問 効率緊急時訪問 効率緊急時訪問 効率 評価評価評価評価 

災害 想 知 緊急避 情報 配信 否確 訓練

行い 災害時 高齢者 救 等 駆 訪問 課 等 明確 実

行 実 秋山郷地 世 い 実施 時 ～ 時

津 役 民 緊急情報 配信 実 実施 示

訓練 実施 あ 前 知 利用 訓練案 何 配信

民 前周知 行

緊急連絡 否確 実
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体的 訓練 自治体 各地 長 議 う 設

災害 生 想

知 利用 自治体 民宅 緊急連絡 避 指示 否確

実施

緊急連絡 対 被 者 民 回答

自治体 回答状況 集計

知 利用 自治体 各地 長 地 民 回答状況 連絡 自

力 避 い方や応答 無い方 確 救 依 訓練 高齢者宅 世

否確 依 想

長 地 民 避 状況 確 必要 応 救 実施 想

救 完了 知 あ い 電 用い 状況 自治体 報告

大赤沢地 救 要請 想

自治体 大赤沢地 長 救急車出動完了 想 連絡 実施

実 終了

う 実 民 避 指示 否確 結果 元 救 求 い

連絡 い 民 対 各地 長 個 否確 依 行う訓練 行 般的

防災訓練 歩踏 込 容 い 来 報無線 斉 報 能 あ

個 否確 緊急時 高齢者 救 等 訪問 効率 う 評価

結果

緊急情報配信例 避 指示 否確
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自治体 大赤沢地 長 否確 依 例

民 表 各地 長 結果 う 来 自治体 緊急

連絡 各世 設置 報無線 報無線 電源 い 家 あ

長 地 民 緊急連絡 克雪管理 設置 声器 利用 い

聞 え い 緊急連絡 限 ば 地 各世 連絡 ～ 件あ

連絡体系 長→組長→各世 ～ 軒 い 地 連絡

い 文書 配 声器 い 回 実 い 地 民 否

確 回答状況 わ 非常 便利 あ 回答状況 わ 地 全世 情報 わ

良 全世 設置 い い 連絡手段 実施

必要 あ 余計 手間 恐 あ 意見 得

自治体職員 意見 う 地域 民 巻 込 防災訓練 実施 初

あ 連絡体 確立 い い状況 あ 来 報無線 地域 民 情報連

絡 民 連絡 電 利用 い 実 緊急時 消防署 連携 要

う 現状 緊急時 報無線 全体 連絡 う 高

新 知 信 回 各地 々 知 信 手間

実 緊急情報 斉伝 便利 思わ 対応 職員派遣

ワ 必要 実 対応 現状 明 あ 意見 得

結果 型配信 方 通信 いう特徴 持 利用 訪

問 稼動 軽減 や 対応 能 あ いう

提供者 何時間 回答 ば電 駆 付 等 予 明確

意 限 提供 等 回避

情報提供者 利用者 方 識 わ 運用 必要 あ 災

害 規模 効率 良い訪問 困 あ 運用体 含 対応 能

設 十 検討 必要 あ
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4.1.4.3 TV電 機能 用い 高齢者健康相談 適用 能性 検討電 機能 用い 高齢者健康相談 適用 能性 検討電 機能 用い 高齢者健康相談 適用 能性 検討電 機能 用い 高齢者健康相談 適用 能性 検討 

節 高齢者 健康相談 遠隔診療 電 機能 適用

う 礎評価 行 結果 い 述 実 津 病院 師 電 機

能 用い 秋山郷 高齢者 患者 遠隔 診療 い 診療終了 師

患者 参 師 津 病院 石 院長 山副院長 あ

患者 秋山郷 高齢被 者 う 師 患者 あ 実

時 津 病院健康相談室 患者宅 電 機能 接 行

両 師 実 約 間行 実 電 診察 数 間 あ

電 機能 用い 遠隔診療実 様子

師 結果 操作 や い 便利 感 表情 わ 色 わ

い 目や 中 見 わ い 対面 当 い

見え い 汗 い い わ 声 調子や息使い わ 嘔 物 あ

う ば大 断 付 得 手 動 や

爪や目 状態 十 確 出来 般 電 い 見 良い 前 誰

わ い あ 前 診療 や い 集

情報 多い 意見 得 質 良 ば 情報 多 良い 音

聞 え い人 い 補聴器等 付 出来 ば良い 診察

用意 必要 あ 体 確 良い 得

現 津 病院 性疾患 予防 目的 診療 割 あ う 患者 ヶ

い通院 い 多い 診療 問診 割 診察 割 大体 割 あ 通常 診療
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時間 ～ い あ 回 診察 う 業務 行わ

患者 回薬 領 通院 い 豪雪時等 家 出

い状況 い 薬 う う依 ばあ い 健康相談 病院 生

相談 役 保健師等 対応 い ば親 あ 気軽 相談 思う

初診や緊急 い限 遠隔診療 効 あ 回答 得

結果 電 利用 高齢者健康相談 う

適用 能性 高い いう 実 適用 あ 解

像 や 面 音声 端 性能 提供 容 範 限 各種法

限等 考慮 必要 あ 患者 付 方法や予約 組 治療 授 方

法 薬 渡 運営 わ 部 手 確立 必要 あ

4.1.5 考察 課考察 課考察 課考察 課  

節 型 情報配信 自治体や地域 情報

確 容性 緊急時訪問 効率 電 機能 用い 高

齢者健康相談 適用 能性 い 検証 結果 検証 目全 対

良好 結果 得 実 提供 う 自治体

情報配信側 高齢者等 領側 方 検討 必要 あ

入目的 体

実 使用 方 行 情報 目的 使用

的 利用 う 常 情報配信用 防災用 あ い 健康管理

用 入 目的 対象者 明確 目的 対 任者 含

情報 信側 洗い出 情報 信者 調整等 行う必要 あ

情報 信者側 意形

実 開始 新 要望 利用者 懸念

入企 や運用 策 実施 あ い 担当部署

含 信側業務 構築 行う必要 あ

情報 信側 知

持 方 いう特徴 活 情報 信者 回答 貰う必要 あ

情報 信者 入 意味 適用範 熟知 貰う必要 あ

操作方法 習得 う必要 あ

設計
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高齢者 簡 使 え う 考慮 面設計 知

設計 記述 等 配信 設計 等 行

う必要 あ

水 展開 業務 大

記 ～ 実践 着 配信 情報 大や目的 追 等 行う

あ 実 適用 機能面 い 例えば 否確 結

果 応 職員 携 電 通知機能 緊急用 型 災害種 応

提携 整備 災害時 電 端 自動的 災害 替え

機能 う 機能 実現 必要 あ わ

参考文献参考文献参考文献参考文献    
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]大山 前 防災 組 術

] 誠 , " 東 着目 視 電 高機能 組

]李 舩 信生 用い 利用 管理 提案 電子情報通信学

会 術研究報告

]藤 像情報 学会 術報告
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4.2 ICT利活用利活用利活用利活用 地域 活性地域 活性地域 活性地域 活性 検討検討検討検討 

4.2.1  

近 々 巻 生活環境 益々便利 来地域 行 わ

社会活動 購入 いう形態 置 換え う う 地域

人々 希薄 い ] 特 中山間地 い う

問 え少子高齢 や過疎 地域 崩壊 学校 統廃

展 い

農業 主産業 う 中山間地 多 農家 兼業農家 あ 大人

地域 働 出 中 高齢者 子供 いう地域 多い 授業

数 減少や治 悪 伴い 学校 生 十

公民館等 地域組織 連携 地域全体 生 育 体 作 必要 あ 考え い

現状 実現 い い地域 多い 生 数 減少 生 生 いう生

形 う 中 得 能力

衝能力等 い 傾 あ 生 地域 人々

機会や地域 知 機会 い ] 中山間地 い う

問 解決 地域活性 や地域 学校 新 必要 い

般的 地域活性 自治体 主体 推 い 多い 多 利用

方的 行 情報 あ 地域 情報 行 わ い

い 等 地域活動 主体 い 部 地域 い 活性

] ] ] 民参 型 地域活性 必要 い 方 地元学 ] う 地域

民 主体 地域 対 学 中心 情報 い 地域 地元学

地域 情報 全員 見 あ 情報 信 情報 原 熱心

や 等 予 要 あ 目的 環境保全

情報 方法や地域 学校 構築 踏 込 検討 行

わ い い 学校 中心 環境教育 主眼 い 学校 地域 構築 ] ]

や学校 地域 強 使 検討 ] ] 行 わ い 生

学 主眼 置 地域活性 考慮 う 検討 実施 い い

節 地域 衰 い 中山間地 い 地域 民 学校 間 学習

構築 地域 活性 地域

学校 新 構築 地域情報 地域活性 展 方法 い 例

検討 行 地域活性 学 い 通 地域 交流 作 出 対

象 実 学校 総 的 学習 時間 身近 生活 環境学習

中心 活用 学習 世 間交流 行 う学習環境 設計

実世界 あい 学 あい 置 活性 留意

学習 生活 学 考え 学習環境 あ 実 学習 対 理解 変
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的 評価 う 活動 変 い 評価 学習

対 目標 予 設 生 教師 地域 民 問 見

相互 解決 や解決策 出 生活 知 獲得 い 互い 知 い 交

流 作 出 い 留意 実 う 学習 形

活性 地域活性 目指 う

検討 活性 要件 問 検証 実 自治体

力 遂行

4.2.2 前調査前調査前調査前調査 

4.2.2.1 実 環境 概要実 環境 概要実 環境 概要実 環境 概要 

実 島 比婆郡東城 行 東城 島 東 境 置 面積

人 約 人 比 減少 い

高齢 率 あ いわゆ 少子高齢 過疎 行 い あ

砂鉄 原料 製鉄 地方 主要産業 あ 現 衰 主 産業 農

業 い

や 等 常時接 環境 整備 地 い

接 使用 能 あ 中山間地 様 通信会社

常時接 環境 整備予 将来的 無 自治体 地域 整備予

無い 携 電 線 路や中心部 利用 能 あ 農 部 利用 能

多い 民 利用経 無 都 部 対 情報過疎

感 い 民 多 い

実 実 東城 森地 い 行 森地 人 約 人 農 地 あ

標高約 山々 い 居 公民館付近 最 密集

地域 約 世 集 い あ 森地 公民館 中心 祭

回あ 稲 終わ 開催 農家 う 兼業農家 あ 前章 述 う

問 い

実 主体 粟 学校 公民館 近い 高い丘 立 い 学校

生 数 あ 教師 あ 学校 校 直 約 範

あ 生 山 歩 通学 い 学校 生 数 生

生 生複 生複 計

学校 主 生 授業 活用 い 実 前 学

校 自 般公開 ] い 新 回程 あ 地域 交流

運動会 地域 文 学 交流会 開催 い 教師 う

持 い 実 中心 粟 学校 択 理 あ
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表 学習 概要

4.2.2.2 学習 容学習 容学習 容学習 容 

学校 中心 学習 構築 活用 情報 信 行 う 教師や生

担 減 足 い う 授業 容 連携

得策 あ 教師 結果 総 的 学習 時間 授業 容

主 期的 情報 信

表 粟 学校 実施 生 生 総 的 学習 時間

学習 概要 示 生 食 物 健康 考え う いう あ 朝

食や地域 馴 あ 身近 食 物 通 健康 い 考え いう 容 あ

生 自 暮 環境 見直 う いう あ 段 生活 中 水 水

漏水 電力使用 計測 教 学習 容 応用

改善策 表 いう 容 あ

4.2.2.3 学習学習学習学習  

表 示 う 身近 生活 環境学習 い 考え 生 地域

あ 大人 地域 輩あ い 生 捉え 回実

行 う 学校 地域 い 調 前述 う 生 地域 人々

機会や地域 知 機会 い わ う

地域 衰 生 い 地域 対 学習機会減少 回 活用

大人や地域 要 あ 地域 担い手 あ 子供

行 う地域学習 地域 活性 交流 能性 あ

食 物 健康 考え う 3 4 生

目標

身近 食 物調 通 食 物や健康 関心 持 自

課題 設定 調 学習 中 食 物 良さや

問題 見 そ 生活 中 生 姿勢 育

内容 課題理解 計 調査 め 表

自 暮 環境 見直そう 5 6 生

目標

各教 学習 基 自 暮 見直 活動 通 身

近 環境や資源 保全 い 課題 見出 事

実践 姿勢 育

内容 観察 課題理解 計 実施 計測 計算 め 表
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実 構築 学習 示 構築 学習

中心 学校 総 的 学習 時間 情報 信 あ

学校側 的 回 学習 様子や地域 民 対 質問

新 生 家族 高齢者 近 民 掲示板

学校 意見交換 行 う 地域 民間 能 あ う

全体 学習 い 利用 実

う 交流 学 い 通 交流 民間

民 生 教師 間 生 実世界 活性

地域 活性 想

表 属性

粟 学校

生

生生

 生 家族

民

高齢者

実世界

情報 信意見交換

学びあい

意見交換

学びあい

属性 地域 民

人数 内訳：地域 民 世帯 保育 職員 公民館職員

職業 公務員 会社員 農業関係 そ 他

性別 男性 女性

齢 満
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学習 ワ 構

4.2.3 学習 構 評価方法学習 構 評価方法学習 構 評価方法学習 構 評価方法 

地域 民 実 参 者 役 通 粟 地 全体 案 状 出 募集 表

示 う 参 宅 や い 無

償 出 地域 民 世 保育 公民館 職員 参

多 公務員 会社員 あ 学校 段 あ 世 あ

男性 あ 女性 あ 齢 類 多 占

最 多 役 職員 公務員 多い 多 近 高齢

者や公民館館長 参 対 前調査 結果

職 利用経 あ 全員 利用経 無 学

校 校長 教頭 生 担任 生 担任 参 生 い

足 い や 総 的 学習 時間 無 実 相応 い学習

い 参

実 ワ 構 示 実 中心 役

設置 役 粟 学校 間 公民館 接 公民館 役 約

用線 接 公民館 学校 方 丘 あ 見通 約

距 無線 接 東城 無

隣 用線 延ば 常時接 回

線 役 接

実 使用 構造 示 節 応

知 各学習 学習 無 自 書 込 能 掲示

板 目 構 知 学校 期的 活動状況報告 あ 来 媒体

や 施設 配 い 電子 掲載 近況報告等

Internet

役場
宅

専用線(128 kbps)

粟 学校 公民館

(56 kbps)

無線LAN(11 Mbps)

Web server

専用線(128 kbps)
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掲載 各学習 学習 活動報告 や写

真付 報告 掲載 写真 大表示 各学習 対

掲示板 学校側 質問や感想 や感想

自 書 込 方 能 構造 自 書 込 能 掲示

板 学習 学校 方 自 情報提供や意見交換

構

作 新 初心者 簡 操作 特 ] 利用

手 作 像 択 大 自動 集 確 完了

学校側 わ や う 撮影 写真や 文

章 簡 公開 録 削 簡 行 え

う 但 う 操作 簡 構造 固

全角 文 限 作 自動的

録 活動報告書 作 や 蓄積 簡 行 う 各学習

新 自動的 掲示板 新 付

掲載 掲示板 方 わ や う写真 像 簡

掲載 構

管理 的 教師 行 但 教師用 用意

常時 行 生 写真や 前 掲載

配慮 ワ 限 行 い ワ 配

生 前 実 掲載 多 実 掲示板 書 込 行

セ

知 せ

各

掲示板

ン 学校便 等

自 掲示板 別コン ン 一覧 詳細

大写

別掲示板
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示 う 実 ～ ヶ 間行 観測

書 込 期的 集 教師

利用 主 実 通 地域 生 交流 変 生 活動 変

い 記入 観測 容 回 集 析 前

集中 観測 行 者全員 集

対 学習会 実 結果 総括 終了 行 う 公開授業

児童 表会や地 祭 参

実

対 実 開始時 各 宅 個 訪問 操作方法 明

設 行 作 教師 期的

行 い 改善 行 う 調査 実施

対 実 開始前 質問 調査 行 実 終了

前 質問 調査 電 調査 行

4.2.4 結果結果結果結果 

実 中心 学校 対 評価結果 い 述 地域

対 評価 行 結果 い 述

4.2.5 学校学校学校学校 

4.2.5.1 学校側 変学校側 変学校側 変学校側 変  

学校 う 利用 地域 民 交流 い 考察 生

自 学 対 地域 応 喜 感 生 学 活性 わ

生 新作業 完結 う 全員 楽

作 い 生 や 興味

わ 特 生 い 文章 表現 明文 写真 添付 う

意見 う 前提 文章表現 う

実 生 能力 養 能性 あ 確 但

開始 ン 勉強会 祭 終了 ン

事前調査

募集

構築

収集 解析 収集 解析

撤去

6
2002

8
2003

10 12 2 4

児童 表会 終了
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段 生 や学 異 検証 指 必要 あ 思わ

学校側 教育委員会 方針 学校情報 公開や 明 任 果 い

う 使 組 効 あ 方 地域 方 や 要

性 識 いう校長 得

4.2.5.2 地域 民 交流地域 民 交流地域 民 交流地域 民 交流 

生 学習 食 物 健康 調 い 様子

調査結果 栄養 考え 朝食 提案 提案 調理風

示 う 生 育 蒟蒻芋 使 蒟蒻作 様子や 公開

掲示板 い 地域 朝食 や朝食 様子 現 宅 朝食

い 意見交換 行 わ

生 蒟蒻作 様子

’

電力使用 削減 対策方法

蒟蒻

生 コ ン

対策法 示
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生 学校 水 蛇 漏水 家庭 使用

使用 電力使用 身近 資源 対 調査 様子 調査結果 無駄 減 対

策方法 提言 行 わ 節 学校周辺 自然環境 調査報告 行 わ

実 公開 電力使用 削減 対策方法 あ 教室や家庭 蛍

灯 近 確 書い 掲示 気 良い 中 教室窓側

蛍 灯 必 消 実行 い

掲示板 い 各資源 無駄 使用 減 方法や 宅 体 談や

意見交換 例えば 対策法 え 節電 対 問 意識

持 無駄 電気 見 抜 人 う 電気大臣

ば い 身近 い 結構節電 対 意識 身 付 いう

対 総 時間 い 情報 参考 電気 節約や水 節約 や

計 あ 大変 家や学校 や

いう回答 生 写真付 掲示 地域特 気候 言い

伝えや地域 自然環境 変 い 意見交換 行 わ 生 地域 い

学習 提供 生 い 新 最初 教師 行

い 実 半 生 自 実行 生 い 困 あ

最 教師 理 行

学校側 見 地域 生 親世 意見 家庭 聴

高齢者 欲 意見 多 実 生 親世

応答 最 多 高齢者世 応答 少 高齢者世 学習

引 込 必要 いう

数 新

4.2.5.2.1 新新新新  

学校側 新回数 数 変 示

0
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9 10 11 12 1
0

20

40

60

80

100

120

140

セ
数

コ
ン

ン
更
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数 徐々 明 増 い わ

数 多 活 利用 言い い結果 あ

新回数 授業 行 大 変動 児童 表会

時期 最 多 い 新回数 数 間 相 無い わ

属性 状況 実 開始 約 ヶ 間 全員 繁

い 降 約 占 状態 理

質問 調査 結果 興味

い 実 開始直 時期 新 少 学校 元々少

い 訪問意欲 徐々 減 いう わ

新 多い時期 数 少 生 地域 民

交流 期 い 活 思わ 性 数

計 人数 多い男性 う 女性 約 倍多い 降 男女

数 数 あ 実 掲示板 書 込 回数 男性 最

多 女性 書込 数回あ 約 書込 あ

4.2.5.2.2 長 熟 積極的要求長 熟 積極的要求長 熟 積極的要求長 熟 積極的要求 

構 回 う 新 簡 初心者

時期 効 あ 自 作

教師 得 文 数 約 生 自身 言葉 言 困 決

学習 運動会 学芸会 総 的 学習 時間 子供 様子

展開 う 交流 活 思う いう意見 教師 得

提供側 自 や 軟性 学校全体 長 わ

必要 あ 省 挙

4.2.5.3 地域地域地域地域  

4.2.5.3.1 学習 参学習 参学習 参学習 参  

対 評価結果 あ 多 学校 情報提

供 捉え い 利便性 感 い わ 学校 生 地域

知 い いう欲求 強 来学校側 配 い 物 わ い

情報や 段 授業や学習 様子 知 楽 いう意見 多

動的 あ 各学習 掲示板 提供 少

積極的 参 実質 あ 学校 地域

期 活性 いう

4.2.5.3.2 自 交流自 交流自 交流自 交流 

方 自 書 込 能 掲示板 い 書 込 あ 節や時
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情報 地域 行 い 間 生

生 あ い 間 面識 い 共 い いう理

利用 生 地域 性 弱い 消極

的 あ わ

4.2.5.3.3 IT 連連連連 

当初懸念 い 閲覧 い理

挙 い 例 少 興味 あ 見 習得や

積極的 求 利用

阻害 主要因 い 考え 掲示板 表面

要因 実 あ 考え

4.2.5.3.4 生活 影響生活 影響生活 影響生活 影響 

地域 わ い 間 増え

い人 う や 地域

人 う 地域 活性 献 思わ 多 得

実 終了 実 使用 利用 い

地域情報 繋 思わ

提供側 評価 結果 掲示板 いう経 い

入 方 わ い 動的 行動 終始 大半 あ

演出 如 い 省 挙 新 い

振 舞い方 実 や 見 自然 学習 引 込

提供や 実生活 連 容 必要 あ 思わ

回 実 演出 あ

活 展 要因 考え 々 中

自然 出現 期 部 積極的 働 行

結果 中途半端 状態 終わ 活 地域

理解 把握 提供や参 者 支援 軸 展開 必要

あ 提供側 支援 行 い 維持 活性

中心 地域 蓄積 自立的 長

必要 あ 考え

4.2.6 考察考察考察考察 

節 地域 衰 い 中山間地 地域活性

活用 学習 学校 地域 民間 活性 例検

討 行 結果 期 活性
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地域 増 う 活動 地域活

性 能性 あ わ 研究 総括 地域活性 う

実現 要件 い う

能動的 参 提供

多 学校 情報 簡 信 利便性 感 い 参

必要性 あ 提供や 参 や い 学習 雰 気作

必要 あ 方通行 情報 地域 活動主体

人 人 民 必要 あ 活動や 掘 起 提供 初期段 必要 あ

地域 民 自立的 運営

う 組 運営 掘 支援 必要 あ

中心 地域 民 自立的 運営 要 あ 講習会や 術的

実世界 ワ 方 支援 必要 あ

地域活動 主体 生 参

学校 活動 地域 信 意見 う 地域 活動 地域 担い手

あ 生 参 報告 地域全体 信 地域 民 意識 高

必要 あ

演出 実施

提供 業者や 民 提供 自治体 い 演出 要

あ 提供や運営 活性 演出 提供

や 地域 育 提供

必要 あ 世 地域 民 わ 活動 析 軸

展開 い 必要 あ 対象 支援 要 あ 思わ

高齢者 参 要 あ 時間的 余裕 あ 高齢者 引 込 演出や

要 あ

う 組 形態 着 地域 活性

例えば地域 行 提言や地域 高齢者見 新 元 展開 期

地域活性 解決 形

捉え 要 あ 第 段 入 活性 開

考え ば い時 入 い

実 ヶ 間 終了 利用 文 学校 方 着 開

始 ヶ 程 経 あ 地域情報 何 新 い い いう
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学校や 気付い 段 実 終了 理想的 利用 文

着 間 時間 参 者 要望 汲 形

環境や活動 提案 地域活性 対 要件 検証 能 あ

考え

4.2.7 課課課課  

節 明確 活性 要件や学習 構築 地

域 対 や遠隔学習 や

生涯学習 学習 あ い 趣味や 活動

活性 適用 能 あ 考え

実施 近隣あ い 学校 地域 交流

演出 地域活性 非常 要 あ ]

交流 含 演出方法 検討や 掘 支援 体的方法

検討 行 地域 間 運営方法 検討

行 い 予 あ

参考文献参考文献参考文献参考文献

]福 変え 来 議会 出 第 章

] 地 地域や 学 う 考察 賀 教育 教育交流会教育研究 教育実践論文

第 回

] 中 井手 わ 民 術

]堀 長谷 金子 竹 藤 支援機能 地域活性 構 法 研究 情報処理

学会研究報告 ‐

] 地 ワ 務 地 人 人 人 自然 共生 地域 目指 人 水 緑 惑 保全機構

] 中 延藤 働的学 学校 考察 都 計 学会学術研究論文集 第 回

]長谷 生 ワ 主体的 信 学習 展 総 的 学習 時間 元 開 教育 学 連

学 会連 全国大会 第 回

]谷澤 中 地域 民 子 学校敷地 利用 池 農業土木学会 都支部研究 表会講演要

集

]澤井 延藤 森永 中 地域社会 学校 相互 父親 活動 研究 建築学会大会学術

講演梗概集

] ~

]富 保 菅原 藤原 環境情報共 試 術
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4.3 自治体自治体自治体自治体 防災情報伝 多様 検討防災情報伝 多様 検討防災情報伝 多様 検討防災情報伝 多様 検討 

近 巨大地震 風や 豪雨 河 氾濫等 大規模 自然災害 各地 生

甚大 被害 報告 い 大規模 故 や 等 多様 中

国 自治体や企業 機管理 防災対策 行 い 機対応 被害

軽減や 期 確実 情報伝 迅 断 行動 要

稿 防災行 無線 表 自治体 防災情報通信 現状 各種防

災情報通信 連携 新 組 や動 い 明

生 東 大震災 い 既 防災情報通信 含 各種通信

う 活用 う 課 あ 明

防災 情報 配信 意味 人 確実 信 避

行動 活用 要 あ 災害等 機 対 避 初動

長期 渡 興 情報 活用 要 う 情報 活用 第

章 明 や 社会 実現 資 あ

4.3.1 防災情報防災情報防災情報防災情報伝 御伝 御伝 御伝 御 開開開開  

4.3.1.1 防災行 無線 防災情報通信 課防災行 無線 防災情報通信 課防災行 無線 防災情報通信 課防災行 無線 防災情報通信 課  

自治体 災害等 機 民 避 勧告 指示情報 提供 約

割 い 報系 防災行 無線 音声 行

い 防災行 無線 現 総務省 方針 来 方式

方式 改 い 防災行 無線

改 多 投資 必要 あ 等 理 改 自治体 約 割 留 ]

耐用 数 過 使わ い 多い

方 都 部 山間部 い 通信 業者や自治体

整備 や自治体

あ 携 電 い 高 大 展 い い

地 波 替わ 利用 各種 行わ い

う 状況 中 携 や自治体 自治体 民 機管理情報 提供

手段 活用 通信 活用 防災情報通信 対

増大 い

う 利用 増 自治体 担当者

対 操作 必要 緊急時 稼動 増え 民 配信 時間 要 う

い 防災情報通信 構 い 多

い ワ 害 生 民 情報伝 能 い 課 あ
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4-3-1 防災行 無線  

Fig. 4-3-1 Japanese municipal disaster-management radio communications systems. 
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4-3-2 防災情報伝 制御 概要 

Fig. 4-3-2 Emergency management communication system overview. 
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4-3-12 地 配信実 実 環境 

Fig. 4-3-12 Experimental environment of Digital terrestrial broadcast. 
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4-3-13 地 配信実 時 周知 模様 

Fig. 4-3-13 TV display example of Digital terrestrial broadcast. 

 

 

 

 ｂ ワ  

4-3-14 地 配信 像 

Fig. 4-3-14 Video pictures of Digital terrestrial broadcast. 
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無線連携 比 大幅 時間 要 結果 携

子 装置側 携 電 起動 時間 要 い 原因

あ 音声 信時 転 時間 い 無線連携

通信 あ 原因 音声 信時 程

時間 い

結果 各 配信機能 実 ワ 環境 常 動作

確 複数 活用 情報 配信 情報伝 確実性

携 配信 性能改善 い 子 側
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利用 方式 常時接 型 等 変 配信

等 方式 高 動作 確 い 無線連携

配信 い 通信 高 望 い 前 録音声 再生 方

式 使用 ば 程 遅延 利用

表 配信時間

複数 自動伝 御機能 測 結果 表 示 実 環境 い

優 擬似的 ワ 断や輻輳状態 生 結果 優 高い

ワ 々 自動的 替え 確 断や輻輳状態 あ ワ

常 状態 戻 優 高い ワ 再 自動的 替え

替え 時間 い 約 程 あ 結果 自治体 機管理

支 情報 通信 異 複数 ワ 構 通信状況

応 最適 ワ 自動的 替え 通信 確

実 い 各回線 害 生 時間 間応答 い

害 生 断 約 替え時間 断時間 任意 設

能 あ 実 利用 使用 ワ 応 設 変え 必要 あ

表 複数 自動伝 御機能 測 結果

配信時間 接 送信 ン押 出力開始さ 時間

再生要求 セ

y

音声

y

>

携帯網

ＣＡ無線連携

ワ 替 自営網  ン ン   自営網

1回目

回目

回目
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5555     

結果 複数 情報配信 斉配信や 配信機能 複数 自

動 御機能 特性 い 実 自治体 ワ 常 動作 確

う ワ 端 対 簡 情報 斉

伝 簡 性 福祉や行 常時 活用 あ 汎用

性 必 組 実現 確実性 冗長性 いう前述 課 解

決 あ いう

4.3.1.3 心 全公共心 全公共心 全公共心 全公共  

防災情報伝 御 自治体 あ 様 概念 社会

検討 情報流通 心 全公共 ] ] 整備 施策 総務省 中心

い

心 全公共 接 統 や 運用体

整備等 行わ 災害情報 多 情報源 必要 確 情報 集

多様 配信 各種実証実 実施 自治体 入

い

公共 概念

4.3.1.4 全国瞬時警報全国瞬時警報全国瞬時警報全国瞬時警報 J-Alert  

民 対 緊急情報 伝 総務省消防庁 整備 推 い

] あ 津波警報や緊急地震 報 弾 い 対処 時間的余

裕 い 態 生 人 衛 用い 瞬時 信機 ～ 開始

均 情報 信 国 民 緊急情報 直接伝 あ 防災行 無

多方面からの多

様 情報

地方公共団体

避難勧告

指示等

交通関係事業者

運行情報等

ラ フラ ン事業者

被害 復旧

情報等

安心 安全

公共コ ン

タ交換方法の統一

TVC 等

生活者

住民

多様

への情報提供

情報収集 フォ マッ 変換 情報提供

タルTV

パソコン

携帯電話
情報の収集 配信等の機能

タの入出力方式を同 る機能

を有 る災害情報基盤 を構築
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線 連携 能 あ

運用 開始 現 全 地方公共団体 整備 完

了 い 機能 等 い

概念

4.3.2 東 大震災東 大震災東 大震災東 大震災 防災情報通信防災情報通信防災情報通信防災情報通信 活用活用活用活用状況状況状況状況 析析析析 

前述 う 防災行 無線 主体 自治体 防災情報通信 新

や国 施策 再整備 う い 東 大震災 う 活用

震災 状況や動 い 述

4.3.2.1 被害 状況被害 状況被害 状況被害 状況 

時 震 生直 各自治体 防災情報通信 地震

建物 設備等 被害 自治体 動作 い 模様 あ 像等 津波

対 防災行 無線 避 警報 出 い 東 大震災 被害 大

津波 余震 あ 自治体 自営 防災情報通信 公衆

大 被害 い

通信 被害 状況 示 ] 震災 生

最大被害 固 系通信 回線 移動系通信 い

人 作業員 全国 作業 投入 段

実現 原 避 域 い

わ う 公衆 通信 震災 生 目 被害 迎
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え 多 自治体 自営 防災情報通信 い 部 要 通信回線

通 い わ 地震や津波 直接被害 え 停電 影響 通信

や携 地 電源 空 あ 衛 携 電 や

臨時通信 投入 要回線 替 い

 通信 状況

4.3.2.2 震災 動震災 動震災 動震災 動  

回 震災 第 節 い 述 う 多 要 通信回線 通

最大 課 あ 通信 ワ 確保 施策 各通信会社 国 い

検討 い ]

回 震災 い 津波 被害 免 避 者 う 約 人 津波警報 聞い

避 回答 い ] 方 大 揺 津波 襲来 察知 避 人

家族や近 人 避 見 避 人 避 警報 い実 避

人 多 い わ 被害 免 人 う 避 警報 聞

人 岩手 宮城 約半数 報告 う 約 ～ 人 避 必要性

感 回答 い ]

避 者 避 警報 聞い いう明確 調査報告 表 い

い 々 調査 結果 防災行 無線 自治体 報車や車

聞い いう回答 多 寄 自宅 停電 殆 人 見
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出来 模様 あ

来 防災行 無線 声器 音声 や車 聞 え い 暴風雨

時 聞 え い等 問 あ 回 様 結果 思わ

活用 確実 避 指示 伝え 音声 文 や 像

伝え ば 避 行動 移 人 増え 見 避 人 増え 被害者

少 あ

4.3.3 防災情報活用 将来動防災情報活用 将来動防災情報活用 将来動防災情報活用 将来動  

4.3.3.1 情報提供方法 動情報提供方法 動情報提供方法 動情報提供方法 動  

避 必要性 民 識 目的 必要 あ ]

何 異常 生 険 状態 あ 知 あ 体的 伝 手段

や信号 あ う 避 必要性 知 う

う いう状況 識 あ

目的 避 勧告 指示

避 勧告 指示 構

瞬時 険 識 必要 あ 例えば土砂崩 堤防決壊 津波 生

予測 災害 生 十 時間 避 必要 あ 効 あ

純 手段 目的や 容 いう 体的 理解

い 前 学習 訓練 準備 行 使う 要 あ

険 状態 あ 理解 適 避 行動 択 情

報 提供 あ 風 水被害や遠地地震 津波災害 う 災害 生 少

時間 あ 要 時 被害 生 い い 民 理解

避 必要性や避 時間等 繰 返 理解 要 あ

う 考え方 い 議論 ] 例えば津波警報

音や津波避 国 標準 等 議論 い う 標準

＋＋＋＋    

何 異常

生 危険 状態

あ こ 知

う

う あ

状況認識 行う
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避 勧告 指示等 伝 方法 統 ば 現 自治体 自施策体 新 教

育や訓練 わ や い 被害 軽減 考え

異

4.3.4  

節 防災情報通信 現状 東 大震災 影響 課 情報

提供方法 等 動 い 述 特 防災情報伝 御

や 考え 第 章 明 や 社会 実現 大 献 や

社会 実現 法改 形式や業務 標準 等多 課 解決

ば い 民間主 国主 産官学 体

標準 含 や 社会 実現 組 必要 あ

参考文献参考文献参考文献参考文献    

] 

] 大山 酒井 高木 齊藤 機管理 防災 組 術

] 東 前 酒井 宮崎 総 的 防災力 献 活用 組 術

] 

] 

] 

] _ _ _

�

避 い い い場合 土砂崩 堤防決壊 津波

�

災害 生 少 時間 余裕 あ 場合 風 水被害

理解 理解 理解 認知 認知

繰 返

認知

繰 返 繰 返

災 警報

事前 訓

練や教育

理解認知 認知 理解

繰 返

認知 理解理解

事前 訓

練や教育

繰 返 繰 返

災警報
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] 

] _ _ _ _

] _

] 

] 

] 東 裕 前 裕 榎 裕 林春男 避 勧告 避 行動 析 自然災害学会学術講演会講演概要

集

] 
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5 超高齢 社会超高齢 社会超高齢 社会超高齢 社会 検討検討検討検討 

章 超高齢 社会 い 利活用 高齢者自身 自 支援

病院や施設 共 公 支援 療 護

側面 や 社会 理想像 あ 地域包括 実現 目指 複数 組

い 述

序論 い 明 う 地域包括 実現 いう 連携 情

報流通 構築 療 護連携 連携 必要

地域包括 実現 全国 間 連

携 必要 あ 宅 含 遠隔 療 護 見 効率良 連携

要 地域包括 実現 超高齢 社会 や 社会 あ

災害 機対応時 や 機能 必要 あ

第 節 い や 社会 現 療 社

会 動 例 動 現 組 術要素 ] ]

い 述

第 節 病院 院 要 護患者 宅療養 活用 遠隔見

術 い 述 要 護者 護士や 師 回

評価 行わ 々 見 や管理 行わ い 歩数

計や体 計 血 計 々 異変 急 感知 師や 者 自動

的 あ 要 護者 心感や見 感 醸 う 評価

結果 ] い 述

最 第 節 地域包括 実現 情報流通 整備状況 国

動 や 運用面等 課 い 整理 実現 将来展望 い 考

察

 

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]常 聡 前 裕 森 雄 倉恒子 芳浩 橋 子 宮島麻美 療健康共通 療情報連携

術

]林真理子 山 聡 林真弓 白石将浩 渡 茂 前 裕 活用 効率的 効果的 保健 業 推

術

]前 裕 , 池 美穂, 藤 香央 , 渡邉茂 , 部美砂子, 藤 雄一, 沢礼子, 高橋肇, 用い 在宅療

養患者 遠隔見 効 関 基礎検討 ,日 遠隔 療学会雑 , Vol.8(2), pp.142-145, 2012.
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5.1 療 社会療 社会療 社会療 社会 開開開開  

5.1.1  

筆者 自治体 業主 民 健康情報活用 あ

地域 療再生計 等 地域連携 療

療 連情報連携 機能 特 健診 含 保健指 や健康管理 い 予防 療

領域 適用 機能 開 ] ]

厚生労働省 総務省 経 産業省 省連携

わ 実施 健康情報活用 実証 業 あ 民 対 自治体 中心

個人 民 生涯健康情報 管理 活用 あ 筆者 実証 業

提供 実証 得 果 開

わ 果 療 福祉 情報連携活用 各省庁 業

術要件 活用 機能 い 地域 遠隔保健指

や健康管理 適用 通 効果 実証

方 府 推 中 病院 地域連携 療

業 療情報 業 経 産業省 開始 療 護情報

流通 期 い う 業 通 共通 課 あ

術や標準 様 提案等 い 筆者 経 や実績 活 療

情報 献 組 い

節 療健康 社会 動 現

組 術要素 い 述

5.1.2 療健康共通 概要療健康共通 概要療健康共通 概要療健康共通 概要 

筆者 地域 療連携や 実現 個 構築

間情報連携 展や 保健 療圏 域 連携

療 対応や災害対策 行 い 必要 あ 域 大規模 増大や連携

複雑 実現 増大 懸念 い

う 課 解決 療情報や健康情報 情報 共通的 全

効率的 扱う 能 新 療健康共通 構想

策 開 行 い 療健康共通 療情報系 健康情

報系 実現 両 連携 機能 備え持 多様 証機能等 持 療健

康共通 療健康 い 共通的 利用 的

療健康共通 開 用 ワ 豊富

機能 利用 能 開 環境 構 あ い

各 業者 共通 開 提供 能 環境構築 目指 い

療健康共通 既 療 健康 や 組

わ 療 入 療 効率 推 病院 う
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融 提供や 地域連携 療 目指 域連携 療や

地域包括連携等 範 多様 素 い対応 目指 い

療健康共通

5.1.3 EHR PHR 支え 要素 術支え 要素 術支え 要素 術支え 要素 術 

療 健康情報 流通 実現 あ 健康情報活用 実証 業等 国 各種実証

業 通 証連携 標準 術 用 実 入 活用実績等

献 術 用い 地域 療連携 行う 必須 療情報流通

全 効率的 行う 開 個人 健康管理 実現

や 療情報 健康情報 組 わ 新 い 創出

連携機能等 開 行 大規模 構築 保 運用

性 組 や 各種 利用 や 組

整備 組 い 支え 要素 術 い 明

5.1.3.1 複数 療機 間 情報流通複数 療機 間 情報流通複数 療機 間 情報流通複数 療機 間 情報流通 EHR  

複数 療機 間 情報流通 行う 療機 異 患者 結 元的

扱う う 必要 あ 療機 生 保管 個人

ン

物理

仮想

医療健康共通 ン

医療健康個別 ン

ン

ワ 端

開 環境

開 ﾑ ｸ

開 群

※各種

ｸ ｴ 等

認証連携

標準 対応機能

保 運用管理

認証連携 査対応機能

標準 対応機能     セ 制御機能

保 運用管理

Ｅ 基 基

医療健康共通

医療連携 健康管理 指 健診 宅診療

連携機能

各社 ン

ン 機能 認 制御機能

多要素 多段認証管理機能 型変換機能

運用管理機能 関連機能

医療健康共通基
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療 連情報 最高 個人情報 あ 証 情報流通 行う必要 あ

課 解決

いう国 標準規格 世 中

駆 用 暗号 療 健康

情報 流通 能 い

標準 団体 策 ワ 証情報 全

交換 様 あ 用い ば 予 信

担保 ワ 各

能 う 体系 異 療機 間 い

寄 防 連携 行う う

標準 団体 策 証機能付

展開 標準 様 手法 あ 各 療機

散管理 い 療情報 人 意 情報流通 行う う

組 わ 各 療機 異 患者 共通 複数

療機 情報連携 効率的 全 実現 う 組 わ

標準 様 中 最 様 社会

組 込 検討 い

5.1.3.2 健康 業者間 情報流通健康 業者間 情報流通健康 業者間 情報流通健康 業者間 情報流通 PHR  

健康 業者間 各 療機 生 療 連情報 機微 個人

情報 い 記録 個人 健康情報や保険機 生 健診情報 扱う

情報 録 閲覧 々簡 高い 確保 証

機能 求 健康情報や健診情報 業者 扱う

応 業者 変え 民間健康保険組 国民健康保険組 変わ

業者間 情報連携 実現 連携機能 必要 あ

機能 活用 証 連携機能 実現

い 複数 使え 証 術

あ 策 標準 術 あ 現

用 い や 等 用 い

使う 性 特徴 い

用い 公開 い 様 う 行や

証 担う 誰 開設 う 民間 業者間

連携 簡 実現 将来的 告等 参

容 連携 能



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

146 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

間 情報流通

5.1.3.3 EHR-PHR 連携連携連携連携 

主 療情報 扱う 個人 健康情報 扱う 前述 う

異 連携 提供 困 筆者

御 用い

証 い 対応 各々 用い 連携 情報流通 動的 変換

間 情報流通 実現 連携機能 開

体的 連携 い 情報流通要求 応 ～

変換や ～ 変換 動的 実行 連携

御 行い 必要 応 追 証等 要求 う 組 実現 い

組 管理 療情報 蓄積 健康情報

流通 能 療情報 健康情報 組 わ 新

い 実現 期

5.1.3.4 高 御高 御高 御高 御 

前述 療 連情報 流通 組織 や情報種 異 情報開示

対応 必要 あ 例えば 服薬情報 連携 療機 あ ば 師 閲覧

多様 診療録や服薬情報 基

め細 い医療 健康

個人 日々

健康

歩数計

体重計

血 計

基

基

認証

交換

録
個人 紐付 情報 統合 活用

健康情報

連携

連携

認証連携

セ 制御

セ 記録

連携

病院

山 さ

医療 健康情報

健康情報

調剤情報

検査情報

診察情報

薬

調剤情報

地域

診療

診察情報

総合病院

検査情報

連

携

モ

ュ

ー

ル

連

携

モ

ュ

ー

ル

連

携

モ

ュ

ー

ル

録用

自宅

連

携

モ

ュ

ー

ル

連

携

モ

ュ

ー

ル



A Study of Information Network Infrastructure and Utilization of ICT to Realize Resilient Society 
 

147 
Doctoral Thesis at Future University Hakodate, 2013 

能 稀少疾患 情報 連携 療機 いえ 特 師 開示 能

い 対応 必要 あ

人間 や 療機 や行 等 役割 組織 役割 対

応 軟 御機能 開 機能 例えば 診療情報全体 対

設 診療情報 特 目 対 個 設 い

御 能

情報開示 複数 療機 間 矛盾 効率的 設 組

備え い 地域 療連携 療情報共 行う 必要 患者

人 意 厳密 御 能

世界 う 御 術 活用 個人 療 健康情報

個人 管理 誰 見 個人 設 う 情報 い方々

対応 運用面 解決 ばい い課 多 実 あ 親子や

人間 元管理 個人 自身 療 健康情報 病院や

師 対 開示 軟 設 能 人 情報 閲覧

能 いう 運用 い 御 術 実現

い 但 う 運用方針や 実証 業 通 運用性

や妥当性 検証 業 調整 い 必要 あ 考え い

対応

歩数計

体重計

血 計

基
基

健康

医療機関

自宅

連携

医療機関

録用

録

出張

医療機関

交換

健康

録用

遠隔

健康相談

歩数計

体重計

血 計
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5.1.3.5 標準 対応標準 対応標準 対応標準 対応 

療 健康情報 流通 活用

等 各種標準 様 対応 積極的 組 い

対応

質的 目的 健康機器や 療

機器 通信規格 統 行 い 業界団体 あ 地

域委員会 設立 いう形 業界標準 様 提供 い 筆者 健康情報

測 蓄積 流通 準 間 相互接

必要 機能 実現 い 体的 規

う 種類 対応 い

録用 や 端

等 能

各種健康 間 交

換 連携 能

対応

米 射線学会 療情報管理 会 中心

始 いう既 規格 使用 病院 療情報 統 的

運用 作 目指 活動 あ 会 活動 い

EHR 基盤 複数 療機 間 散型 文書管理 行う 用い 統

対応 組 提供 い 体的 張 準

実現 機能 施設間文書共 患者

情報共 査証跡 証 対応 機能 提供 い

5.1.3.6 査対応査対応査対応査対応 

大規模 適用 伴い 参 複数 療機 対

査 効率的 行う 必要 い 療機 蓄積 大

情報 や情報 全 統 析 第 者 査業務

支援 組 提供 い 体的 使う 匿 個

集 寄 能

患者等 自己 個人情報 状況 確 支援機能 提

供 い 機微 個人情報 い 示

使う 対 心感 え 役割 果 能
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5.1.3.7 療情報流通 高療情報流通 高療情報流通 高療情報流通 高  

現 府 検討 い 電子処方箋 実現 伴い 療情報 長期間 わ 全

管理 い 求 い 対応 術や長期署

術 活用 実装 行 い 体的 電子署 付 療情

報 対 準 付 行時刻 保証 行 うえ 管理

組 提供 効期限 間近 療情報 対 準

長期署 付 療情報 長期保管 支援 組 提供

近い将来 想 処方箋 電子 等 療情報流通 高 対応

能

療健康共通 適用例

5.1.4 療連携 適用例療連携 適用例療連携 適用例療連携 適用例 

社会 療法人 団慈泉会相澤病院 東 異 や 電子

う 地域 療機 間 情報連携 能 連携

い 共 開 行い 実運用 開始 い 連携

ワ 備え 連携 療機 あ ば患者 意 病 処方 検査

療情報 時間軸 い 目 把握 う 患者 連携機能や電子
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や 依 い 環境 厚生労働省電子的診療情報交換推

業 開 いう規格

対応 い 療圏 域 療機 間 連携 い

連携 機能 利用 療情報連携 提供 い

5.1.5  

療健康 社会 動 課 現

組 術要素 い 述 療情報流通 実現 術開

活 実証 業 通 術面 運用面

面 検証 行い 術 い 利活用 地域

療 福祉 包括的 連携 療 実現や 療 質 資 研究開 い

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]常 聡 前 裕 森 雄 倉恒子 芳浩 橋 子 宮島麻美 療健康共通 療情報連携

術

]林真理子 山 聡 林真弓 白石将浩 渡 茂 前 裕 活用 効率的 効果的 保健 業 推

術
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5.2 宅療養患者 遠隔見 効果宅療養患者 遠隔見 効果宅療養患者 遠隔見 効果宅療養患者 遠隔見 効果 検討検討検討検討 

5.2.1  

超高齢 社会 展 伴い 増 途 療 削減 師 足や地域偏

問 解決 活用 遠隔 療や 宅 療 対 期 高 い

い 将来的 数や施設数 倒的 足 予

測 い 都心部 ] い 用い 療 効率 期 い

急性期患者 病院 治療 維持期 入 宅 療 移行

患者 病院 宅療養や 護 病気 症 病状 急変

機 再 病院 戻 宅療養 増 伴い 宅患者 急変 増 懸念

宅患者 病状や 悪 前 状態 把握 対

応 ば 患者 効率的 療 提

供 う 療 や 護 抑 能性 あ

検討 宅患者 等 蓄積 閲覧 組 用い

宅患者 々 状態 者 護師 家族 患者間 共 状態変 や異変

い 察知 患者 遠隔 見 構築 目的 礎的 検

討 行 結果 報告

5.2.2 方法方法方法方法 

検討 函館 中 病院 連施設 い 実施 検討 使用

構 示 宅患者宅 対応 血 計 体 計 設置

患者 歩数計 携 携 電 あ 管理

簡 録 う 対応 血 計等

測 自動的 転 手動転 あ 検討 ワ

手動転 使用 機器 製 自動血 計 体 体組 計 歩

数計 使用 無線 社

行
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構

病院 主治 や 端 等 用い 宅患者 閲覧

病院 来 訪問 護 護師 用い 宅患者 閲

覧 宅患者 人や 家族 用い 閲覧

う

患者 療 者 ワ 用い 管理

能 あ 自体 等 者 理解 数 等 表示

個人 特 直接 い う 病院 い 来 宅患者

用 活用 や生活 活 病 血糖値 痛 情報 録

利用者 生活機能 期 見 情報共 行 い

検討 使用 対応 管理 来 い

録 閲覧 電 使 健康相談 能 遠隔健康相談 ] ]

研究開 行 い あ 部改良 活用

検討 組 宅療養患者 々 状態 療 者 共

状態変 や異変 い 察知 療 者 患者側

や 性 変 や 見 感 醸 検証

宅患者 血 脈拍 血 計 得 体 歩数

測 録 療 者 閲覧 異常 い 確 異常 あ ば

宅患者 連絡

録 療 者 設 閾値 超え 療 者 携

ン

宅患者宅

病院 病院外来 訪問看護 ン

DC

ン

主治医

外来担当看護師

訪問看護師

PC

携帯電話

歩数計 体重計血 計録用

管理

PC

対応

携帯

電話網

閲覧端 閲覧端

ン

閲覧端
※

情報

※

患者

家族
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通知 宅患者 対応 実施

宅患者 相 性 い 検証 変 変 予

測 能 う い 検討

実 病院 い 入院等 治療 宅患者 病院 期的 通院

い 宅療養者 降 患者 療 者 病院 施設 職員

参 実 期間 中旬 約 ヶ 間 実 参

患者 表 示 各患者 測 患者

病状 異 療 者 患者 人あ い 家族 相談 設

測 う依 測 時間 回数 い 特 指

表 患者

療 者 患者 施設 閲覧 閲覧 い 少

回 閲覧 う 前 願い 体的検証方法 患者

療 者 実施 実 前 回行

5.2.3 結果結果結果結果 

5.2.3.1 宅患者宅宅患者宅宅患者宅宅患者宅  

表 各患者 測 状況 示 測 要 時間 中 あ

測 録 い 特 手間や 担 感 回答 比較

的簡 機器 利用 う あ 患者 測 時間 長い 血 測

患者 齢 性別 居者 介護度 病

測定

男性 要介護 脳梗塞 血 心拍

女性

作性心

細動

血 心拍

体重 歩数

女性 要介護 高血 症 血 心拍

女性 無 要支援 狭心症

血 心拍

体重

男性 無 要介護

植込

血 心拍

体重 歩数

女性

作性心

細動

血 心拍
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動 準備 必要 測 表示 体調 落 着

休息時間等 入 い あ

機器自体 使い勝手 い 使いや 人 多い 方 要 護

高い患者 体 計 立 保持 大変 短時間 測 い

いう意見 あ 血 計 腕 部 固 い 意見 あ

表 各患者 測 状況

録回数 患者 患者 多 患者 血 朝昼夜 回測 い

や 血 前使 い 血 計 高 数値 何 測 い

録回数 多 い 患者 午前中 血 測 高 方 測

い 多 い

機器 動作 実 期間中 や 転 押

録 い 側 多 生 簡 利用 組

あ 動作 課 明確

5.2.3.2 宅患者宅 測 行宅患者宅 測 行宅患者宅 測 行宅患者宅 測 行  

患者 測 時間 自 設 測 測 生活

いう結果 得 実 開始直 測 手間 感 測 忘

間程 習 患者 実 前 血 測 い

実 契機 決 時間 測 う 張 い あ 但

患者 家族 測 い 測 忘 い い いう 担感 生 い

測 体調 う 例 あ 患者

患者 測定者 測定時間

録回数

血 体重 歩数

居者 内

人 内

準備： 居者

測定： 人

― ―

人 程度 ―

介護 事者 数

人 数 ― ―
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実 前 調子 悪い時 血 測 い 測 段 値 知

血 体調 血 う 休 体調

う あ 家族 い い い 値 心

心感 あ

閲覧状況

5.2.3.3 療 者 患者 閲覧療 者 患者 閲覧療 者 患者 閲覧療 者 患者 閲覧 

療 者 対 閲覧 結果 示 閲覧 参

中 実施 閲覧 回 閲覧 半数 閲覧

い 約 患者全員 確 い 回あ 閲覧時間 約

あ 閲覧時間 対 担感 あ 感 い い人 方 多

閲覧 わ 宅 様子や院

様子 わ 変 対応 や い 宅 測 確 家

庭血 推移 観察 段 状況 わ 診察 役 立 記録 残

表示 い 変動 目 わ 意見 得

方 知 得 見 う 閲覧

対 任 新 生 異常時 対応 必要性 新 問 出 意見 得

1日1回

50%

2週間

1回20%

1週間

1回20%

1週間

2回

10%

1人

25％

6人

63％

2人

12％

5 満

56%5

22%

10

22%
いう そう

思う33%

い

う そう思わ

い50%

あ そう

思わ い

17%

そう思う0%

少 そう思う0%

全 そう思わ い0%

(a)閲覧頻度

(c)1回あた の閲覧時間

(b)閲覧 た患者数

(d)閲覧に対 て負担を感 か？
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通常業務 実施 影響 あ 対 回答

療 者 閲覧 業務 影響 い 結果 示

業務 影響 あ 感 人数 半数 多い結果 体的 数値 確 や

対応 時間 患者数 多 全員見 必要 生 大変 思う

意見 あ

療 者 閲覧 効果 い 利用者 者 心感

手 手間 いう 目 い 実 前 散 析 行

統計的 意 差 得 特 心感や手 効果や手間 いう問

明示

方 患者側 閲覧 い 閲覧 う 使い

い い あ 中 値 記入 管理 い 閲覧

渡 希望 人 多

5.2.3.4 感情 変感情 変感情 変感情 変  

療 者 患者 感情 変 結果 示

う思う 少 う思う いう う思う いう う思

わ い あ う思わ い 全 う思わ い 段 評価 行

回 患者 閲覧 療 者 対 結果 あ

全員 親 増え 距 感 近 機会 増え

質 良 回答 閲覧 明 あ 患者 段 状

態 知 う 患者 感情や 変 見 示唆

少 そ

う思う

11%

いう そ

う思う45%

あ そう

思わ い

11%

いう そう

思わ い

33%

そう思う0%

全 そう思わ い0%
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療 護 者 患者 対 変

5.2.3.5 性 変性 変性 変性 変  

療 者 対 実 前 患者 性 い 調査 結果 示

性 い 心配 気楽 親 や い や い いう 目

い 療 者 担当 各患者 対 患者 対 患者 あ 対 いう観

評価 効回答数 実 前 件 あ 均値 誤差範

示 性 目 い 実 前 得 意 差異 示

患者 療 者 性 変 い 調査 患者 療

者 対 信 感 強 実 全員 実 前 変わ

心配 い 気楽 親 や い や い 回答 実 前 変

患者 全員 録 療 者 見 い

見 い 感 心感 あ 回答 但 病院 訪

問 護 利用 あ 見 い 感 心感 あ 回答 患

者 い

そう

思う34%

少 そう思

う33%

いう そう

思う33%
少 そう思う

50%

い

う そう思う

50%

そう

思う16%

少 そう

思う17%

いう そう

思う67%

少 そう

思う40%

いう そう

思う60%

利用者 親 増

利用者 コ ン

機会 増え

利用者 距 感 近

利用者 コ ン

質

他 目

0%

他 目

0%

他 目

0%

他 目

0%
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実 前 療 護 者 患者 性 変

5.2.3.6 活用活用活用活用 

用い 宅療養 宅 護 見 い 用 う 療 者

結果 全員 病気 悪 予防 役立 護 悪 予防 役立

回答 役立 い

病院 診 あ い 訪問 護師 訪問 前 変 わ

経過観察

血 昇 体 昇 生活 療養指 面 病院 診 時 対応 役立 い 思う

血 脈 体 体調 悪 期 把握 対応 能 思う 歩数計 廃用症候

群 予防 役立

いう 体例 挙

5.2.3.7  

当初予 変 相 検証 予 あ 実 前 患者

変 相 析 揃わ 検証

検証 変 観察 必要 あ 実 期間 長期間設 対象者

実施方法 い 検討 必要 あ

常 機能 い 多 評価

異常値 対 者 気付 え 必須

機能 あ 運用面 調整 評価 行 い

あ 患者 対 う 感 い

対 回答

患者 あ 対 う 思

い 感 対 回答

そう思う

少 そう思う

いう

そう思う

いう

そう思わ い

あ そう

思わ い

そう思わ い

●実験前

◆実験

頼 心配 気楽 親

や い

話や い 頼 心配 気楽 親

や い

話や い

n=27n=27
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5.2.4 考察考察考察考察 

5.2.4.1 測 録 効果測 録 効果測 録 効果測 録 効果 

患者 結果 々 測 録 習 生活

効果 あ 考え 自身 段 値 知 心感 得

段 異 値 体調 わ 対策 自 講 いう効果 い 実

感 患者 い 患者家族 測 段 異 う い わ

主治 や 門家 相談 組 必要 意見 あ

5.2.4.2 閲覧 効果閲覧 効果閲覧 効果閲覧 効果 

療 者 結果 診時 確 段 様子 わ

変 対応 や い あ いう わ 病気や 護 悪

予防 役立 能性 あ いう わ 閲覧 手間や 担 あ

い 知 得 見え う 異常時 対応 新 問 生

いう意見 得 実 運用 業務 見直 含 多 課 あ わ

5.2.4.3 患者 療 者間 性患者 療 者間 性患者 療 者間 性患者 療 者間 性 効果効果効果効果 

患者 療 者 相互間 性 い 回 ヶ いう期間 気楽 親

や い や い い 性 実 前 変 い わ

課 性 測 方法や評価指標 妥当性 い 検討 必要 あ 方

明 あ 患者 段 見 療 者 患者 対

親 や 機会 増え 質 良 回答

患者 感情や 変 明確

5.2.4.4 見 感 心感 醸見 感 心感 醸見 感 心感 醸見 感 心感 醸  

全 患者 家族 療 者 閲覧 い 見 い

感 心感 あ 回答 検討 組 見 感 心感 醸 寄

考え 患者 相談窓 や緊急対応 わ 患者

心 自宅療養 組 検討 必要 あ

5.2.5  

検討 宅患者 等 蓄積 閲覧 組 用い

宅患者 々 状態 療 者 共 状態変 や異変 い 察知

患者 遠隔 見 現 礎実 行 結果

患者 療 者間 変 や見 感 心感醸

効性 明確 信機能 動作や 機能
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面 課 や 療 者 閲覧 生 緊急対応時 稼働や

運用面 課 明確

課 解決 評価 実施 用性

評価 実施 患者 身体 付 活用

] え 検討 実施 対象者 評価期間 厳 変

変 相 検証 変 予測 手法等 い 検

討 検討 並行 実施

参考文献参考文献参考文献参考文献    

]国立社会保 人 問 研究 都 府 将来推計人 推計 い 引用

]渡 茂 藤 香央 伊藤 良浩 視線 析 遠隔健康相談 改善 検討 遠隔 療

学会雑

] 型遠隔健康相談 健康相談 引用

]磯谷 毅 藤 雄 居高齢者 険行動検出法 情報処理学会全国大会講演論文

集
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5.3 地域包括地域包括地域包括地域包括 実現実現実現実現 動動動動 析析析析 

第 章 章 い 述 う 療 護 い や 社会 実現

地域包括 現 要 あ い 地域

療連携 療 護連携 遠隔 療 護 利活用 情報流通 必要

あ 整備状況 活用 将来展望 ] い 総括

地域 療連携 い 的 療圏 入 始 い 状況 あ

個 業 状態 あ 全国 い 整備 近 考え

地域 い 地域 療連携 利用者 者 あ 護師や患者 情報

閲覧 い状況 あ 最高 設 い

あ 電子 等 療情報 病院 あ い 者 あ 護師や患者 閲覧

必要 い いう考え い あ 必要 療 護連携

異 連携 必要 連携 あ 実証実

等 通 作 必要 あ 展

国 統 的 方針策 必要 あ

連携や既 含 全国 療圏間 連携方針 地域 療

連携 間 連携方針 や 策 等 必要 あ 特 国

自治体 運用者 あ 方 地域 療連携 師会や 議会等 運用者 い

異 運用者間 方針 策 必要 あ 国 統 方針策 望

遠隔 療 護 い 厚労省 研 民間 遠隔 療 効果

蓄積 あ 対面 等 効果 必要 い 研究状態 あ 例

あ 蓄積 必要 状況 あ 護 護

面や 護 者 情報 等 問 あ 展 い い 情報

電子 い い状況 あ 抜 的 対策 急

必要 あ

戦略 部 程表 健康情報 電子 含 病院

開始 地域 療連携 確立や 宅 療 護連携

実現 地域連携 療 実現 程表 明記 い 厚生労働省

社会保 改革 程表 議決 ] 回 診療報酬改

護報酬改 経 地域包括 創設 新 業計

実行 宅 居 系 強 護予防 予防 療

護 連携 強 知症対応 推 謳わ い 数

療 護 利活用 組 格 考え 前述 う

国 統 方針策 望  

近 や第 学 い 流行 い 療 健康情報

利用 い 面 期 い 現状 大規模 体

地域 療連携 利用 わ い い状況 あ や
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活用 流 情報 秘密 散 計算 術等 用い 匿 う 施策 必要 あ

臨床疫学 規模 あ 師 手

作業 入力 状況 あ 規模 集

能 大規模 施策や 寄 術や

術 確立 必要 あ 法的 秘密 散保 個人情報保護法

解釈 あ 明確 い部 多 あ 米国 法 う 療情

報 扱い 必要 法 整備 必要 あ

う や う 療健康情報 流通 情報通信

情報 利用 能 組 あ 療健康 い

国主 方針策 や法整備 行う必要 あ 部 多 あ 国 任 予

通 解決 いう 能性 交 等 例 見 い 限 殆 無い

全国 地域包括 期実現 高 や 社

会 実現 産官学連携 行う う 機会 い 必要 あ

参考文献参考文献参考文献参考文献    

] 府 療 巻 状況 療 利活用 総 学 術会議 学 術 策推 門調査会

共通 術検討ワ 第 回会 資料

お「が厚生労働省 社会保 税 体改革 目指 将来像  
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6 結論結論結論結論 

6.1  

 論文 用い 的確 情報 活用 高 自 共

公 自 散 調型社会 構 や 社会 構築 目的

第 章 第 章 い や 社会 実現 問 整理

や 社会 実現 巨大災害や 機 生 的確 情報 活用

実現 情報通信 利活用 自 共 公 実現 必要 あ いう情報通

信 利活用 課 全体像 明確

第 章 い 明確 課 う や 社会 実現 い 必須 的確 情

報活用 支え 情報通信 対 課 解決 中心 情報通信

社会 い 総括 利活用 国 自治体 民生活 変 や

社会実現 将来展望 い

第 章 情報通信 課 解決 例 常時 通信 集

中 災害 機対応時 的確 情報 活用 実現 観 課 解決

い 検討 無線 無線通信 対 電磁 生 い理想的

電磁環境 設計 開 目的 電磁環境 術

電磁界 用い 無線 地 配置設計 術 確立 術 活

用 電磁環境設計 開 設計 例 い

第 章 地域 崩壊 防 地域 活性 地域防災力

共 公 中心 目的 利活用 自治体

地域 情報 活性 組 い 自治体 民間 方

行 情報 活用 組 通 地域情報 要

件 明確 中山間地 学校 高齢者 検証

通 地域 活性 要件 明確 防災情報伝 手段

自治体 民 高 組 新 防災情報 提供方法 あ

い や 社会 実現 将来展望 い

第 章 超高齢 社会 い 利活用 高齢者自身 自 支援

病院や施設 共 公 支援 地域包

括 実現 目指 組 い や 社会 現

療 社会 組 術要素 課 明確

活用 宅療養患者 遠隔見 い 検

討 見 感 心感醸 効性 課 明確 最 地域包括

実現 将来展望 い
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6.2 展望展望展望展望 

東 大震災 域 自治体連携 官民連携 あ い 企業間 連携

組織間 情報共 連携 災害 機対応時 的確 情報 活用

活動 展 い 省 含 持 能 社会 組 東 大

震災 情報通信 や 利活用 施策 や 社会 実現

活動 い 考え い 起 い巨大地震 超高齢 社会

や 療崩壊 問 山積 状態 あ わ い

情報通信 や 利活用 民間 展 い 間

い い や 社会実現 社会 や社会 展 併 必要

第 節 第 節 い 述 う 社会 や社会 国主 方針策

や法整備 必要性 あ 問 多々 時 問 解決 国 任 産

官学連携 解決 必要 あ 状態 ば 予想

社会 改善 考え い 少 産学 応

や 社会 実現 活動 効果 蓄積

世 中 情報 信 い あ

特 療 健康 法規 少 い 展開 実現 逆輸入

い 組 始 あ 国 法規 厳 療 新規

展開 時間 や 新 社会 展 い

え 国 停 い あ 中国や い 新興国 い

療 健康 的 大 東 等 途 国 い

携 電 活用 い 携 電 中心 急 大

予測 い 途 国 い 固 回線 通信

整備 い い 携 電 整備 い 多 既 携 電 国民 生

活必需品 い 携 電 軸 新 社会 療 提

供 人々 療 提供 う あ

特 途 国 い 療 法規 う 厳 い国 殆 無い 現地

府 国家 や 気 入 能 あ

い 術検証 蓄積 獲得 実施 逆輸入 う 効率的 あ

いう考え 府支援 幾 国 う 計 い

実 あ

療 健康 機管理 展開 府

支援 連携 始 災害大国 あ 術

展開 い う 展開 対 生 始 利活

用 実現 現地 生活 文 ワ 併 使い方 変え 必要

あ 明確 い う 術 洗練 現

地 蓄積 併 価格 実現 応用例
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逆輸入 例 増え 予想

や 社会 実現 活動 う 展開 逆輸

入 活動 や 実行 急 や 社会 実現 献

考え う 活動 世界中 や 社会 実現 献

考え 私自身 研究活動 う 機管理 療 健

康 研究活動 国 世界 行 予 あ
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